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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　０　プロローグ




　すっかりあたりが暗くらくなった、７時じ半はん。

　実み咲さきは、人ひと通どおりの少すくない道どう路ろを歩あるいていた。

　学がっ校こうの委い員いん会かいで、すっかり遅おそくなったせいだけれど、いつものことだから、夜よ道みちにもあんまり怖こわさは感かんじない。

「この通とおりも、昼ひる間まは人ひとが多おおいんだけどなぁ」

　ちらりと、実み咲さきはうしろをふり返かえってみたけど、だれもいない。

　前まえを歩あるく人ひとも見みえないから、完かん全ぜんに１人ひとりだ。

　実み咲さきの家いえは、この道どう路ろを抜ぬけて、住じゅう宅たく街がいに入はいったところにある。

　だから、あと少すこしなんだけれど……。

「……が……21時じ……」

　ん？　なんだろう？

　人ひと気けのない道みちのどこからか、かすかな人ひとの声こえが聞きこえて、実み咲さきは足あしを止とめた。

　あたりを見みまわしてみる。

　右みぎ側がわに駐ちゅう車しゃ場じょうがあった。

　そこに１台だい、車くるまが止とまっている。

　黒くろいワンボックスカーで、スモークフィルムが窓まどガラスに貼はられていて、中なかは見みえない。

　でも、窓まどが少すこしばかり開ひらいているのが見みえた。

　声こえは、そこから聞きこえてくるらしい。

「……おくれるな……………モノは………慎しん重ちょうに………」

　とぎれとぎれで、話はなしの内ない容ようは実み咲さきには、よくわからなかった。

　時じ間かんを言いっていたから、待まち合あわせかなにかかな？

「……って、立たち聞ぎきはよくないよね」

　実み咲さきは、肩かたをすくめて、そのまま駐ちゅう車しゃ場じょうを通とおりすぎようと、歩あるき出だす。

　その直ちょく後ごだった。

「バカ野や郎ろう！　窓まどをしめろと言いっただろ！　だれかに聞きかれたら……！」

　とつぜん、大おおきな怒ど鳴なり声ごえが、車くるまから聞きこえてくる。

　実み咲さきはおもわず、ビクッと体からだをすくませて、車くるまのほうを見みた。

　スモークフィルムが貼はられているから、中なかは見みえない。

　でも、車くるまの中なかからは、こっちが見みえるはず……。

　実み咲さきはそう考かんがえて、身みぶるいした。

[image: ]

　少すこし走はしれば、人ひと通どおりの多おおい道どう路ろに出でる。

　実み咲さきは、迷まよわず走はしり出だした。

「はあはあ……」

　肩かたで息いきをしながら、大おお通どおりまで出でる。

　うしろをふり返かえったけれど、だれも追おいかけてくる人ひとはいない。

　心しん配ぱいしすぎだったかな……。

　でも、一いっ体たい、なんの話はなしだったんだろう？

　実み咲さきは少すこし気きになったけれど、大おお通どおりを歩あるいているうちに、すっかり忘わすれていた。

　今いまはもっと重じゅう要ような、考かんがえなくちゃいけないことが、あったから。







　　　　１　秋あきのビッグイベントって？




「はあ～、ヒマだぁ」

　わたしは、教きょう室しつの窓まどから、外そとを見みながら、ため息いきまじりに言いう。

　学がく園えん祭さいも終おわった、11月がつの放ほう課か後ご。

　わたしは、おもいっきりだらけてた。

　あれだけ大おおきなイベントが終おわったあとって、すっごく気きがゆるむんだよね。

　今いまだって、毎まい日にちの授じゅ業ぎょうにくわえて演えん劇げき部ぶの活かつ動どうもあるんだから、ヒマなわけじゃないんだけど、あのいそがしくて、楽たのしかった学がく園えん祭さいを思おもい出だすと、ヒマな気きがしちゃってさ。

「あれ？　知しらないの、アスカちゃん。イベントならあるよ」

　机つくえの上うえを片かたづけていた優ゆ月づきが、こちらを向むいて教おしえてくれる。

　……へ？

　イベントなんか、あったっけ？

　クリスマスは来らい月げつだし、お正しょう月がつはさ来らい月げつ。

　ま、まさか、テストとか言いうんじゃ……！

「違ちがうよ。生せい徒と会かい長ちょう選せん挙きょがあるの」

　生せい徒と会かい長ちょう選せん？

　わたしは、首くびをかしげる。

「中ちゅう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょう選せん。この前まえ、折おり原はら会かい長ちょうが言いってたでしょ」

　実み咲さきが、あきれ顔がおで、言いってくる。

　あれ？

　……そうだったっけ？

　ぜんぜん、記き憶おくにない。

　そもそも、生せい徒と会かい長ちょう選せんって、なに？

　実み咲さきと優ゆ月づきが、顔かおを見み合あわせてる。

「ほんとに知しらなかったの？」

　うぅ～。

　そんなに有ゆう名めいなイベントなわけ？

　実み咲さきが肩かたをすくめて、答こたえてくれる。

「中ちゅう等とう部ぶ全ぜん校こう生せい徒とで、次つぎの生せい徒と会かい長ちょうを選えらぶの。つまり、折おり原はら会かい長ちょうの次つぎに生せい徒と会かい長ちょうになる人ひとを選えらぶってことだよ」

　そっか……詩し織おり会かい長ちょうの次つぎの生せい徒と会かい長ちょう……えっ！

　詩し織おり会かい長ちょう、やめちゃうの!?

「３年ねん生せいだからね」

　そうなんだ……。

　詩し織おり会かい長ちょうが、会かい長ちょうじゃなくなっちゃうんだ。

　なんだか、詩し織おり会かい長ちょう以い外がいの生せい徒と会かい長ちょうって、イメージがわかない。

「新あたらしい生せい徒と会かい長ちょうねぇ……」

　つぶやきながら、実み咲さきを見みる。

　ん？

　実み咲さきが、なんだか考かんがえこむような顔かおをしてる。

「どうかしたの、実み咲さき？」

「えっ。ううん！　なんでもない」

　わたしが声こえをかけると、あわてたように、実み咲さきが首くびをふる。

　なんでもないっていう顔かおじゃ、ない気きがするんだけど……。

　わたしが、実み咲さきにもう一いち度ど、声こえをかけようと口くちを開ひらきかけた、そのとき。

「あっ、いた！」

　……えっ？

　廊ろう下かから、声こえが聞きこえてふり返かえると、教きょう室しつのドアのところに、水み夏なつが立たっていた。

「アスカ、今日きょうは部ぶ活かつ出でるんでしょ？」

　そうそう。

　今日きょうは、演えん劇げき部ぶに出でるつもりだったんだよね。

　レッドの予よ定ていもないし。

「もう、部ぶ活かつ始はじまっちゃうよ」

　うそっ！　もうそんな時じ間かん!?

　やばっ。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱい、遅ち刻こくにはうるさいからなぁ。

「ごめん、それじゃあ、わたしは先さきに行いくね！」

　実み咲さきたちにことわりながら、カバンを取とりあげる。

「ほら、はやく！」

　水み夏なつが、ぐいぐいと腕うでを引ひっぱる。

　そんなに引ひっぱらなくても、行いくってば。

「ねえ、アスカ」

　廊ろう下かに向むかいかけたわたしに、実み咲さきが声こえをかけてきて、わたしは足あしをとめた。

　……ん？

　ふりむくと、実み咲さきが、いつになくまじめな顔かおをしてる。

　あんまりまじめな顔かおだから、水み夏なつもわたしを引ひっぱるのを、忘わすれたぐらい。

「明日あした、時じ間かんある？　話はなしたいことがあるの」

　明日あしたって土ど曜よう日びだっけ。

「もちろん、あるよ！」

　わたしが返へん事じをすると、実み咲さきがほっとした顔かおで、大おおきくうなずく。

　やっぱり、なにか悩なやんでる？

「アスカ、遅ち刻こくしちゃうってば！」

　水み夏なつにまた引ひっぱられて、わたしは部ぶ活かつに向むかう。

「じゃあ、場ば所しょと時じ間かんは、あとでメールで連れん絡らくするね！」

　そう言いって、教きょう室しつを出でながら、頭あたまの中なかでは、演えん劇げき部ぶとは、べつのことを考かんがえてた。

　実み咲さきの話はなしは、なんだろうって。







　　　　２　実み咲さきの決けつ意い




　土ど曜よう日び。

　わたしの家いえのリビングに、実み咲さきと優ゆ月づきと水み夏なつが集あつまっていた。

　部へ屋やにいたから、ムリヤリ引ひっぱってきた、ケイもいる。

　最さい初しょは、実み咲さきだけ来くる予よ定ていだったんだけど、メールで連れん絡らくをとるうちに、優ゆ月づきと水み夏なつにも聞きいてほしいってことになって、呼よんだんだ。

　……まあ、わたしもなんの話はなしなのかは、知しらないんだけどね。

　小ちいさいリビングだから、５人にんも入はいるとかなりせまくるしい。

　学がく園えん祭さい以い来らい、いれるのにこっているコーヒー（ミルクと砂さ糖とう入いり）をみんなに出だした。

　実み咲さきは、それをひとくち飲のんでから、

「みんな、急きゅうに集あつまってもらって、ごめんね」

　少すこし緊きん張ちょうしたように口くちを開ひらいた。

　コーヒーテーブルをかこんで、実み咲さきのとなりに優ゆ月づきと水み夏なつ。反はん対たい側がわがわたし。

　ケイだけ、少すこしはなれたダイニングのイスに、すわってる。

「いいよ、気きにしないで。実み咲さきがわざわざ時じ間かんをとって、なんて言いうこと、ほとんどないんだから」

　わたしは、明あかるく言いって、実み咲さきに笑わらいかける。

　優ゆ月づきも水み夏なつも、うなずくのを見みて、実み咲さきは、ほっとした顔かおをしてる。

「それで、今日きょうはなんの話はなしなの？　大だい事じな話はなしだって聞きいたけど……」

　水み夏なつがそう言いって、実み咲さきを見みる。

　わたしと優ゆ月づきも、実み咲さきに視し線せんを向むけた。

「じつはね……」

　実み咲さきは小ちいさく息いきをはくと、意いを決けっしたように、口くちを開ひらく。

「私わたし、生せい徒と会かい長ちょう選せんに出でたいと思おもってるの」

　……へ？

　意い味みが、一いっ瞬しゅんわからずに、ぽか～んとする。

　優ゆ月づきと水み夏なつも、同おなじだったらしく、目めをぱちくりさせてる。

「そ、それって、詩し織おり会かい長ちょうの次つぎの生せい徒と会かい長ちょうに、立りっ候こう補ほするってこと？」

　わたしがきくと、実み咲さきはまじめな顔かおで、コクリとうなずく。

　ええええええっ!!

　実み咲さきが！

「……本ほん気きなの？」

　と水み夏なつ。

「１年ねん生せいが生せい徒と会かい長ちょう選せんに出でるなんて、聞きいたことないけど……」

「うん。少すこし前まえから考かんがえてたの。やっと、心こころが決きまったから」

　実み咲さきは、ハッキリと答こたえる。

　親しん友ゆうの実み咲さきがそんなこと、考かんがえてたなんて……。

　言いわれてみれば、最さい近きん、考かんがえこむような顔かおをしてたような気きがする。

「でも、実み咲さきちゃん。１年ねん生せいって、生せい徒と会かい長ちょうに立りっ候こう補ほできるの？　書しょ記きとか副ふく会かい長ちょうとかじゃなくて？」

　それまでだまっていた優ゆ月づきが、実み咲さきにきく。

「うん。立りっ候こう補ほできるのは『３年ねん生せい以い外がいの生せい徒と』っていう決きまりなの。だから、１年ねん生せいも立りっ候こう補ほできるのよ」

　そうなんだ。

　さすが実み咲さき、ちゃんと、調しらべてる。

　でも、どうして今いま、生せい徒と会かい長ちょうになりたいなんて思おもったの？

「わたし、委い員いん会かいに出でてるでしょ」

　うん。

　実み咲さきはクラス委い員いん長ちょうだもんね。

「その委い員いん会かいで、折おり原はら会かい長ちょうの仕し事ごとを近ちかくで見みることが、多おおかったの。それを見みていて、折おり原はら会かい長ちょうが生せい徒と会かいの仕し事ごとを、すごく大だい事じに思おもってることがわかったんだ」

　詩し織おり会かい長ちょうの想おもいは、わたしも学がく園えん祭さいの事じ件けんのときに、知しったんだよね。

　学がっ校こうのことを、だれよりも考かんがえてる。

　だから、ちょっと厳きびしいときもあるけど、みんなから慕したわれてるんだって。

「尊そん敬けいする折おり原はら会かい長ちょうの仕し事ごとを、自じ分ぶんが継つぎたいと思おもったの」

　実み咲さきの真しん剣けんな目めが、まっすぐにわたしたちを見みた。

　実み咲さきに、迷まよってる雰ふん囲い気きはない。

　ううん、もう十じゅう分ぶん、迷まよったんだろうな。

　実み咲さきとは、小しょう学がっ校こうからの付つき合あいだし、性せい格かくはわかってる。

　こんな大たい切せつなことだから、１人ひとりでたくさん考かんがえて、心こころを決きめたんだ。

「でも、生せい徒と会かい長ちょうになりたいだけなら２年ねん生せいになってからでも、いいんじゃない？　まだ１年ねんのうちから立りっ候こう補ほしなくてもさ」

　水み夏なつが、首くびをかしげてる。

　たしかに。

　いくら１年ねん生せいでも立りっ候こう補ほできるからって、あせる必ひつ要ようはないよね。

　１年ねん生せいより２年ねん生せいのほうが、会かい長ちょうになれる可か能のう性せいは、高たかそうだし。

「それは……アスカのおかげ」

　実み咲さきはそう言いって、わたしを見みて、にっこり笑わらう。

　えっ、わたし？

　なんかしたっけ？

　ううん！

　そもそも、実み咲さきが生せい徒と会かい長ちょうになりたいと思おもってるなんて、今いま、はじめて知しったんだもん。

　なにもできるわけがない。

「直ちょく接せつ、なにかしてもらったわけじゃ、ないんだけどね。アスカはいつも、学がく年ねんに関かん係けいなく、行こう動どうしてるでしょ。折おり原はら会かい長ちょうみたいな人ひととも、まったく気きおくれせずに話はなしてるし、演えん劇げき部ぶとかでも活かつ動どうしてて、先せん輩ぱいたちに認みとめてもらってる」

　……そ、そう？

　そんなこと、考かんがえたこともないけどなぁ。

　ふつうに話はなしてるだけだし。

「アスカの場ば合あいは、なにも考かんがえてないだけだと思おもうよ」

　水み夏なつが、ジロッとわたしを見みてる。

　うぅ、見み抜ぬかれてる……。

　実み咲さきが、クスッと笑わらう。

「そうかもね。でも、それでも、アスカのそういうとこ、すごいと思おもうんだ。だから、わたしも行こう動どうしてみようと思おもったの。１年ねん生せいだからっていう理り由ゆうだけで、立りっ候こう補ほをあきらめるのって、もったいない気きがしたから。そのことを、今日きょうはみんなに、最さい初しょに聞きいてほしかったの」

　そう言いうと実み咲さきは、照てれくさそうに肩かたをすくめる。

　そっか。

「そういうことなら、できることはなんでも協きょう力りょくするよ！」

　実み咲さきがそう決きめたんなら、応おう援えんする。

　なにができるか、まだぜんぜんわからないけど。

　大だい事じな友とも達だちが、決きめたことだもん。

「わたしも、なにができるか、わからないけど、実み咲さきちゃんなら、いい生せい徒と会かい長ちょうになれると思おもうし」

　水み夏なつと優ゆ月づきも、それぞれ笑え顔がおでうなずく。

「みんな……ありがとう！」

　みんなが、どんな反はん応のうをするのか、実み咲さきなりに心しん配ぱいしてたみたい。

　ほっとしたような笑え顔がおになった。

　もう、水みずくさいんだから！

　あとは……。

　ケイを見みると、その視し線せんは窓まどの外そとに向むいていて、話はなしを聞きいていたのかも、わからない。

　実み咲さきや水み夏なつ、優ゆ月づきも、自し然ぜんとケイを見みていた。

　ケイの意い見けんが、聞ききたかった。

　憎にくたらしいけど、たよりになるんだよね。

　わたしたちの視し線せんに気きづいたのか、ケイはゆっくりと、わたしたちに視し線せんを向むけた。

　あいかわらずの、無ぶ愛あい想そうな表ひょう情じょう。

「……今いままでの春はるが丘おか学がく園えんの生せい徒と会かい長ちょう選せんで、１年ねん生せいが立りっ候こう補ほした例れいはごく少すくない」

　ケイが、たんたんとした口く調ちょうで言いった。

「そして、当とう選せんした例れいは皆かい無む」

　実み咲さきの顔かおがこわばる。

　ちょっと！

　いきなりそんな、落おちこむような情じょう報ほうを、言いわなくたって……。

「事じ実じつは事じ実じつだ。そこから目めをそむけるようなら、生せい徒と会かい長ちょうになることなんて、まずできない」

　うっ。

　それはそうかも、しれないけど……。

「ケイ君くん。ケイ君くんは、１年ねん生せいが生せい徒と会かい長ちょうになるのは、無む理りだと思おもってる？」

　実み咲さきが、まっすぐにケイを見みつめて、きいた。

「無む理り…………と言いったら？」

「それでも、あきらめない。やれることは、やるつもり」

　実み咲さきは、決けつ意いのこもった声こえで、答こたえる。

「なら、ぼくの意い見けんは必ひつ要ようないだろう」

　ケイは、そっけなく言いう。
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　もう！

　少すこしは、やさしく言いえないわけ？

　そう思おもっていると、ケイが言こと葉ばを続つづけた。

「ただ、今いままで、１年ねん生せいで生せい徒と会かい長ちょうになった人にん間げんがいなかったからといって、これから先さきもいないかどうかは、だれにもわからない」

「……だよね！」

　実み咲さきが、はずむように、うなずく。

　そういうことは、最さい初しょに言いえばいいのに。

　素す直なおじゃないんだから。

「ところで、生せい徒と会かい長ちょう選せん挙きょって、具ぐ体たい的てきになにをするの？」

　水み夏なつが、実み咲さきにきく。

「それが……立りっ候こう補ほするまでの、手て続つづきはわかってるんだけど、選せん挙きょ活かつ動どうのやり方かたとかは、あんまり……」

　実み咲さきが口くちごもる。

　たしかに。

　わたしたち１年ねん生せいだから、去きょ年ねんの生せい徒と会かい長ちょう選せんも見みてないし。

　選せん挙きょっていったら、たまに車くるまに乗のって、拡かく声せい器きであいさつしてる人ひととか、駅えき前まえで演えん説ぜつしている人ひとを、見みかけるぐらい。

　あれって、国くにとかの選せん挙きょだよね。

　あんなことまでは、しないんだろうしなぁ。

　あっ！

　そんなの、詩し織おり会かい長ちょうに直ちょく接せつ、教おしえてもらえばいいじゃん！

　去きょ年ねんの選せん挙きょで、生せい徒と会かい長ちょうになったんだから。

「それがダメなの」

　実み咲さきが首くびをふる。

　え、なんで？

「現げん役えきの生せい徒と会かい長ちょうは、特とく定ていの立りっ候こう補ほ者しゃを、応おう援えんできないことになってるの。だから、わたしたちを手て伝つだうようなことは、できないんだって」

　そんな……。

　詩し織おり会かい長ちょうに話はなしを聞きけなかったら、どうやって、選せん挙きょ活かつ動どうのやり方かたを調しらべればいいわけ……。

　みんな黙だまりこむ。

　いきなり、こんな壁かべがあるなんて。

　だから、１年ねん生せいは生せい徒と会かい長ちょうに、なれた人ひとがいないのかな。

「……アスカ。ほかにもいるだろう。生せい徒と会かい長ちょう経けい験けん者しゃが」

　ケイが、ぼそりと言いう。

　ほかに？

　そんな人ひと、わたしの知しり合あいにいたっけ……？

「あっ！」

　実み咲さきが声こえを上あげる。

　な、なに、どうしたの？

「アスカ、いるよ。とびっきりの生せい徒と会かい長ちょう経けい験けん者しゃ」

　とびっきり？

　……………………あっ。

「もしかして、理り央お先せん輩ぱい？」

「うん。現げん役えきの生せい徒と会かい長ちょうはダメだけど、清きよ瀬せ理り央お先せん輩ぱいはもっと前まえだから、関かん係けいない。それに、『伝でん説せつ』って言いわれてる、生せい徒と会かい長ちょうだし」

　で、伝でん説せつ……!?

　理り央お先せん輩ぱい、そんなこと言いわれてるんだ。

　そういえば、詩し織おり会かい長ちょうも理り央お先せん輩ぱいにあこがれて、生せい徒と会かい長ちょうを目め指ざしたって、言いってたっけ。

「アスカって、あの清きよ瀬せ先せん輩ぱいとも知しり合あいなの……？」

　水み夏なつが、おどろき半はん分ふん、あきれ半はん分ぶんの目めを、わたしに向むけてくる。

「あの」って言いうぐらいだから、水み夏なつも、理り央お先せん輩ぱいのウワサを聞きいたことがあるみたい。

　理り央お先せん輩ぱいとは、ちょっと前まえに、あることがきっかけで、知しり合あったんだよね。

　あれ以い来らい、たまに怪かい盗とう部ぶに、顔かおを出だしてるんだ。

　そういえば、最さい近きんは顔かおを出だせてないんだよね。

「実み咲さきは、月げつ曜よう日びの放ほう課か後ごは、大だい丈じょう夫ぶ？」

「うん。あいてるけど」

　なら、決きまり！

　さっそく、実み咲さきといっしょに、理り央お先せん輩ぱいのところに、話はなしを聞ききにいこう！







　　　　３　最さい強きょうのアドバイザー




　月げつ曜よう日びの放ほう課か後ご。

　わたしは、実み咲さきといっしょに、高こう等とう部ぶの別べつ棟むねの中なかを、歩あるいていた。

　もちろん、行いき先さきは怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつ。

　はじめて来きたときは、怪け訝げんそうな顔かおで、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいたちからじろじろ見みられたんだよね。

　だけど、何なん回かいも来きてるうちに、今いまではすっかり顔かおをおぼえてもらったみたい。

「アスカ、ひさしぶりじゃない。今日きょうも怪かい盗とう部ぶ？」

　長ながい黒くろ髪かみをふわりとさせた、大人おとなっぽい雰ふん囲い気きの先せん輩ぱいが、声こえをかけてくる。

「はい！　友とも達だちもいっしょに」

「そっかー。がんばってね～」

　気き軽がるに言いって歩あるいていく先せん輩ぱいに、実み咲さきはぴしっと頭あたまを下さげて、それからまた歩あるきだした。

「……今いまの先せん輩ぱいは、知しり合あい？」

　実み咲さきがきいてくる。

「うん。前まえに校こう舎しゃで迷まよってるときに、道みちを教おしえてくれたんだよね。怪かい盗とう部ぶに来くるたびに、よく会あってさ。顔かお見みると話はなしかけてくれるんだ」

「それだけで、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいと、あんな親したしげなんだ。さすがアスカというか……」

　実み咲さきは、あきれたような顔かおをしてる。

　ん？

　なんかわたし、変へんなことしたかなぁ。

　話はなしてる間あいだにも、どんどん高こう校こう生せいの先せん輩ぱいたちと、すれ違ちがう。

　何なん度どか来きていても、やっぱり物ものめずらしそうには、見みられる。

「高こう等とう部ぶの校こう舎しゃって、ちょっと、中ちゅう等とう部ぶの校こう舎しゃとは、雰ふん囲い気きがちがうね……」

　わたしについて歩あるきながら、実み咲さきはまわりをキョロキョロと、見みまわしてる。

　中ちゅう等とう部ぶと見みた目めは変かわらないはずだけど、なにかが違ちがうのは、わたしも感かんじる。

　そこにいる生せい徒とが、大人おとなだからかなあ。

　理り央お先せん輩ぱいだけ見みてると、あんまりわたしたちより大人おとなって感かんじはしないけど……ね。

「あっ、ここだよ」

　廊ろう下かの突つき当あたりで、立たち止どまる。

　別べつ棟むねは、音おん楽がく室しつや美び術じゅつ室しつのほかに、いろんな部ぶ室しつがずらりと並ならぶ。

　怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつは、２階かいにあるんだよね。

『怪かい盗とう部ぶ』というプレートがかかげられたドアを、わたしはノックする。

　コンコン

「……は～い。どうぞ～」

　中なかから、理り央お先せん輩ぱいらしき声こえが聞きこえる。

　ちらりと実み咲さきをふり返かえると、めずらしく、緊きん張ちょうした顔かおをしてる。

「開あけるよ？」

　実み咲さきがコクリとうなずくのを見みて、ドアを開あける。

「こんにちは、アスカです。ひさしぶ……わぁ！」

　あいさつをしながら、部ぶ室しつの中なかに入はいった直ちょく後ご、とつぜん、引ひっぱられる。

「アスカー！　なかなか部ぶ室しつに顔かおを見みせないから、さびしかったじゃないか！」

　理り央お先せん輩ぱいが、叫さけびながら、わたしに抱だきついてくる。

　えっ、あっ……ちょ、ちょっと！

　理り央お先せん輩ぱいはスルスルと、腕うでをのばしてきて、わたしの腕うでと腰こしをがっちりと固こ定ていする。

　んんんっ！

　力ちからを入いれるけど、まったく動うごけない。

　ど、どうなってるの、これ!?

「あ、あの……。そろそろアスカをはなして、もらえると……」

　実み咲さきがびっくりした顔かおで、理り央お先せん輩ぱいに言いってくれる。

「ああ、ごめん、ごめん。つい夢む中ちゅうで抱だきしめすぎたみたいだ」

　あやまって、やっとわたしを解かい放ほうしてくれる。

　ううぅ……。

　抱だきしめたっていうより、柔じゅう道どうの組くみ技わざみたいに、がっちり決きまってたんですけど。

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいをうらめしい目めで見みる。

　ショートボブの髪かみに、キリッとした目め。

　見みた目めはスラッとしてて、大人おとなっぽい雰ふん囲い気きなんだけど、やることはこの調ちょう子しで、いつも変かわってる。

「だって、アスカは軽かるく抱だきしめたぐらいだと、すぐにすりぬけるからね。ちょっと、練れん習しゅうしてみたんだよ」

　そんなこと、練れん習しゅうしないでくださいっ！

　それにしたって、不ふ意いをつかれたとはいえ、レッドをやってるわたしが抜ぬけられないって、どれだけ理り央お先せん輩ぱいは練れん習しゅうしたんだろう。

　……理り央お先せん輩ぱいらしいけど。

「理り央おは、いつもやりすぎなんだ」

　部ぶ室しつの奥おくのパイプイスにすわっていた、大だい貴き先せん輩ぱいが言いう。

　短たん髪ぱつで肩かた幅はばが広ひろく、かなりがっしりとした体たい格かくをしてる。

　肌はだは黒くろく日ひに焼やけてて、ちょっといかつい雰ふん囲い気きだけど、話はなすとやさしい先せん輩ぱい。

「このためだけに、毎まい日にち道どう場じょうに通かよう努ど力りょくと時じ間かんを、ほかに活いかした方ほうがいいと思おもうけどね」

　大だい貴き先せん輩ぱいとはテーブルをはさんだ、反はん対たい側がわにすわっている、健けん人と先せん輩ぱいが言いう。

　健けん人と先せん輩ぱいは、細ほそ身みで、さらさらなちょっと長ながめの髪かみが、肩かたまでかかりそう。

　切きれ長ながの目めは、眼鏡めがねをかけていて、部ぶ室しつの中なかでただ１人ひとり、もの静しずかな雰ふん囲い気きを出だしてる。

　この３人にんが、理り央お先せん輩ぱいが部ぶ長ちょうをつとめる、〈怪かい盗とう部ぶ〉の先せん輩ぱいたち。

　怪かい盗とう部ぶの活かつ動どうは、怪かい盗とうレッドをはじめとして、さまざまな怪かい盗とうの活かつ動どうについて調しらべること、らしい。

　理り央お先せん輩ぱいはとくに、怪かい盗とうレッドにこだわりを持もってるんだよね。

　……まあ、そのことは今いまは関かん係けいないから、おいとくとして。

「これも十じゅう分ぶん、必ひつ要ような努ど力りょくなんだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、不ふ満まんげに健けん人と先せん輩ぱいに言いい返かえす。

　それから、ふり返かえって、まじめな顔かおで実み咲さきを見みた。

「彼かの女じょがアスカの言いってた子こ？」

「氷ひ室むろ実み咲さきです。よろしくお願ねがいします」

　実み咲さきが、深ふかく頭あたまを下さげる。

「ふ～ん……」

　理り央お先せん輩ぱいは、実み咲さきをなめるように見みまわす。

　直ちょく立りつ不ふ動どうになった実み咲さきが緊きん張ちょうしてるのが、となりにいるわたしにも、伝つたわってくる。

「１年ねん生せいで、生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほするっていうから、もっとこう、アスカみたいな、ムチャクチャな子こがくるのかと思おもってたけど……」

　理り央お先せん輩ぱいが、意い外がいそうな顔かおをする。

　わたしみたいな、ムチャクチャって……。

　そんなこと、思おもってたんですか、理り央お先せん輩ぱい。

「はははっ！　だって、１年ねん生せいで生せい徒と会かい長ちょうになるなんて、ぼくだってできなかったことだからね。今いま、アスカや実み咲さきが考かんがえているほど、簡かん単たんなことじゃない」

　さらりと、だけど、ハッキリと言いわれて、わたしと実み咲さきは、なにも言いえない。

　そうなんだよね……。

　この理り央お先せん輩ぱいでも、生せい徒と会かい長ちょうになったのは２年ねん生せいのとき。

　やっぱり、難むずかしいのかな……。

　そのとき。

「ねえ、実み咲さき。１つ質しつ問もんしていい？」

　理り央お先せん輩ぱいが、実み咲さきに顔かおを近ちかづけて、まっすぐに目めを見みながら、言いった。

「は、はい！」

　実み咲さきが大おおきくうなずく。

「１年ねん生せいが生せい徒と会かい長ちょうになるっていうのは、ふつうに考かんがえても、ハンデが大おおきい。この学がっ校こうに入はいってから、１年ねんも経たっていないんだから。『記き念ねん受じゅ験けん』みたいな気き持もちで立りっ候こう補ほするなら、かまわないと思おもうよ。そういう生せい徒とがいないわけじゃ、ないからね」

　記き念ねんで立りっ候こう補ほ!?

　実み咲さきはそんなこと──！

「そんなつもりは、ありません。立りっ候こう補ほするからには、生せい徒と会かい長ちょうになるつもりでいます」

　わたしが口くちをはさむより早はやく、実み咲さきがきっぱりと言いい切きる。
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　実み咲さきが、こんな強つよい口く調ちょうで言いうのは、すごくめずらしい。

「そうか」

　理り央お先せん輩ぱいは、うしろに下さがると、なぜかうれしそうな顔かおになる。

「さすが、アスカの親しん友ゆうだな。……もしも『負まけても来らい年ねんにつながると思おもうから』なんて答こたえるような人にん間げんなら、アスカの友とも達だちといえど、協きょう力りょくはことわっていたところだ」

　え、それじゃあ！

「協きょう力りょくするよ。させてくれ。１年ねん生せいが生せい徒と会かい長ちょう。こんなにおもしろいことはない」

　実み咲さきとわたしは、顔かおを見み合あわせると、同どう時じに笑え顔がおになる。

　やったっ！

　ものすごく心こころ強づよい、協きょう力りょく者しゃじゃん！

「さっそくだが、実み咲さき。しばらくは、放ほう課か後ごはこの部ぶ室しつに通かよってきてくれ。選せん挙きょ活かつ動どうに必ひつ要ようなことは、ぼくらのわかる限かぎり、すべて教おしえる。ぼくだけじゃなく、健けん人とや大だい貴きも、選せん挙きょにはくわしい。ぼくのサポートをしていてくれてたからね」

　そう言いって、理り央お先せん輩ぱいが、大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいを見みる。

「ああ、まかせろ」

「……おもしろそうだ」

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいも、協きょう力りょくしてくれるんだっ！

　わたしが喜よろこんでいると、理り央お先せん輩ぱいが冷れい静せいな声こわ音ねで言いった。

「ただ、１つかんちがいしないでくれ」

　かんちがい？

「そうだ。ぼくたちは、実み咲さきに協きょう力りょくするが、選せん挙きょ活かつ動どうのやり方かたや練れん習しゅうに付つき合あうだけだ。実じっ際さいの選せん挙きょ活かつ動どうには、手てを出ださない」

　えっ!?

　どうしてですか？

　理り央お先せん輩ぱいは、まじめな顔かおでわたしたちを見みつめて、言いった。

「ぼくが参さん加かすれば、もしも実み咲さきが選せん挙きょに勝かったとしても、ぼくの力ちからで当とう選せんしたと言いわれるぞ。それでもいいのか？」

　そっか……。

　理り央お先せん輩ぱいは、今いまでも「伝でん説せつ」なんて言いわれてる、歴れき代だいの生せい徒と会かい長ちょうの中なかでも、とびきりの１人ひとりなんだもんね。

　そんな人ひとが実み咲さきの近ちかくにいたら、みんな実み咲さきを見みないで、理り央お先せん輩ぱいを見みちゃう。

　それは実み咲さきだって、のぞんでない。

「だから、選せん挙きょ活かつ動どうには、参さん加かしない。これは頭あたまに入いれておいてくれ」

「わかりました！　教おしえていただけるだけでも、十じゅう分ぶんです」

　実み咲さきは、理り央お先せん輩ぱいにうなずき返かえす。

「いい返へん事じだ。さっそく今日きょうから、といきたいところだが、こちらも準じゅん備びがあるから、明日あしたからにしよう」

　そう言いうと、理り央お先せん輩ぱいは明日あしたからのことを考かんがえているのか、思し案あんに集しゅう中ちゅうする顔かおつきになった。

　邪じゃ魔ましても悪わるいから、今日きょうはこのへんで、帰かえったほうがいいかな。

　実み咲さきをちらりと見みると、実み咲さきも同おなじ考かんがえだったらしく、だまってうなずいた。

　それじゃあ、わたしたちは……あっ。

「そうだ。理り央お先せん輩ぱい、１つきこうと思おもってたんですけど」

「なに？」

　理り央お先せん輩ぱいが、顔かおを上あげて、わたしを見みる。

「高こう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょう選せんに、出でるつもりはないんですか？」

　じつは、けっこう気きになってたんだよね。

　理り央お先せん輩ぱいなら、高こう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょうにも、なれそうだし。

「ああ……。少すこしは考かんがえたけど、今いまはここのほうが大だい事じなんだ」

　理り央お先せん輩ぱいは、両りょう手てを広ひろげて、部ぶ室しつを示しめす。

　たしかに。

　生せい徒と会かい長ちょうより、怪かい盗とう部ぶ部ぶ長ちょうのほうが、理り央お先せん輩ぱいっぽいかも。

　わたしと実み咲さきは、お礼れいを言いって、怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつを出でた。

　さあて！

　たのもしい協きょう力りょく者しゃも得えたし、いよいよ選せん挙きょに向むかって、わたしもできることをしなくっちゃ！

　となりを歩あるく実み咲さきを、横よこ目めでちらりと見みながら、あらためて、わたしは心こころに誓ちかった。







　　　　４　最さい後ごの推すい薦せん人にんはだれに？




「あと１人ひとり……」

　次つぎの日ひの昼ひる休やすみ。

　教きょう室しつに、わたしと実み咲さき、優ゆ月づきに水み夏なつが、そろっていた。

　今日きょうは、生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほする人ひとの、受うけ付つけ開かい始し日び。

　心こころは決きまってるんだから、すぐにでも立りっ候こう補ほの受うけ付つけをしたいところなんだけど、問もん題だいは……。

「あと１人ひとり。だれにする？」

　実み咲さきの前まえの机つくえに、１枚まいの紙かみが置おいてある。

　生せい徒と会かい長ちょう選せんの立りっ候こう補ほ届とどけ。

　実み咲さきの名な前まえの横よこに、推すい薦せん人にんという欄らんがある。

　生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほするには、５人にんの推すい薦せん人にんがいるんだって。

　わたしと水み夏なつと優ゆ月づき、それにケイの名な前まえが、それぞれ書かき込こんである。

　問もん題だいは、あと１人ひとり。

　推すい薦せん人にんになれるのは、中ちゅう等とう部ぶの生せい徒とだけだから、理り央お先せん輩ぱいにはたのめない。

「演えん劇げき部ぶの友とも達だちにたのんでみようか？」

　水み夏なつがきいてくる。

　だけど、すぐに実み咲さきが首くびをふった。

「わたしは演えん劇げき部ぶの人ひととは、知しり合あいじゃないから。やっぱり、名な前まえを貸かしてもらうみたいなのは、ダメだと思おもう」

　そうだよね。

　記き念ねんの立りっ候こう補ほなら、それでもいいかもしれないけど、実み咲さきはそうじゃない。

　推すい薦せん人にんも、ちゃんと実み咲さきのことを知しってて、応おう援えんしてくれる人ひとじゃないと……ん？

　わたしは、教きょう室しつを見みまわす。

　まわりには、お弁べん当とうを食たべてたり、食たべ終おわって、おしゃべりをしてるクラスメイトがいる。

　いるじゃん！

　実み咲さきのことを知しってて、応おう援えんしてくれそうな人ひとたち。

　わたしは、いきおいよく立たち上あがった。

「ねえ、みんな！　聞きいてほしいんだけど」

　わたしは、教きょう室しつ中じゅうに聞きこえるように、大おおきな声こえで話はなす。

　クラスメイトたちが、びっくりした顔かおで、わたしを見みる。

「ちょっと、アスカ！　どうするつもり？」

　あわてたように、実み咲さきも立たち上あがる。

「決きまってるじゃん。５人にん目めのの推すい薦せん人にんを、見みつけるの」

「で、でも、こんな呼よびかけしたら、迷めい惑わくじゃ……」

「そんなことないよ。それは、わたしが一いち番ばんよく知しってるから」

　わたしは顔かおを上あげて、クラスメイトたちに、話はなしかける。

「あのね、実み咲さきが、今こん度どの生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほすることにしたの。それで、あと１人ひとり、推すい薦せん人にんが必ひつ要ようなんだけど、なってくれる人ひといない？　１年ねん生せいだけど、実み咲さきは本ほん気きで生せい徒と会かい長ちょうになるつもりだから、推すい薦せん人にんも本ほん気きで応おう援えんしてくれる人ひとが必ひつ要ようなの！」

　し～ん……。

　わたしの言こと葉ばに、一いっ瞬しゅん、教きょう室しつが静しずまりかえる。

　すっと、実み咲さきの顔かおが青あおくなった。

　……あ、あれ……失しっ敗ぱいした？

　こんなに反はん応のうないなんて、予よ想そうしてなかったんだけど……。

　だけど、次つぎの瞬しゅん間かん。

「すごいっ！　実み咲さき、生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほするんだ！」

　クラスメイトたちが、いっせいにしゃべりはじめた。

「氷ひ室むろなら、向むいてるよな！」

「絶ぜっ対たい、向むいてるよ！　委い員いん長ちょうの仕し事ごと以い上じょうのこと、いつもしてくれてるもん。学がっ校こう休やすんだとき、授じゅ業ぎょうのプリントとノート見みせてもらったことあるよ」

「私わたしも。あと、体たい調ちょう悪わるいときに、保ほ健けん室しつに連つれてってもらったことあるし」

「なんだよ、早はやく言いってくれれば、もっと協きょう力りょくしたのに」

「選せん挙きょ活かつ動どうこれからなんでしょ？　これからいっぱい協きょう力りょくできるって！」

「１年ねんでも、氷ひ室むろならやれるよな。オレらでそれ、証しょう明めいしてやろうぜ！」

　みんな、興こう奮ふんしたみたいに、教きょう室しつのあちこちから、声こえが上あがる。

「ど……どうなってるの、これ？」

　事じ情じょうがわからない水み夏なつが、不ふ思し議ぎそうな顔かおをしてる。

「わたしもだけど、みんな、実み咲さきに困こまってるとき助たすけてもらったことが、あるんだよね。１つ１つは小ちいさなことかもしれないけど、けっこう覚おぼえてるものなんだよ、そういうのって」

　そう言いって、わたしは実み咲さきを見みる。

「うちのクラスって、いじめもないし、学がく園えん祭さいとか体たい育いく祭さいでも、全ぜん員いんが気き持もちよく参さん加かしてるんだ。そういうクラスになったのは、実み咲さきのがんばりのおかげだって。みんな、わかってるんだよ」

「みんな……」

　実み咲さきは、目めをうるませてる。

「ね！　大だい丈じょう夫ぶだったでしょ」

　わたしが笑わらいかけると、実み咲さきは指ゆびで涙なみだをぬぐう。

「いきなり、みんなに発はっ表ぴょうするから、びっくりしたじゃない……」

　実み咲さきはそう言いって、ほおをふくらませる。

　あはは、ごめん、ごめん。

　でも、ぜんぜん心しん配ぱいしてなかったし。

　あとは、この中なかから、だれかに推すい薦せん人にんになってもらえれば……。

「でも、だれが推すい薦せん人にんになる？」

「わたし、なりたいな」

「オレも！」

　って、口くち々ぐちにみんなが言いいだして、大おお騒さわぎになる。

　……あれっ？

　なんだか、希き望ぼう者しゃが多おおすぎて、簡かん単たんに決きまらなそうな感かんじなんだけど。

「ありがたいけど、早はやく決きめておきたいわよね、推すい薦せん人にん」

　水み夏なつが、立りっ候こう補ほ届とどけの推すい薦せん人にんの空くう欄らんを見みる。

　そうなんだけど、教きょう室しつで話はなし合あってるクラスメイトは、ざっと20人にんはいる。

　これだけ、推すい薦せん人にんになりたいって子こがいるのは、すごいことだけど……。

「……なるほど。それは困こまったわね」

　そうなんですよ……って、えっ!?

　とつぜんの声こえに、おもわず応こたえちゃってから、わたしはうしろをふり返かえる。

「幸ゆき村むら先せん輩ぱい!?」

　いつの間まにか、わたしたちのうしろに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが立たっていた。

　わたしたちも、クラスメイトも、話はなし合あいに夢む中ちゅうで、気きがつかなかったみたい。

「部ぶ長ちょう！　どうして、ここにいるんですか？」

　水み夏なつが立たちあがって、びっくりした顔かおできく。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、肩かたをすくめると、実み咲さきを見みる。

「聞きいたよ。実み咲さき、生せい徒と会かい長ちょう選せん、出でるんだって？」

「は、はい」

　実み咲さきがうなずく。

「それを聞きいて、ちょっと気きになってね。のぞきにきたの。だれかさんも気きにしてたし」

　だれかさんって？

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、わたしの疑ぎ問もんには答こたえず、机つくえの上うえの立りっ候こう補ほ届とどけを取とりあげた。

　そして、転ころがっていたボールペンを手てに取とると、なにも言いわずに、空くう欄らんの推すい薦せん人にん欄らんに「幸ゆき村むら涼すず香か」と名な前まえを書かく。

　えええええっ!?

　な、なんで名な前まえを書かいてるんですか！
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「なんでって、推すい薦せん人にんになるためじゃない。……それとも、わたしに推すい薦せんされたくなかった？」

「そんなことないです！」

　実み咲さきが首くびを横よこにふる。

「でも、どうして推すい薦せん人にんになってくれたんですか？　立りっ候こう補ほしたのがアスカならわかるけど……」

　実み咲さきが、不ふ思し議ぎそうに幸ゆき村むら先せん輩ぱいにきく。

　いやいや！

　わたしだったら、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは推すい薦せんしてくれないって！

「アスカだったら推すい薦せんしないわ」

　ほら、やっぱり……。

　……ってあのー、けっこうグサッとくるんですけど。

「アスカは人にん気き者ものだし、魅み力りょく的てきな子こだけど、生せい徒と会かい長ちょうの仕し事ごとをそばで見みてきたわたしからしたら、アスカにまかせる気きには、ならないわ。生せい徒と会かい長ちょうに必ひつ要ようなのは、細こまかい気き配くばりと、冷れい静せいに物もの事ごとを見みつめる能のう力りょくだから」

　うっ……。

　そういうのって、苦にが手てかも。

　そう言いいながら、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは実み咲さきを見みつめる。

「だけど、あなたなら、詩し織おりのあとを継ついで、いい生せい徒と会かい長ちょうになれると思おもったの。知しり合あいだからとか、そんな理り由ゆうで推すい薦せん人にんになったわけじゃないから、安あん心しんして」

「ありがとうございますっ！」

　実み咲さきは、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

「べつにいいって。それに、本ほん番ばんはこれからでしょ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの言こと葉ばに、実み咲さきの表ひょう情じょうが、キリッとしまる。

　そうだよね。

　まだ、選せん挙きょ戦せんは、始はじまってもいないんだから。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、わたしたちに背せを向むけて、推すい薦せん人にんについて話はなしあっていたクラスメイトのほうを向むく。

「みんな、ごめんねー。推すい薦せん人にん、わたしがなっちゃった」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、あっけらかんと言いう。

　だけど、不ふ満まんを言いう人ひとは、だれもいない。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいも詩し織おり会かい長ちょうに負まけないぐらい、人にん気き者ものなんだよね。

　その幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、

「じゃあね。また様よう子すを見みに来くるから」

　と言いって、教きょう室しつから出でていく。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの姿すがたが見みえなくなってから、静しずかになっていた教きょう室しつが、ざわめきだす。

「あの幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、推すい薦せん人にんって、すごいよね！」

「うん！　しかも、実み咲さきのこと、認みとめてくれてたみたいだし」

「幸ゆき村むら先せん輩ぱいなら、しかたないな。推すい薦せん人にんをゆずるか」

「幸ゆき村むら先せん輩ぱいとおまえじゃ、比くらべ物ものにならないだろ」

「わかってるよ。言いってみたかっただけだって」

　みんな笑わらいあいながら、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが推すい薦せん人にんになってくれたことを、喜よろこんでくれてる。

　よかったぁ。

「これで５人にんそろったね」

　優ゆ月づきが、立りっ候こう補ほ届とどけを見みつめて、言いう。

　わたしと実み咲さきと水み夏なつも、立りっ候こう補ほ届とどけを見みつめる。

　これで実み咲さきが生せい徒と会かい長ちょう選せんに、立りっ候こう補ほできる。

　よ～し！

　わたしもがんばって、実み咲さきの応おう援えんしなくっちゃ！







　　　　５　感かんじのわるいライバル




　放ほう課か後ご。

　わたしと実み咲さきは、３階かいの生せい徒と会かい室しつに向むかっていた。

　立りっ候こう補ほ届とどけに推すい薦せん人にんも５人にんそろったし、さっそく出だしにいくことにしたんだ。

　階かい段だんで３階かいまで上あがって、廊ろう下かに出でる。

「……なにこれ？」

　廊ろう下かに広ひろがった風ふう景けいに、わたしは目めを丸まるくする。

　廊ろう下かの途と中ちゅうあたりに、スチール棚だなが置おかれ段だんボールもたくさん積つまれている。

　段だんボールの上うえには地ち球きゅう儀ぎとかまで載のせてある。

　そこだけ、おもいっきり廊ろう下かに幅はばをきかせているから、生せい徒とがせまそうに、右みぎ側がわ通つう行こうで一いち列れつになって通とおってるくらい。

「たぶん、資し料りょう室しつかなにかを、片かたづけてるんじゃないかな」

　あっ。

　そういえば、前まえに実み咲さきを手て伝つだって、社しゃ会かいの授じゅ業ぎょうに使つかう世せ界かい地ち図ずを取とりにきたっけ。

　わたしたちは、一いち列れつになって、せまくなった廊ろう下かを、すり抜ぬけた。

　歩あるきながら、教きょう室しつをのぞいてみると、片かたづけをしているらしい、男おとこの先せん生せいの背せ中なかが見みえた。

　さらに先さきに進すすむと、３年ねん生せいの教きょう室しつがならんでいる。

　その一いち番ばん奥おくが、生せい徒と会かい室しつ。

　わたしたちは、そのドアの前まえに立たった。

　ちらりと実み咲さきを見みると、緊きん張ちょうした顔かおで、くちびるをギュッとかみしめてる。

　わたしは、なにも言いわないで、実み咲さきの気き持もちが整ととのうのを待まつ。

「行いこう」

　実み咲さきはそう言いって、ドアをノックする。

「……はい。どうぞ」

　中なかから女じょ子しの声こえが、返かえってくる。

「失しつ礼れいします」

　言いいながら、実み咲さきがドアを開あける。

　生せい徒と会かい室しつは、ふだんわたしたちが使つかってる教きょう室しつの、半はん分ぶんぐらいの大おおきさだった。

　壁かべ際ぎわには、びっしりとスチール棚だなが置おいてあり、分ぶ厚あついファイルや本ほんが、ずらりと並ならんでいる。

　中ちゅう央おうには、縦たて長ながのテーブルが２つ並ならんで、それを囲かこむように４人にんの生せい徒とがすわっていた。

　そのうちの１人ひとり、詩し織おり会かい長ちょうが一いち番ばん奥おくにすわってる。

　資し料りょうに視し線せんを落おとしていて、こっちには、まだ気きづいてないみたい。

「え～と。１年ねん生せい？」

　ドアの近ちかくにすわっていた、女じょ子しの先せん輩ぱいが首くびをかしげて、きいてくる。

　声こえからすると、さっき返へん事じをしてくれたのも、この先せん輩ぱいみたい。

　肩かたにかかるぐらいの髪かみに、眼鏡めがねをかけて、やさしそうな雰ふん囲い気きの先せん輩ぱいだ。

「はい、これを……」

「紅こう月づきさんに、氷ひ室むろさん。今日きょうはどうしたの？」

　実み咲さきが立りっ候こう補ほ届とどけを出だす前まえに、奥おくにいた詩し織おり会かい長ちょうが、わたしたちに気きづいて立たち上あがった。

「会かい長ちょうのお知しり合あいですか？」

「ええ。紅こう月づきさんは、みんなも知しっているでしょ」

　詩し織おり会かい長ちょうがそう言いうと、生せい徒と会かい役やく員いんの人ひとたちが、じーっとわたしに視し線せんを向むけてくる。

「ああ！　会かい長ちょうを悩なやませてる、あの１年ねん生せいですね！」

　女じょ子しの先せん輩ぱいが、大おおきくうなずいて言いった。

　生せい徒と会かい役やく員いんの人ひとにまで、そう思おもわれてるって……。

　わかってたけど、ちょっとショックかも。

「あ、ごめんごめん。でも、会かい長ちょうがこんなに気きにかけてる生せい徒とも、めずらしいんだよ」

「広ひろ崎さきさん。よけいなことは言いわなくていいから」

　詩し織おり会かい長ちょうが、広ひろ崎さきさんと呼よんだ、女じょ子しの先せん輩ぱいをじろりと見みる。

　広ひろ崎さき先せん輩ぱいが苦にが笑わらいをして、肩かたをすくめる。

「それで、あなたたちが生せい徒と会かい室しつにまでくるなんて、めずらしいけど、どうかしたの？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、きいてくる。

「わたしは付つき添そいです。……実み咲さき」

　実み咲さきを肘ひじでつっつくと、実み咲さきが前まえに進すすみでた。

「折おり原はら会かい長ちょう。今日きょうはわたし、これを提てい出しゅつしに来きました」

　そう言いって、立りっ候こう補ほ届とどけを詩し織おり会かい長ちょうに差さし出だす。

　詩し織おり会かい長ちょうは、だまってそれを受うけ取とって、目めを落おとす。

「えっ、これって、生せい徒と会かい長ちょう選せんの立りっ候こう補ほ届とどけじゃないですか！」

　広ひろ崎さき先せん輩ぱいが、用よう紙しをのぞき見みて、声こえを上あげる。

　その声こえに、ほかの生せい徒と会かい役やく員いんもおどろいた顔かおで、こちらを見みた。

　表ひょう情じょうを変かえていないのは、詩し織おり会かい長ちょう１人ひとりだけ。

「１年ねん生せいでの立りっ候こう補ほというのは、めずらしいけど……前ぜん例れいがないわけではないわ」

「そ、それはそうですけど……あっ、推すい薦せん人にんに幸ゆき村むら先せん輩ぱいがいるじゃないですか！　すごいっ！」

　広ひろ崎さき先せん輩ぱいは、目めを丸まるくしてる。

　生せい徒と会かい役やく員いんの間あいだにも、さらにおどろきが広ひろがってる。

　やっぱり、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは有ゆう名めい人じんみたい。

「………………まったく涼すず香かは。様よう子すを見みるだけって、言いったのに」

　ぼそりと、詩し織おり会かい長ちょうがつぶやくのが、聞きこえる。

　小ちいさい声こえだったから、たぶん、わたしにしか聞きき取とれなかったと思おもうけど。

　そういえば、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが「だれかさん」が気きにしてるって、言いってたけど、もしかして？

　そう思おもって、詩し織おり会かい長ちょうの顔かお色いろをうかがってみるけど、いつも通どおりの冷れい静せいな表ひょう情じょうで、なにを考かんがえてるかは、読よみとれない。

「でも、そうすると、中なか小こう路じ君くんとはライバルになるね」

　広ひろ崎さき先せん輩ぱいが、奥おくにいる男だん子しの先せん輩ぱいにむかって言いう。

　と。

「ライバル？　１年ねん生せいなら、お祭まつり気き分ぶんの立りっ候こう補ほでしょう。ライバルになどなりませんね」

　嫌いや味みっぽい口く調ちょうで、男だん子しの先せん輩ぱいが答こたえた。

　この先せん輩ぱいが、中なか小こう路じっていうらしい。

　さらりとした黒くろ髪かみに、目め鼻はなだちが整ととのっていて、見みた目めだけなら、かなりの美び形けいかもしれない。

　だけど！

　よく知しりもしないのに、お祭まつり気き分ぶんの立りっ候こう補ほって、どういうこと!?

　わたしは、身みを乗のり出だしかけたけど、それより先さきに実み咲さきが言いった。

「わたしは、お祭まつり気き分ぶんのつもりはありません。本ほん気きで、生せい徒と会かい長ちょうになるつもりです」

　実み咲さきが、まっすぐに、中なか小こう路じ先せん輩ぱいを見みすえて言いった。

　中なか小こう路じの目めが、腹はら立だたしそうに光ひかった。

　生せい徒と会かい室しつが、一いっ瞬しゅん、シーンと静しずまり返かえる。

　その沈ちん黙もくをやぶったのは、詩し織おり会かい長ちょうだった。

「……中なか小こう路じ君くん、言いいすぎよ。立りっ候こう補ほの権けん利りは１年ねん生せいにもあるし、生せい徒と会かい長ちょうになる可か能のう性せいは、１年ねん生せいも２年ねん生せいも変かわらない。わかっているでしょ」

「……失しつ礼れいしました」

　詩し織おり会かい長ちょうの言こと葉ばに、中なか小こう路じ先せん輩ぱいは不ふ満まんげながら、軽かるく頭あたまを下さげる。

「ごめんなさい。彼かれも今こん度どの生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほするの」

　詩し織おり会かい長ちょうが、説せつ明めいしてくれる。

　だから、「ライバル」って、さっき広ひろ崎さき先せん輩ぱいが言いったんだ。

　でも実み咲さきには、こんな失しつ礼れいなやつに、絶ぜっ対たい負まけてほしくないっ！

「立りっ候こう補ほ届とどけは受じゅ理りしました。これで正せい式しきな候こう補ほ者しゃとなります。わかっているとは思おもうけど、選せん挙きょ活かつ動どう期き間かんに入はいるまでは、演えん説ぜつなどはできないから、気きをつけて」

「はい。ありがとうございました！」

　わたしたちは頭あたまを下さげて、生せい徒と会かい室しつの外そとに出でる。

　ドアを閉しめて、少すこし歩あるきだしてから、

「「はあ～～～～～～～」」

　と、そろって大おおきく息いきを吐はいた。

　実み咲さきと顔かおを見み合あわせて、おもわず吹ふきだす。

　自じ分ぶんではわからなかったけど、わたしも実み咲さきも、ものすごく緊きん張ちょうしてたみたい。

　でも、実み咲さきが中なか小こう路じ先せん輩ぱいに、あんな風ふうに言いい返かえすなんて、思おもわなかったなぁ。

「……つい、口くちをついて出でちゃったの。わたしだけならともかく、応おう援えんしてくれてるみんなのことまで、バカにされた気きがして」

　めずらしく照てれくさそうに、実み咲さきがそっぽを向むく。

　そっか、そっか！

　わたしは、うれしかったよ。

「もう！　からかわないでよ」

　実み咲さきは、早はや足あしになって、ずんずんと先さきに行いく。

　あ、待まってってば。

　実み咲さきが、さっきの、廊ろう下かにごちゃごちゃと、物ものが置おいてあるところを、通とおりかかる。

　わたしは、追おいつこうと小こ走ばしりになりかけて、視し線せんを実み咲さきのほうに向むける。

　……ん？

　なにか、違い和わ感かん。

　すぐに、その正しょう体たいがわかった。

　実み咲さきの歩あるいていく、すぐ横よこのスチール棚だな。

　それが、ゆらりと傾かたむいていた。

　──実み咲さきに向むかって。
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「実み咲さき！」

　さけぶと同どう時じに、全ぜん速そく力りょくで走はしりだす。

「アスカ、大おおきな声こえ出だして……えっ」

　実み咲さきは、自じ分ぶんの背せより高たかい、スチール棚だなが倒たおれかかってることに、ようやく気きづく。

　でも、とつぜんのことに、体からだが動うごかないみたい。

　間まに合あえええっ！

　わたしは、床ゆかをける。

　ド─────ン！！！

　スチール棚だなが倒たおれると、同どう時じに、あたりに積つもっていたホコリが舞まいあがった。

「なにがあったの!?」

　生せい徒と会かい室しつから、飛とび出だしてきた詩し織おり会かい長ちょうが、かけよってくる。

「ぎりぎりセーフです……」

　わたしは実み咲さきをかかえて、倒たおれたスチール棚だなの先さきのスペースに、すべりこんでいた。

　あと、ほんの少すこしおそかったら、実み咲さきを直ちょく撃げきしてた。

　そうしたら、実み咲さきは、大おおケガをしてたかもしれない。

　詩し織おり会かい長ちょうは、厳きびしい目めであたりを見み回まわしてから、ホッと息いきをついた。

「無ぶ事じでなによりだったわ。あたりにはだれもいないようね。こんなに大おおきなもの、なにがきっかけで、倒たおれたのかしら……」

　詩し織おり会かい長ちょうに、手てを差さし伸のべられて、わたしと実み咲さきは立たちあがる。

　たしかに。スチール棚だなには、本ほんや書しょ類るいがたくさん、のっていた。

　あんな重おもそうな棚たなが、かんたんに倒たおれてきたりするのかな？

　ふだんなら、壁かべに固こ定ていされてたりするんだろうけど。

　ちょっと、怖こわい。

　でも、あたりにだれもいなかったのなら、偶ぐう然ぜん倒たおれたってことだよね……？

「……ありがとう、アスカ」

　立たちあがった実み咲さきが、倒たおれたスチール棚だなを見みて、身みをすくめる。

　あの下した敷じきになっていたら、と考かんがえているのかも。

「ごめんなさい、わたしたちの管かん理りが、なっていなかったわ。生せい徒と会かいから、学がっ校こうにはきちんと抗こう議ぎと、再さい発はつ防ぼう止しを求もとめておきます。……とにかく、２人ふたりが無ぶ事じでよかったわ」

　詩し織おり会かい長ちょうは、あらためてそう言いうと、本ほん当とうにほっとした顔かおをして、息いきをつく。

「いえ、詩し織おり会かい長ちょうのせいじゃないですから。よろしくお願ねがいします」

　この場ばは、詩し織おり会かい長ちょうにまかせて、わたしたちは、教きょう室しつにもどることにした。

　まだ、足あしが震ふるえてる実み咲さきを支ささえながら、歩あるいていく。

「アスカ、ほんとにありがとう。ケガなんてしたら、生せい徒と会かい長ちょう選せんどころじゃ、なくなっちゃうところだった」

　ううん。体からだが勝かっ手てに、動うごいただけだから。

　たとえ、またなにか起おきても、わたしが助たすけるから、大だい丈じょう夫ぶだよ。

「そんなに何なん回かいも、こんな事じ故こが起おきたりしたら困こまるよ」

　実み咲さきが笑わらって、肩かたをすくめる。

　それもそうか。

　レッドをしてる、わたしならともかく、実み咲さきが危き険けんな目めにあうことなんて、そうそうあるわけないし。

　とにかく、ぶじに立りっ候こう補ほ届とどけも出だせたし、いよいよ選せん挙きょ活かつ動どうだね！







　　　　６　狙ねらわれた実み咲さき？




　次つぎの日ひの放ほう課か後ご。

　教きょう室しつで、わたしたちは、生せい徒と会かい長ちょう選せん挙きょにむけた作さく戦せん会かい議ぎをしていた。

　選せん挙きょ活かつ動どうをしていいのは、投とう票ひょう日び前ぜん日じつまでの１週しゅう間かん。

　始はじまるまでに、あと、３みっ日かしかないんだよね。

　それまでにやることが、いっぱいあるんだ。

　たとえば、「公こう約やく」っていって、「生せい徒と会かい長ちょうになったらこれをします」と、みんなに約やく束そくする内ない容ようを決きめたり。

　選せん挙きょポスターを作つくったり、演えん説ぜつの内ない容ようも決きめないといけないし。

　……まあ、そういうのはみんな、実み咲さきが理り央お先せん輩ぱいから聞きいてきたことなんだけどね。

「ポスターはどう？」

　わたしは、作さ業ぎょうしている優ゆ月づきの机つくえをのぞきこむ。

「進すすんでるよ、アスカちゃん」

　机つくえの上うえには、優ゆ月づきが大おおきめの白しろい紙かみに、ポスターのデザインを描かいてる。

　実じっ際さいに、学がっ校こうのあちこちに貼はるポスターは、これをもとに、パソコンで作つくるんだって。

　実み咲さきの写しゃ真しんと「氷ひ室むろ実み咲さき」っていう名な前まえが、太ふとい字じで書かかれてるデザイン。そのまわりに、カラフルな文も字じがたくさん散ちらばっている。

「やっぱり、みんなからのコメントを入いれたの、いいね」

「そう思おもう？」

　優ゆ月づきは、ちょっと不ふ安あんそうに、わたしを見みる。

　ポスターには、候こう補ほ者しゃ自じ身しんのコメントを大おおきくのせるのが、ふつうらしいんだけど、実み咲さきのポスターはちがう。

　クラスのみんなからもらったコメントを、いろんな色いろで、寄よせ書がき風ふうにのせてるんだ。

　これは、優ゆ月づきのアイデア。

　理り央お先せん輩ぱいから、実み咲さきが言いわれたらしいんだよね。

　ふつうのポスターじゃ、１年ねん生せいの候こう補ほ者しゃに注ちゅう目もくしてもらうのは難むずかしいから、なにか特とく別べつなことを考かんがえてみるようにって。

「すごくいい感かんじになりそう。優ゆ月づきがアイデア出だしてくれなかったら、今いまでもポスターで悩なやんでたと思おもうし」

　実み咲さきもやってきて、優ゆ月づきに笑え顔がおを向むける。

「ありがとう、実み咲さきちゃん。わたしもなにか、選せん挙きょの役やくに立たちたいなぁ、と思おもってたから」

　そう言いってポスター描がきにもどった優ゆ月づきから、わたしと実み咲さきは、そっとはなれる。

「演えん説ぜつの準じゅん備びは、順じゅん調ちょう？」

　わたしは実み咲さきにきく。

　水み夏なつと２人ふたりで、選せん挙きょ演えん説ぜつの準じゅん備びをしてるんだ。

　演えん説ぜつは、選せん挙きょ活かつ動どう期き間かん中ちゅうの休やすみ時じ間かんや放ほう課か後ごに、中なか庭にわや校こう門もん前まえなどで、候こう補ほ者しゃが生せい徒とに向むけて、自じ分ぶんの考かんがえを話はなすこと。

　理り央お先せん輩ぱいの話はなしだと、それが一いち番ばんのアピールポイントらしい。

　つまり、失しっ敗ぱいできないってこと。

「うん。なにを訴うったえたいかは考かんがえてきたんだけど、どうしゃべればいいか、難むずかしいなと思おもってたから。水み夏なつが聞ききとりやすい話はなし方かたとか、注ちゅう目もくを集あつめる身みぶりのつけ方かたを教おしえてくれるから、助たすかってる」

　そっか。

　水み夏なつなら、演えん劇げき部ぶで学まなんだ技ぎ術じゅつとか、教おしえられるもんね。

　もともと、クラス委い員いん長ちょうだから、実み咲さきの声こえはよく通とおるほうだけど、水み夏なつによると、「内ない容ようがもっと伝つたわる」「聞ききたいと思おもわれる」声こえっていうのがあるらしい。

　そんなわけで、みんな選せん挙きょに向むけて、がんばってるんだよね。
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　で、わたしはなにをしてるかって？

　力ちから仕し事ごとや買かい出だしとか、みんなのサポートが中ちゅう心しん！

　……考かんがえてみたら、わたしが選せん挙きょで手て伝つだえることって、あんまり多おおくなかったんだよね。

　優ゆ月づきみたいに、ポスターのデザインはできないし。

　演えん劇げきの技ぎ術じゅつなら水み夏なつのほうが、うまく教おしえられるし。

　どんな生せい徒と会かい長ちょうになるべきか？　とかは、わたしよりずっと理り央お先せん輩ぱいやみんなのほうが、得とく意いだと思おもうし。

　だけど、もちろん、落おちこんだりはしてないよ。

　地じ味みなサポートだって、手て伝つだいの一いち部ぶだもんね！

「あ、そろそろ部ぶ活かつに行いかなきゃ」

　水み夏なつが教きょう室しつの時と計けいを見みて、立たちあがる。

「ごめんなさい、わたしも」

　優ゆ月づきも立たちあがって、片かたづけを始はじめる。

　２人ふたりとも、選せん挙きょの手て伝つだいをするから、部ぶ活かつには遅おくれて出でる許きょ可かをもらってる。

　それでも、やっぱり手て伝つだってもらえる時じ間かんは、限かぎられてる。

「２人ふたりとも、ありがとう。続つづきは明日あしたね」

　カバンを持もって、教きょう室しつを出でていく２人ふたりに、実み咲さきが声こえをかける。

　２人ふたりは手てをふって、廊ろう下かの先さきに姿すがたを消けす。

「さ～て。ここから、２人ふたりでやろっか」

　実み咲さきがふり返かえって、腕うでまくりする。

　最さい終しゅう下げ校こう時じ刻こくまで、あと１時じ間かんはある。

　ギリギリまで、２人ふたりでやれる準じゅん備びはやっておかないとね！







「もう外そと、真まっ暗くら」

　実み咲さきの声こえに顔かおを上あげると、教きょう室しつの窓まどの外そとが、いつの間まにか真まっ暗くらになってる。

　最さい終しゅう下げ校こう時じ刻こくもそろそろだ。

「わたしたちも、帰かえろうか」

「そうだね」

　実み咲さきの言こと葉ばにうなずいて、わたしたちは広ひろげてあった、選せん挙きょ用ようの資し料りょうやノートを片かたづけて立たち上あがった。

　ほかに教きょう室しつに残のこってる生せい徒ともいないから、電でん気きを消けして、そのまま、下げ駄た箱ばこに向むかう。

　２階かいから１階かいに、階かい段だんを下おりたところで、英えい語ごの高たか橋はし先せん生せいと、ばったり会あった。

「紅こう月づきさん、ちょうどよかった。少すこし時じ間かんある？」

　高たか橋はし先せん生せいは、30代だい前ぜん半はんの女おんなの先せん生せいで、英えい語ごが苦にが手てなわたしにも、やさしく教おしえてくれるんだよね。

　でも、なんの用よう事じだろう？

「実み咲さきは先さきに行いってて」

「うん。校こう舎しゃを出でたところで待まってるから」

　実み咲さきがそう言いって、歩あるき出だす。

　わたしは高たか橋はし先せん生せいに、向むきなおる。

「ごめんねさいね。急きゅうに呼よびとめて。じつは、このあいだの英えい語ごの小しょうテストなんだけれど……」

　うっ。

　そういえば、この前まえの授じゅ業ぎょうで、小しょうテストがあったんだよね。

　ま、また点てん数すうが悪わるかったとか？

「そんな顔かおしないの。……よくできていたわよ。今いままでの小しょうテストで、一いち番ばんいい点てんだったわ」

　ええっ、ほんとですか!?

　わたしが、勉べん強きょうでほめられるなんて、人じん生せいはじめてじゃない!?

　……ケイがいたら、よけいなひと言ことを言いってきそうだけど。

「それを伝つたえたかったの。次つぎの小しょうテストも、がんばってね」

「は～い！」

　わたしは、高たか橋はし先せん生せいにあいさつをして、軽かるい足あしどりで下げ駄た箱ばこに向むかう。

　クツにはき替かえて、外そとに出でたところで、実み咲さきの姿すがたを探さがして、キョロキョロと見みまわす。

　と、近ちかくの花か壇だんのそばに立たっているのが見みえた。

「実み咲さき、お待またせ～！」

　声こえをかけると、実み咲さきがわたしに気きづいて振ふり返かえった。

「あ、アスカ。早はやかったね」

　……ん？

　視し界かいのはしに、なにか見みえた気きがして、ふと、視し線せんを上あげる。

　レッドの仕し事ごとのおかげで、夜よ目めはきく。

　って、あれ!?

　実み咲さきに向むかって、まっすぐに植うえ木き鉢ばちが落おちていく!?

　考かんがえるより先さきに、わたしは実み咲さきに向むかって、全ぜん速そく力りょく！

　昼ひる間まのスチール棚だなのときみたいに、声こえをかけてる時じ間かんはない。

　実み咲さきは、わたしがものすごい勢いきおいで、走はしってくることにおどろいた顔かおをしてる。

「アスカ!?」

　ギリギリのところで。

　伸のばした手てで、美み咲さきを突つき飛とばした、わたしの腕うでのすぐそばを、植うえ木き鉢ばちがシュッ！　と通とおりすぎた。

　ガシャン！

　次つぎの瞬しゅん間かん、植うえ木き鉢ばちの割われる音おとが、静しずかな学がっ校こう内ないに響ひびいて。

「……痛つっ」

　ちくっと、足あし首くびに痛いたみが走はしって、見みると、植うえ木き鉢ばちの破は片へんが飛とんできたみたい。

　血ちのにじんだ筋すじ状じょうの傷きずになってる。

「う、植うえ木き鉢ばち？」

　突つき飛とばされて体たい勢せいをくずした実み咲さきが、とまどい顔がおで、わたしを見みる。

「そう、実み咲さきに向むかって落おちてくるのが見みえたから……。なんとか間まに合あって、よかったぁ」

　植うえ木き鉢ばちはけっこう大おおきくて、わたしたちの頭あたまくらいはあった。

　地じ面めんに叩たたきつけられた勢いきおいで、粉こな々ごなに中なか身みをばらまいている。

　もしもこれが、実み咲さきの頭あたまとかに当あたってたら……。

　わたしは、ぞっとして体からだを震ふるわせた。

「あ、ありがとう。また助たすけられちゃったね」

　実み咲さきも顔かおをこわばらせている。

　わたしは上うえを見みた。

　夜よ目めがきくといっても、さすがに上うえの細こまかい様よう子すまでは、わからない。

　偶ぐう然ぜん、落おちてきた？

　それとも……。

　昼ひる間まの、スチール棚だなのこともある。

　スチール棚だなのときは、偶ぐう然ぜんだと思おもったけど、１日にちに二に度ども危あぶない目めにあうなんて、なにかおかしくない？

「おい、君きみたち。なにがあった!?」

　校こう舎しゃから、先せん生せいらしき人ひとが走はしってやってくる。

　見みかけたことがない顔かおの、若わかい男おとこの先せん生せいだった。

「え～と。急きゅうに植うえ木き鉢ばちが落おちてきて……」

　実み咲さきが答こたえる。

「植うえ木き鉢ばち!?　ケガはないのかい？」

「はい。大だい丈じょう夫ぶです」

　まあ、破は片へんで少すこし切きったくらいだから、かえって絆ばん創そう膏こうを貼はればすぐ治なおるよ。

「あの～、先せん生せいって……？」

　わたしが、怪け訝げんそうに見みると、男おとこの先せん生せいは「ああ」と言いってうなずく。

「ぼくは、ケガをした小こ林ばやし先せん生せいのかわりに、先せん週しゅうから臨りん時じで数すう学がくを教おしえにきた、広ひろ田たです。１年ねん生せいは受うけ持もっていないから、ぼくのことは、知しらなくて当とう然ぜんだね」

　臨りん時じの先せん生せいかぁ。

　それなら、見みたことないのも納なっ得とく。

「それにしても、植うえ木き鉢ばちか。どこかの教きょう室しつの窓まどが開あいていたのかな。ほかの先せん生せい方がたにも報ほう告こくして、調しらべておくようにするよ」

「はい。わかりました」

「それじゃあ、失しつ礼れいします」

　実み咲さきとわたしは答こたえて、校こう門もんに向むかって、歩あるき出だす。

「……なんか今日きょうは、危あぶない目めにあってばっかりだったなぁ」

　実み咲さきがめずらしく、ぼやくように言いった。

　そうなんだよね……。

　偶ぐう然ぜんにはしては、やっぱりちょっと変へん。

　明日あした、植うえ木き鉢ばちのあった教きょう室しつを、調しらべてみよう。

　実み咲さきがだれかに狙ねらわれるなんてこと、ないと思おもうけど。

　なにかわかるかもしれないし。







　　　　７　ケイの現げん場ば検けん証しょう




　次つぎの日ひの昼ひる休やすみ。

　わたしは、ケイを引ひっぱって、音おん楽がく室しつに向むかっていた。

　なんで音おん楽がく室しつかって？

　植うえ木き鉢ばちが落おちたのが、音おん楽がく室しつだったって聞きいたから。

　今け朝さ、先せん生せいに植うえ木き鉢ばちが落おちてきたときのことを、きかれたときに、教おしえてもらったんだ。

「……なぜ、ぼくまで」

　ケイは読どく書しょを邪じゃ魔まされて、不ふ満まんそうな顔かおをしてる。

　なぜって。

　選せん挙きょの手て伝つだいも、あんまりしないんだし、こういうときぐらい、役やくに立たってよね！

　もちろん、ケイには、昨日きのうの実み咲さきのことは話はなしてある。

　２回かいも危あぶない目めにあった、と言いうと、さすがにケイも、少すこしだけ表ひょう情じょうを変かえたけど、それも一いっ瞬しゅん。

　調しらべておく、とは言いってくれたけど、今日きょうになっても、花か壇だんにも、現げん場ばの音おん楽がく室しつにも行いこうとする様よう子すが、ぜんぜんないんだもん。

　だから、我が慢まんできなくなって、引ひっぱってきたってわけ。

　音おん楽がく室しつの前まえで、ドアの小こ窓まどから中なかをのぞいてみる。

　部へ屋やの奥おくに、グランドピアノが置おいてあり、弾ひいてる女じょ子しの先せん輩ぱいがいる。

　わずかに、もれ聞きこえてくるメロディは、なめらかで、すごくキレイ。

　どこかで聴きいたことがある気きもするけど、曲きょく名めいはぜんぜんわからない。

　邪じゃ魔ましちゃうかな……。

　でも、音おん楽がく室しつをよく使つかう人ひとなら、なにか知しってるかもしれないし。

　心こころを決きめて、ドアをノックする。

　ピアノの音おとで聞きこえないかな、と思おもったけど、女じょ子しの先せん輩ぱいはすぐに気きづいて、手てを止とめて、顔かおを上あげた。

　わたしは、ドアを開あける。

「なにか用ようかしら？」

　女じょ子しの先せん輩ぱいは、怪け訝げんそうにきいてくる。

　先せん輩ぱいは、眼鏡めがねをかけて、長ながい黒くろ髪かみを、うしろで２つに結むすんでる。

「おじゃまして、すみません。昨日きのうの夕ゆう方がた、ここの窓まどから、植うえ木き鉢ばちが落おちてきたんですけど、なにか知しってますか？」

　わたしがきくと、先せん輩ぱいは少すこし考かんがえる顔かおをしてから、「ああ」とうなずいた。

「その窓まどの外そとのところに、植うえ木き鉢ばちがおいてあったのよ。それが落おちたのかしら。今いまは、先せん生せいがすべて片かたづけてしまったみたいだけど。……でも、なんでそんなことを？」

　怪あやしむように、先せん輩ぱいがわたしを見みる。

　うっ……。

　変へんな１年ねん生せいって、思おもわれてるかも。

　ケイをちらりと見みたけど、植うえ木き鉢ばちがおいてあったという、窓まどのほうをぼんやりと見みてるだけ。

　フォローしてくれるつもりは、なさそう。

　なら、下手へたにウソなんて、つかないほうがいいよね。

「じつは、植うえ木き鉢ばちが落おちてきたとき、わたし、下したにいたんです」

「えっ！　大だい丈じょう夫ぶ……だったのよね。ケガはなさそうだし」

　おどろいた顔かおをした先せん輩ぱいが、わたしを上うえから下したに見みて、言いった。

「はい。ただ、どうして落おちてきたのか、気きになっちゃって……」

　わざと落おとされたんじゃないか、とは言いわないほうがいいよね。

　まだ、なにもわかってないし。

「そうよね。そんな危あぶない目めにあったら、気きになるのは当とう然ぜんね。でも、わたしもそこに植うえ木き鉢ばちがならんでいたことしか、知しらないの。だれか見みていた人ひとはいないの？」

　最さい終しゅう下げ校こう時じ刻こくギリギリで、特とくに昨日きのうは、残のこっていた生せい徒とも少すくなかった。

　わたしたちも、だれにも会あわなかったしね。

　先せん生せいの話はなしでは、その時じ間かん、音おん楽がく室しつを使つかってる生せい徒ともいなかったし、この音おん楽がく室しつの近ちかくにいた生せい徒とも、今いまのところ見みつかってないみたい。

　つまり、目もく撃げき者しゃゼロ。

　わたしは、植うえ木き鉢ばちが置おいてあったという、窓まどに近ちかづいてみる。

　植うえ木き鉢ばちが置おいてあったのは、窓まどの外そとにある、コンクリートでできた狭せまいでっぱりのスペース。

　50センチぐらいしか、幅はばはない。

　ただ、コンクリートのでっぱりのフチは、10センチぐらい壁かべ状じょうになっている。

　ここから、植うえ木き鉢ばちがひとりでに落おちるなんてこと、ありえるのかな？　もし、滑すべったとしても、このフチにぶつかりそうな気きがするけど……。

　う～ん……。

　試ためしてみるわけにはいかないし、これ以い上じょう、わたしにはわかりそうにない。

　ふと、ケイを見みると、窓まどの外そとから先せん輩ぱいのほうに、視し線せんを向むけたところだった。

「……植うえ木き鉢ばちを片かたづけた先せん生せいがだれだったか、知しっていますか？」
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　ケイが、とつぜん、先せん輩ぱいに質しつ問もんする。

「えっ、あ……そうね……先せん生せいだったのはたしかだけど、名な前まえまでは知しらないわ。習ならったことのない先せん生せいだったし」

　驚おどろいた顔かおで、先せん輩ぱいが答こたえてくれる。

　ケイ……。

　ずーっと無む言ごんだったかと思おもったら、とつぜん質しつ問もんって……。

　先せん輩ぱいだってびっくりするに、決きまってるでしょ！

　ケイをにらみつけるけど、ぜんぜん気きにしてない。

「もういいだろう」

　ケイはそう言いうと、スタスタと歩あるいて、音おん楽がく室しつを出でていってしまう。

　ちょ……ケイっ！

　まったく、勝かっ手てなんだから！

「ごめんなさい。いとこなんですけど、ちょっと変かわり者もので……」

「ああ、そうなの……。大だい丈じょう夫ぶ、気きにしてないわ。ちょっとびっくりしたけど」

　先せん輩ぱいは、やさしく笑わらい返かえしてくれる。

　わたしは、ほっと息いきをついて、あいさつをして、音おん楽がく室しつを出でた。

　ケイの姿すがたは、もうどこにもない。

　植うえ木き鉢ばちを片かたづけた先せん生せいのことなんてきいて、なんの意い味みがあったんだろう？

　気きになったけど、教おしえてくれるつもりは、なさそうだもんなぁ。

　それに、植うえ木き鉢ばちがあった場ば所しょ。

　植うえ木き鉢ばちが、絶ぜっ対たいにすべり落おちないとは、言いい切きれない。

　だれかが、わざと落おとしたかも……なんて考かんがえてたけど……実み咲さきはふつうの中ちゅう学がく生せいなんだし。

　だれかに狙ねらわれるなんて、ありえないよね。

　わたしの気きにしすぎだったかな。

　ケイは、なにも言いわなかったし。

　だったらわたしは、実み咲さきの選せん挙きょの応おう援えんに、集しゅう中ちゅうしなくっちゃ！







　　　　８　身みのほど知しらず!?




　土ど曜よう日びの放ほう課か後ご。

　今日きょうは、授じゅ業ぎょうは午ご前ぜん中ちゅうだけだから、午ご後ごは目めいっぱい、選せん挙きょの準じゅん備びに使つかえる。

　月げつ曜よう日びからは、いよいよ選せん挙きょ活かつ動どう開かい始しだもんね！

　月げつ曜よう日びからはポスター貼はったり、演えん説ぜつも始はじめられる。

　そう思おもうと、ワクワクしてくるっ！

「ポスター刷すり上あがったよ！」

　優ゆ月づきと実み咲さきが、教きょう室しつに飛とびこんでくる。

　優ゆ月づきの手てに、丸まるめられたポスターがある。

　家いえで優ゆ月づきがデザインしたデータを、学がっ校こうのパソコンとプリンターを使つかって、印いん刷さつしてくるって言いって、出でていってたんだよね。

「見みせて、見みせて！」

　わたしと水み夏なつは、作さ業ぎょうの手てを止とめて、優ゆ月づきと実み咲さきのところに集あつまる。

「実み咲さきちゃん、はい」

　優ゆ月づきがポスターを差さし出だしたけど、実み咲さきは首くびを横よこにふった。

「それは優ゆ月づきがつくってくれたものだから、優ゆ月づきがみんなに発はっ表ぴょうしてよ」

「いいの？」

「もちろん」

　実み咲さきが笑わらいかけると、優ゆ月づきがうなずいた。

　巻まかれていたポスターを、ゆっくりと開ひらいていく。

「うわぁ……すごいっ！」

「ほんとに……。プロがつくったポスターみたい」

　わたしと水み夏なつは、そろって声こえを上あげる。

　実み咲さきの写しゃ真しんと名な前まえが中ちゅう央おうにあって、そのまわりや下したに、わたしたちや、クラスのみんな、応おう援えんしてくれる人ひとから集あつめた、短みじかいコメントをちりばめてある。

　コメントを載のせたのは、まだ１年ねん生せいで、上じょう級きゅう生せいにはあまり知しられてない実み咲さきのことを、少すこしでも知しってもらうため。

　ふつうなら、こんなに字じがあったら、ゴチャゴチャして、見みづらくなっちゃうと思おもうんだけど、このポスターは、ちっともそんなことない。

　優ゆ月づきは、字じの大おおきさや向むき、色いろを何なん度ども考かんがえて、コメントがキレイなデザインに、見みえるようにしてあるんだ。

「よかったぁ……」

　優ゆ月づきは、大おおきく息いきをつく。

　選せん挙きょポスターって、候こう補ほ者しゃのイメージを決きめるものだから、責せき任にん重じゅう大だいだって。

　デザインしながら、ずっと不ふ安あんそうだったもんね、優ゆ月づき。

　それでも、こんなすごいポスターを、つくっちゃうんだから、やっぱりすごい。

「あらためて、お礼れいを言いわせて。本ほん当とうにありがとう、優ゆ月づき」

　実み咲さきが、優ゆ月づきを見みて言いった。

「ううん。わたしこそ、こんな大だい事じなことをまかせてくれて、ありがとう」

「優ゆ月づきだから、まかせられるんだよ」

　人ひとに、大たい切せつな仕し事ごとをまかせるのって、難むずかしいことなのに。

　それが、さらっとできるのは、実み咲さきのすごいところだと思おもうんだけど、本ほん人にんはあんまりわかってないみたい。

「それじゃあ、こっちの報ほう告こくもいい？」

　水み夏なつが、レポート用よう紙しを取とり出だして言いった。

　実み咲さきの顔かおつきが、すぐに真しん剣けんなものに変かわる。

「いいよ。演えん説ぜつの内ない容ようだね」

「そう。公こう約やくは箇か条じょう書がきにしてまとめたけど、それだけだと、実み咲さきの伝つたえたいことが伝つたわりきらないと思おもうんだよね。『折おり原はら会かい長ちょうの意い志しを継つぐ』っていうのは、ほとんどの候こう補ほ者しゃが、訴うったえることだと思おもうし」

「そうだね……」

　実み咲さきは考かんがえこむ顔かおになる。

　詩し織おり会かい長ちょうの仕し事ごとを継つぎたい。

　実み咲さきは最さい初しょにそう言いったけど、詩し織おり会かい長ちょうは、圧あっ倒とう的てきな支し持じを受うけてるんだもん、反はん対たい意い見けんを主しゅ張ちょうして選せん挙きょ活かつ動どうをしてくる候こう補ほ者しゃは、あまり考かんがえられない。

　だから、それ以い上じょうのなにかがなきゃいけない。

　理り央お先せん輩ぱいに、そう言いわれたんだって。

「だから、実み咲さきがやりたいことで、ほかの候こう補ほ者しゃとの違ちがいがハッキリ出でてる、『１年ねん生せいにも意い見けんが言いいやすい委い員いん会かいづくり』と、『高こう等とう部ぶとの交こう流りゅう企き画かく』っていうところを、強つよく主しゅ張ちょうしたほうがいいと思おもうんだよね」

　実み咲さきが考かんがえた「詩し織おり会かい長ちょうがやったこと以い上じょうのなにか」っていうのがこの２つ。

　クラス委い員いん長ちょうとして、委い員いん会かいに出しゅっ席せきしていて、１年ねん生せいがどうしても、先せん輩ぱいたちに気きおくれして、意い見けんを言いえてないことに、気きづいたんだって。

　もちろん、言いいにくくしてるつもりは、先せん輩ぱいたちにはないんだろうけど、下か級きゅう生せいが気きおくれしちゃうのは、わかる気きがする。

　もう１つは、「高こう等とう部ぶとの交こう流りゅう企き画かく」。

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいにさそわれて、怪かい盗とう部ぶに通かよってるけど、ほとんどの生せい徒とは、あまり高こう等とう部ぶの校こう舎しゃに、入はいることがない。

　中ちゅう等とう部ぶと高こう等とう部ぶは、校こう舎しゃがわかれてるから、すぐとなりにあるのに、意い外がいといっしょになにかをやる機き会かいがないんだよね。

　でも、それってもったいない。

　高こう等とう部ぶには、おもしろい先せん輩ぱいもたくさんいるし、部ぶ活かつも色いろ々いろあるみたいだし。

　なにか、いっしょにできることはないのかな？　って。

　わたしたちは、この実み咲さきの公こう約やくに、大だい賛さん成せいしたんだ。

　理り央お先せん輩ぱいが始はじめて、詩し織おり会かい長ちょうの代だいまで受うけ継つがれてる「生せい徒との自じ主しゅ性せいを重おもんじる、自じ由ゆうな学がく園えん」っていう精せい神しんを、引ひき継ついでさらに広ひろげることに、なると思おもうしね。

「『１年ねん生せいにも意い見けんが言いいやすい委い員いん会かいづくり』は、１年ねん生せいの実み咲さきが言いうからこそ説せっ得とく力りょくがあるんだし。考かんがえてるうちに、１年ねん生せいであることがハンデなんじゃなくて、アピールできる魅み力りょくなんだって、思おもったんだよね。……それで、まとめてみたのが、これ」

　水み夏なつはそう言いって、レポート用よう紙しを実み咲さきにわたす。

　用よう紙しには、文ぶん章しょうがずらりと書かかれている。

「すごい！　演えん説ぜつ内ない容よう、まとめてくれたの？」

「考かんがえてたら、セリフみたいにどんどん思おもい浮うかんじゃって……。これは書かいた方ほうが早はやいかなと、思おもったから」

　水み夏なつは、そっぽを向むいて、照てれくさそうに答こたえる。

　さっき、実み咲さきたちがもどってくるまで、すっごい真しん剣けんな顔かおで、レポート用よう紙しに向むかってたもんね。

「……なによ？」

　わたしの視し線せんに気きづいた水み夏なつが、ジロリと見み返かえしてくる。

「なんでもないって。じゃあ、それコピーしてくるよ。みんなで、読よんだほうがいいし」

「それなら、わたしも行いくよ。コピー機きの使し用ようは、立りっ候こう補ほ者しゃがいないとできないし」

　実み咲さきが言いって、いっしょに教きょう室しつを出でる。

　コピー機きは、２階かいの職しょく員いん室しつの奥おくにある。

　ふだんは、許きょ可かをとらないと使つかえないけど、生せい徒と会かい長ちょう選せん挙きょに立りっ候こう補ほしてる人ひとは、自じ由ゆうに使つかえることになってる。

　とはいっても、さっき実み咲さきが言いったみたいに、立りっ候こう補ほ者しゃがいないと使つかえないから、自じ由ゆうってほどでもないんだけどね。

　階かい段だんをのぼって、２階かいに上あがる。

　──と、ちょうど、廊ろう下かの奥おくから、中なか小こう路じ先せん輩ぱい……生せい徒と会かい室しつで会あった、会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほしてるっていう、あの先せん輩ぱいが歩あるいてくるところだった。

　胸むねを張はって歩あるく中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、うしろに男だん女じょの生せい徒とを連つれていた。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいの少すこしうしろを歩あるいているから、「引ひき連つれてる」みたいに見みえる。

　なんだか、イヤな感かんじ。

「中なか小こう路じ先せん輩ぱい、こんにちは」

　実み咲さきが、あいさつする。

「……ああ、だれかと思おもったら、生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほした、身みのほど知しらずの１年ねん生せいか」

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、冷つめたい目めで実み咲さきとわたしを、見みる。

　むぅ!?

　なにその、バカにした言いい方かた！
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「アスカ」

　実み咲さきが首くびを小ちいさく横よこにふる。

　わかってる。

　こんなところで、ケンカしたら、実み咲さきに迷めい惑わくがかかるもん。

「身みのほど知しらずかどうかは、やってみないとわかりません」

　実み咲さきが、言いい返かえす。

「会かい長ちょうもそんなことを言いっていたが、この世よの中なかには、やる前まえから結けっ果かが予よ想そうできることのほうが、多おおいんだよ。まあ、１年ねん生せいのチビにはわからないかもしれないけどね」

　言いいたいことだけ言いって、中なか小こう路じ先せん輩ぱいは階かい段だんを上のぼっていってしまった。

　なっ、なにあれ!?

　１年ねん生せいのことを、完かん全ぜんに見み下くだしてる。

　あんな人ひとが、生せい徒と会かい長ちょうになるっていうわけ!?

「ほら、アスカ。顔かおが怖こわいよ。わたしたちは、わたしたちのできることをする。でしょ？」

　実み咲さきに言いわれて、わたしはそっと息いきを吐はく。

　うん、そうだよね！

　怒おこって、ペースを乱みだしたりなんて、してやらないんだから。







「あ、もどってきたね」

　コピーをとって、わたしと実み咲さきが教きょう室しつにもどると、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがいた。

「差さし入いれを持もって来きたのよ。せっかく推すい薦せん人にんになったのに、あまり手て伝つだえてないから」

「いえ、十じゅう分ぶんです！　部ぶ長ちょうは演えん劇げき部ぶもあって、いそがしいんですから」

　水み夏なつがハッキリと言いう。

　あはは……。

　水み夏なつってば、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのことになると、あいかわらずなんだから。

「差さし入いれ、ありがとうございます。いただきます」

　実み咲さきは言いって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが差さし出だした、お茶ちゃのペットボトルを受うけ取とる。

　差さし入いれは、飲のみ物ものとお菓か子し。

　お菓か子しといっても、学がっ校こうの食しょく堂どうで売うってる、自し然ぜん食しょく品ひんの野や菜さいチップスなんだけどね。

　食しょく堂どうで売うってるお菓か子しに限かぎっては、校こう内ないでも食たべていいことになってるんだ。

　しかも、かなりおいしいんだよね、これ。

　いつも、すぐに売うり切きれちゃうんだから。

「これ、よく買かえましたね。すぐ売うり切きれちゃうから、なかなか食たべられないのに」

「差さし入いれするつもりで、これだけ早はやめに買かっておいたから」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、そこまでしてくれるなんて……。

　水み夏なつをちらりと見みると、感かん動どうして、目めをキラキラさせてる。

「それで、なにかあったの、２人ふたりとも」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしと実み咲さきを見みて、きいてくる。

　えっ……？

　わたしと実み咲さきは、顔かおを見み合あわせる。

　なにも言いってないし、そんなそぶりも表ひょう情じょうも、したつもりはないんですけど……。

「表ひょう情じょうをつくることばかり、考かんがえてるからかなぁ。いつもと雰ふん囲い気きの違ちがう表ひょう情じょうって、なんとなくわかっちゃうんだよね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、そう言いうと、「それでなにがあったの？」と目めで、もう一いち度どきいてくる。

「じつは……」

　実み咲さきが、さっき中なか小こう路じ先せん輩ぱいに会あったことと、そのとき言いわれたことを説せつ明めいする。

「なにその先せん輩ぱい！　そんな人ひとが、生せい徒と会かい長ちょう選せんに出でてるの？」

　水み夏なつが話はなしを聞きくなり、立たちあがって、怒おこりだす。

　優ゆ月づきも、悲かなしそうな顔かおをしてる。

「中なか小こう路じね……。そういえば、詩し織おりから聞きいたことがあったわ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ため息いきまじりに言いう。

　詩し織おり会かい長ちょうがなんて？

「優ゆう秀しゅうだけど、少すこし性せい格かくに難なんがある生せい徒と会かい役やく員いんがいるってね。それが、中なか小こう路じっていう２年ねん生せいのことなんだと思おもう」

　少すこしどころじゃないですよ、あの性せい格かくは。

「そうみたいね。でも、詩し織おりが優ゆう秀しゅうと言いうからには、かなりできるはずよ」

　優ゆう秀しゅう……たしかにそうなのかも。

　生せい徒と会かい役やく員いんだし。

「たぶん、中なか小こう路じ先せん輩ぱいが生せい徒と会かい長ちょう選せんの、一いち番ばんの有ゆう力りょく候こう補ほなのは間ま違ちがいないと思おもう」

　実み咲さきが言いう。

「そうね。１年ねん間かん、詩し織おりの下もとで働はたらいてきたってことで、実じっ績せきは十じゅう分ぶん。２年ねん生せいだし、詩し織おりも認みとめる優ゆう秀しゅうさ。性せい格かくなんて、直ちょく接せつ話はなしてみないとわからないことだし、……まあ、最さい有ゆう力りょく候こう補ほでしょうね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいも、うなずく。

　そんなぁ……あんなひどいこと言いう人ひとが、最さい有ゆう力りょく候こう補ほ？

　そんなの絶ぜっ対たいに、ありえない！

　でも……。

　わたしたちは、シーンとだまりこんでしまう。

　それを見みた幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ポンッと実み咲さきの肩かたに手てを置おく。

　実み咲さきが顔かおを上あげて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいを見みた。

「なにを心しん配ぱいしてるわけ？　本ほん気きで生せい徒と会かい長ちょうになるって思おもって、立りっ候こう補ほしたんでしょ？　わたしは最さい初しょから、あなたなら、生せい徒と会かい長ちょうをやれるって、思おもってるから、推すい薦せん人にんになったんだし。これでも、人ひとの見みる目めはあるつもりなんだけど」

　自じ信しんたっぷりに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがつげる。

「……そうですね。推すい薦せん人にんになってくれた、みんなのためにも、応おう援えんしてくれるみんなのためにも、わたしが縮ちぢこまってる場ば合あいじゃないですよね」

　実み咲さきが、大おおきくうなずく。

「わたし、がんばるから、みんなも……」

　実み咲さきが、わたし、水み夏なつ、優ゆ月づき、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの顔かおを順じゅんに見みる。

「もちろん、がんばるに決きまってるでしょ」

「他ほかに、なにができるかわからないけど、手て伝つだえることを、目めいっぱいがんばるよ」

　水み夏なつと優ゆ月づきが、答こたえる。

　実み咲さきが、わたしを見みて、わたしは笑え顔がおでうなずいた。

　当とう然ぜん！

　わたしが、一いち番ばん実み咲さきを応おう援えんしてるんだからね！

　な～んでも、言いってよ！

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいになんて、負まけてられないっ！

　その気き持もちは、みんないっしょなんだからさ！







　　　　９　思おもいがけない忠ちゅう告こく




　学がっ校こうでの選せん挙きょ準じゅん備びを終おえて、夕ゆう方がた。

　わたしは、家いえに帰かえるために商しょう店てん街がいを歩あるいていた。

　思おもったより早はやく終おわって、時じ間かんは４時じをまわったところ。

　夕ゆう日ひが、空そらをオレンジ色いろに染そめてて、キレイだなーと伸のびをした瞬しゅん間かん。

「グッドタイミング！　アスカ、いいところにきたわね！」

　……へ？

　とつぜん、うしろから名な前まえを呼よばれて、びっくりして、ふり返かえる。

　そこに立たっていたのは、わたしのよ～く知しってる人ひとだった。

　ウェービーヘアーのロングの髪かみに、１７０センチぐらいの、女じょ性せいにしては高たかめの身しん長ちょう。

　すらりとした体たい形けいに、あわい緑みどり色いろに、白しろい雪ゆきの結けっ晶しょうがデザインされた、コートを着きてる。

「美み華か子こさん!?」

　どうしてここに？

　っていうか、いつ日にっ本ぽんに帰かえってきてたんですか？

　美み華か子こさんは、わたしたちの叔母おばさん。

　お父とうさんたちの妹いもうとなんだよね。

　しかも、初しょ代だい怪かい盗とうレッドの１人ひとりでもある。

　夏なつに、はじめて会あってから、また海かい外がいでの仕し事ごとにもどってたはずなんだけど……。

「少すこし前まえよ」

　そう答こたえる美み華か子こさんのうしろに、なぜかケイがいる。

　ほかの人ひとにはわからないくらい、わずかに不ふ満まんげな顔かおをしてる。

「……本ほん屋やにいたら、つかまった」

　わたしの視し線せんに、ため息いきまじりに、ケイが答こたえる。

「そうそう。ちょうどヒマそうにしてたから、つかまえておいたの」

「…………」

　ヒマじゃない、と言いいたげな視し線せんを、ケイは美み華か子こさんに送おくってたけど、まったく気きにしてないみたい。

「それより、ちょっと２人ふたりを招しょう待たいしたいところがあるの。ついてきて」

　招しょう待たい？　って、どこに？

「行いけばわかるわ」

　そう言いって、美み華か子こさんはスタスタと、駅えきに向むかって歩あるいていってしまう。

　ものすごい、マイペースっぷり。

　さすが、お父とうさんたちを、ふり回まわしてただけあるよね……。

「どこだと思おもう？」

「さあな」

　ケイは、肩かたをすくめる。

　ついていくしかないか。

　美み華か子こさんが招しょう待たいしてくれるなら、どんなところか興きょう味みあるし。

　わたしとケイは、一いっ瞬しゅんだけ視し線せんをかわすと、美み華か子こさんのあとを追おいかけた。







　美み華か子こさんは、電でん車しゃで３駅えきいったところで降おりると、改かい札さつを出でて、商しょう店てん街がいの１本ぽん裏うら手ての小こ道みちをどんどん進すすんでいく。

　商しょう店てん街がいには、大おおきなお店みせもあったけど、こっちの小こ道みちは、小ちいさなお店みせばかりならんでる。

　フランス人にん形ぎょうが、ずらりと置おいてあるお店みせだったり、香こうばしい匂においをただよわせてるパン屋やさんだったり。

　どこも、店みせがまえは小ちいさいけれど、表おもて通どおりとちがって、落おちついていてのぞいてみたいと思おもわせる雰ふん囲い気きがあった。

「ここよ」

　美み華か子こさんが立たち止どまったのは、その一いち番ばん奥おくにあるお店みせだった。

　あたたかい感かんじがする、木もく造ぞう建だてで、ガラスのショーウインドウには、年ねん代だいを感かんじさせる白しろい陶とう器きのティーセットや、オルゴールが置おかれている。

「ここって……？」

　わたしは、ショーウインドウを見みながら、美み華か子こさんにきく。

「わたしのお店みせよ」

　そう答こたえて、美み華か子こさんが、真しん鍮ちゅうの鍵かぎを使つかって木きのドアを開あける。

　カランカラン

　とつぜんの音おとに、びっくりして、わたしは上うえを見みる。

　ドアの上うえのほうに、鐘かねみたいなものがついてる。

「ドアベルか」

　ケイが、ぼそりと教おしえてくれる。

　ドアベル？

「昔むかしの、インターホンみたいなものだ」

　へえ～、なんかいい感かんじかも。

「ほら、そんなところで止とまってないで、中なかに入はいってきて」

　美み華か子こさんに言いわれて、わたしとケイは、お店みせの中なかに入はいる。

　お店みせの奥おくに進すすんだ美み華か子こさんが、明あかりをつけた。

「うわぁ……」

　広ひろがる景け色しきに、わたしはおもわず声こえをもらす。

　年ねん代だいを感かんじさせる柱はしら時ど計けい、使つかいこまれたこげ茶ちゃ色いろのイスにテーブル。

　壁かべ際ぎわには、古ふるそうな戸と棚だながあって、中なかには、鮮あざやかな水みず色いろの模も様ようが描かかれた、花か瓶びんがある。

　それだけじゃない。

　見みまわすと、あちこちに、時じ代だいを経へてきた家か具ぐや、道どう具ぐがならんでいる。

　だけど、どれも手て入いれが行いき届とどいていて、古ふるいけれど、素す敵てきに見みえる。

「趣しゅ味みでやってるアンティークショップなの。世せ界かいのあちこちに行いくから、そのときに手てに入いれたものを、ここに送おくっておいたりしてね。それで、日にっ本ぽんにもどったときだけ、お店みせを開あけているってわけ」

　日にっ本ぽんにもどったときだけ？

「そうよ。ふだんの手て入いれは、人ひとを雇やとっているんだけどね。毎まい日にち手て入いれをしないと、すぐに傷いたんでしまうものばかりだから」

　それで、ホコリ１つかぶってないんだ。

　仕し事ごとで、世せ界かい中じゅうを渡わたり歩あるいてる美み華か子こさんじゃ、こんなに手て入いれはできないもんね。

　でも、日にっ本ぽんにもどったときだけって……それって、売うれるんですか？

　美み華か子こさんが日にっ本ぽんにいるのなんて、２、３か月げつに数すう日にちみたいだし。

　お客きゃくさんだって、開あけてる日ひを、調しらべるだけでも、大たい変へんなんじゃ……。

「だから、趣しゅ味みでやってるって言いったでしょ。たま～に、常じょう連れんのお客きゃくさんに、帰き国こくの予よ定ていを知しらせておくから、そのときぐらいかしら」

　趣しゅ味みにしておくのは、もったいないぐらい、素す敵てきなお店みせだけど……。

「それと、兄にいさんたちには内ない緒しょだから、２人ふたりとも話はなしたらダメよ。あの２人ふたりは、アンティークのことなんか、ぜんぜんわからないんだから」

　あ～、たしかに。

　お父とうさんたちなら、たんなる古ふるぼけた家か具ぐとしか、思おもわなそう。

「さあ、こっちに来きてすわって。今いま、紅こう茶ちゃとお菓か子しを用よう意いするわ」

　お店みせの奥おくの、アンティークのイスをすすめられ、わたしとケイは、すわる。

　わあぁ。

　このイス、座すわり心ごこ地ちがすごくいい。

「そのイスとテーブルは、３００年ねん前まえぐらいのヨーロッパの貴き族ぞくが、使つかっていたものらしいわ」

　き、貴き族ぞく!?

　びっくりして、わたしはまじまじと、テーブルとイスを見みつめる。

　う～ん……。

　言いわれると、どことなくそんな気きもしないことも……ないかな？

「……目めをこらしたからって、物ものの価か値ちがわかるわけじゃない」

　ケイが、ため息いきまじりに言いう。

　ふ～んだ。

　どうせ、わたしにはアンティークを見み分わける目めなんて、ありませんよーだ。

　でも、なんだかいい物ものっていうのは、わかるんだからね。

「アスカは、野や性せいの勘かんだけがたよりだからな」

　そうそう。

　わたしは野や性せいの勘かんだけが……って、人ひとを動どう物ぶつみたいに言いわないっ！

「あははっ……。あなたたちは、あいかわらずね」

　笑わらいながら、美み華か子こさんがティーカップと、マドレーヌを持もってくる。

　ティーバッグの紅こう茶ちゃでは、かいだことがないくらい、いい香かおり！

「ダージリンのセカンドフラッシュよ。いい茶ちゃ葉ばが手てに入はいったの。好このみで砂さ糖とうを入いれてもいいけれど、まずはひとくち飲のんでみて」

　美み華か子こさんに言いわれて、わたしとケイは、そのまま紅こう茶ちゃに口くちをつける。

　ふわっ、と口くちの中なかにマスカットみたいな、フルーティーで華はなやかな香かおりが広ひろがる。

　ほんのわずかに渋しぶみはあるけど、イヤな感かんじじゃなくて、香かおりをキュッと引ひき締しめてくれる。

　これなら、お砂さ糖とうはいらない。

　コーヒー好ずきのケイも、だまって紅こう茶ちゃを飲のんでる。

　なにも言いわないけど、気きに入いったみたい。

　マドレーヌも、バターの香かおりがして、すごくおいしいっ！

　……って、こんなにまったりしてて、いいんですか？

　美み華か子こさん、なにか用よう事じがあるから、わたしたちを呼よんだんじゃ？

「違ちがうわよ。２人ふたりをここに招しょう待たいしたかっただけ。ちょうど仕し事ごとで、日にっ本ぽんにくる用よう事じがあったし」

　仕し事ごとって、もしかして……。

「心しん配ぱいしなくても、大だい丈じょう夫ぶ。会かい社しゃのほうよ」

　ほっ。

　また、なにかレッドのほうで、問もん題だいがあったのかと思おもっちゃった。

　……ん？

　とつぜん、美み華か子こさんがだまって、アンティークの木もく製せいのパーティションが置おいてある方ほうに目めをやった。

　その目めが、細ほそく、鋭するどくなる。

「……やっぱり、心しん配ぱいしたほうがいいかもしれないわ」

　えっ？

「あなたをここへ招まねいた覚おぼえは、ないんだけど」

　パーティションを見みつめながら、美み華か子こさんが言いう。

　そこにだれが…………………………あああああっ！

　ガタンッ！

　わたしは、おもわず立たち上あがった。

「……さすがというべきかな、ミカコ。ニックが警けい戒かいするだけある」

　言いいながら、パーティションの裏うら側がわから現あらわれたのは……

　長ながい、少すこしウェーブのかかった前まえ髪がみに、切きれ長ながの目め。

　うすい茶ちゃ色いろで、緑みどり色いろがまざったような不ふ思し議ぎな色いろ合あいの瞳ひとみ。

　どこからどう見みたって、間ま違ちがいない。

　世せ界かい的てきなマジシャン、織おり戸と恭きょう也やだ。

　そして、こいつの正しょう体たいは……！

「怪かい盗とうファンタジスタが、一いっ体たいここへ、なんの用ようかしら？」

　美み華か子こさんが、するどい目めつきで、織おり戸と恭きょう也や──怪かい盗とうファンタジスタを見みる。

　そう。

　織おり戸と恭きょう也やは、表おもての顔かお。

　その正しょう体たいを、わたしたちは知しってる。

　世せ界かい中じゅうを震しん撼かんさせるような、驚きょう異いの方ほう法ほうで盗ぬすみを働はたらく、怪かい盗とうファンタジスタ。

　以い前ぜん、ある豪ごう華か客きゃく船せんで、わたしたちとファンタジスタは、対たい決けつすることになったんだけど、そのときは、ギリギリでわたしたちが勝かちをおさめた。

　直ちょく接せつ会あうのは、それ以い来らいだ。
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「初しょ代だい怪かい盗とうレッドが、おれのことを知しっていてくれるとは、光こう栄えいですね」

　そう言いって恭きょう也やは、大おおげさに頭あたまを下さげる。

　ちょ、ちょっと待まってよ！

　なんで、美み華か子こさんが初しょ代だいレッドだったってこと、知しってるの!?

　美み華か子こさんのことを知しってるなら、わたしたちのことも？

「おや、ばれていないと思おもってたのかい？　さすがにそれは、おれを侮あなどりすぎだろう。それに、おたがいに正しょう体たいを知しっているんだ。問もん題だいはないだろう？」

　大おおありよ！

　ケイを見みる。

　恭きょう也やの言こと葉ばに、おどろいてる様よう子すはない。

　もしかして、恭きょう也やがわたしたちの正しょう体たいに気きづいてるって、ケイはわかってたの？

「……材ざい料りょうは、そろっていたからな。だから、ファンタジスタの正しょう体たいを明あかすようなことは、こっちもしなかった」

　つまり、こっちも明あかさないから、そっちも明あかすなっていう、暗あん黙もくの取とり引ひきをしてたってこと？

「直ちょく接せつ連れん絡らくをとったわけではないよ。ただ、こっちの正しょう体たいを明あかす様よう子すがないから、そういうことだろうと、想そう像ぞうがついた。おれも、マジシャンの仕し事ごとは続つづけたかったからね。助たすかったよ。今こん後ごもこの取とり引ひきを続つづけていきたいが、どうだろう？　組そ織しきにも、もちろん言いっていない」

　そんなの……。

　わたしたちに、ほかに選せん択たくできることなんてない。

　正しょう体たいをばらされて困こまるのは、わたしたちだって、同おなじなんだから。

「やっぱり、あなたは組そ織しきの中なかでも、かなり変かわってるみたいね」

　美み華か子こさんは、恭きょう也やに興きょう味み深ぶかそうな視し線せんを向むける。

「まあ、そうだね」

　恭きょう也やは、意い味みありげな笑えみをうかべて、うなずいた。

　……どういうこと？

　美み華か子こさんの言いいたい意い味みはわからなかったけど、２人ふたりとも説せつ明めいするつもりはなさそう。

「そろそろ行いく時じ間かんだ。いそがしい身みなものでね」

　それなら、最さい初しょから来こなくてよかったんですけど！

　だいたい、なにしに来きたのよ。

「ああ、そうだった。ひとつ、きみたちに忠ちゅう告こくをしにきたんだ。同おなじ怪かい盗とうのよしみでね」

　忠ちゅう告こく？

「──きみたちの大だい事じな友ゆう人じんから、目めを離はなさないほうがいい」

　…………なっ!?

　なによ、それ！　どういう意い味み!?

「さあね。次つぎに会あうときは、おたがいに怪かい盗とうとして会あえることを、楽たのしみにしているよ」

　恭きょう也やの姿すがたが、パーティションの裏うら側がわに、サッと消きえる。

　ちょっと待まって！

　わたしは、パーティションにかけよったけど、裏うら側がわにはもう、恭きょう也やの姿すがたはなかった。

　ほんの一いっ瞬しゅん、わたしたちの視し線せんから、はなれただけで、消きえるなんて……。

　怪かい盗とうファンタジスタの腕うでは、まるっきり鈍にぶってないらしい。

　わたしはテーブルにもどると、イスにすわる。

「あの忠ちゅう告こくの意い味みは、わかる？」

　美み華か子こさんが、わたしとケイにきいてくる。

　大だい事じな友ゆう人じん。

　それは何なん人にんも思おもい浮うかぶけど「目めを離はなすな」だけじゃ、意い味みがわからないよ。

　そもそも、恭きょう也やが言いうことなんか、信しんじられないしね。

　前まえだって、レッドの偽にせ者ものを送おくりこんできたぐらいだし。

「ケイにはどうやら、思おもい当あたることがあるみたいね」

　へ？

　わたしは、美み華か子こさんを見みてから、その視し線せんの先さきのケイを見みる。

　ケイは真しん剣けんな顔かおをして、立たち上あがる。

　そのまま、なにも言いわずに、店みせを出でていく。

　ケ、ケイ？

　どこ行いくのよ？

「ぼーっとしてていいの？　あなたたちはコンビでしょ」

　美み華か子こさんが、わたしを見みて言いった。

　あわてて立たち上あがる。

　ケイがなにかに気きづいたんなら、わたしにも関かん係けいあることのはず！

「ご招しょう待たいありがとうございました！　また、ゆっくり見みに来こさせてください」

「ええ。……といっても、今こん度ど、日にっ本ぽんにもどるのが、いつになるかわからないけれど」

　……そうだった。

　美み華か子こさんは、世せ界かい中じゅうを飛とび回まわってるんだもんね。

　だけど、また絶ぜっ対たいに来こよう！

　わたしは、もう一いち度ど、美み華か子こさんにお礼れいを言いって、ケイのあとを追おった。




「ケイ！　ねえケイ、ちょっと待まってってば！」

　わたしは大おお通どおりで、ケイに追おいつく。

　どういうことなの、さっきの。

　人ひと通どおりの多おおい道みちのまんなかで、立たち止どまったケイは、厳きびしい顔かおでふり返かえった。

「……ファンタジスタの忠ちゅう告こくは、氷ひ室むろさんのことだと思おもう」

　実み咲さきの!?

　そうかも、とは思おもったけど……。

　でも、どうして実み咲さきが狙ねらわれるようなことに!?

「それは、まだわからない。今いま、できるのは、あいつの言いったとおり、氷ひ室むろさんから目めを離はなさないでいることだけだ」

　そんな……！

　誰だれかに狙ねらわれるってわかってるのに、なにもできないの？

　そんなの、もどかしすぎるよ！

「狙ねらわれるとわかっているから、防ふせげるんだろう」

　ケイが静しずかにわたしを見みつめる。

「氷ひ室むろさんのそばにいて、絶ぜっ対たいに１人ひとりにさせないことだ。きっと、またなにか仕し掛かけてくる」

　そのときを逃のがさずに、敵てきを捕つかまえればいいってことだね！

「いや、敵てきの確かく保ほは二にの次つぎ。氷ひ室むろさんの安あん全ぜんが最さい優ゆう先せんだ」

　そ、そりゃそうだけど……、でもさ、実み咲さきを守まもるって、それだけでいいの？

　もっと、こっちから動うごかなくても？

「今いまのところ、それが一いち番ばんいい方ほう法ほうなんだ。どうしてもアスカが、氷ひ室むろさんに付つき添そえないときは、だれかをいっしょに付つき添そわせる。１人ひとりにしないことが、重じゅう要ようだ」

　ケイがそう言いうなら、そうするけど……。

「ただし、……氷ひ室むろさんには気きづかれないようにしたほうがいい」

　えっ？

「ただでさえ、１年ねん生せいで生せい徒と会かい長ちょうに立りっ候こう補ほするということで、緊きん張ちょうしているはずだ。しかも、来らい週しゅうからは選せん挙きょ活かつ動どう期き間かんで、人ひと前まえに立たつ機き会かいも増ふえる。そんなときに『自じ分ぶんが狙ねらわれている』なんてことがわかったら、怯おびえて実じつ力りょくが出だせなくなるかもしれない」

　!!

　つ、つまり、わたしのやるべきことは、守まもられてる本ほん人にんに気きづかれずに、ボディガードをする……ってこと？

「難むずかしいか」

　ケイが、鋭するどい目めで、わたしを見みすえてくる。

　その目めから、真しん剣けんに実み咲さきを心しん配ぱいしてることが、伝つたわってくる。

「う……ううん！　大だい丈じょう夫ぶ！」

　もしかしたら、レッドの作さく戦せんより、ずっと難むずかしいかもしれない。

　でも、やるよ！

　実み咲さきの体からだだけじゃなく、心こころも守まもるってこと。

　そして、無ぶ事じに、正せい々せい堂どう々どうと、選せん挙きょ戦せんを戦たたかわせてあげるんだ。

　それが、怪かい盗とうレッドであり、実み咲さきの親しん友ゆうでもある、わたしの役やく目めってことだよね！







　　　　10　選せん挙きょ活かつ動どうスタート！




「はじめは……４階かい踊おどり場ばから！」

　週しゅう明あけの月げつ曜よう日び。

　朝あさ早はやくから、わたしは、ポスターのたばをかかえて、校こう内ないを走はしりまわってた。

　いよいよ、１週しゅう間かんの選せん挙きょ活かつ動どうが始はじまる、初しょ日にち！

　一いち番ばんはじめの仕し事ごとは、生せい徒と会かい指し定ていの掲けい示じ板ばんに貼はること。

　選せん挙きょポスターを貼はれる場ば所しょは、生せい徒と会かいが指し定ていしていて、校こう舎しゃの中なかに15か所しょ、校こう舎しゃの外そとに５か所しょ、体たい育いく館かんに３か所しょある。

　学がっ校こうの敷しき地ち内ないは広ひろいし、生せい徒とが登とう校こうしてくる前まえに、貼はり終おえておきたいから、急いそがないといけない。

　何なん人にんか、クラスメイトが、手て伝つだってくれて、手て分わけしたんだ。

　わたしが掲けい示じ板ばんにつくと、もう、ほかの候こう補ほ者しゃの手て伝つだいの人ひとたちがとりついて、ポスターを貼はっているところだった。

　わたしもすかさず準じゅん備びにとりかかる。

　まず、巻まいてあったポスターを広ひろげて、裏うら側がわのフチ部ぶ分ぶんに、手てぎわ良よく両りょう面めんテープを貼はっていく。

　それから、保ほ護ごテープをはがしながら、まっすぐになるように気きをつけて、ぴったりと貼はりつける。

　画が鋲びょうで四よ隅すみをおすだけなら、もっとすばやく貼はれるけど、ポスターの表ひょう面めんに画が鋲びょうがさしてあるのって、見みた目めが悪わるいし、通とおりすがりにいたずらされたりするから、やめたほうがいいって。

　ちょっとしたことだけど、これも理り央お先せん輩ぱいが教おしえてくれた、選せん挙きょのテクニックなんだ。

　自じ分ぶんの分ぶん担たんのポスターを貼はり終おえて、走はしって教きょう室しつにもどる。

「全ぜん部ぶ、貼はってきたよ！」

　教きょう室しつに飛とびこむと、

「ストップ！　……実み咲さき、そこ、一いち番ばん伝つたえたいポイントをしゃべるときは、一いっ拍ぱくおいて、声こえを張はったほうがいいね。声こえの張はり方かたは、このあいだ教おしえたでしょ？」

　水み夏なつの厳きびしい声こえが飛とんだところだった。

「ごめん、そうだった。なんか、今日きょうから本ほん番ばんだって思おもうと緊きん張ちょうして、注ちゅう意い点てんが頭あたまから飛とんじゃって」

「本ほん番ばんになったら、なおさらそうよ。だからこそ、練れん習しゅうのときに、きちんとできるようにしておくの！」

「はい、わかりました、水み夏なつ先せん生せい」

　なんて、実み咲さきがまじめな顔かおでうなずいて、もう一いち度どはじめから話はなしはじめる。

　今日きょうの放ほう課か後ごから、いよいよ、候こう補ほ者しゃたちの演えん説ぜつができるようになるんだ。

　演えん説ぜつは、生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほした人ひとが、直ちょく接せつ、みんなに話はなせる、唯ゆい一いつのチャンス。

　だから、ものすごく大だい事じなんだよね。

　失しっ敗ぱいできない。

　だから、最さい後ごの練れん習しゅうをするために、ポスター貼はりはわたしたちにまかせて、実み咲さきには教きょう室しつに残のこってもらってたんだ。

　水み夏なつたちがいっしょだから、大だい丈じょう夫ぶだとは思おもってたけど、いつも通どおりの実み咲さきの様よう子すを確かく認にんして、そっと息いきをつく。

　今け朝さは、実み咲さきの家いえまで迎むかえに行いって、「早はやく目めが覚さめちゃったから、いっしょに行いこう！」って登とう校こうした。

　ちょっと不ふ自し然ぜんかもしれないけど、安あん心しんできるまで、ずっと続つづけるつもり。

「心しん配ぱいしなくても、ずいぶんサマになってるよ、実み咲さき」

「そうかな？　だったらいいんだけど。委い員いん長ちょうをやってるから、人ひと前まえでしゃべるのは、慣なれてるつもりだったんだけど……大おお勢ぜいの前まえでしゃべるのは、ちがうみたい。身みぶりを大おおきくつけないと、逆ぎゃくに不ふ自し然ぜんに見みえたりね。勉べん強きょうになるよ」

　実み咲さきは、短みじかい期き間かんだったけど、理り央お先せん輩ぱいのところで特とっ訓くんしたり、水み夏なつに発はっ声せい法ほうを教おそわったりして、準じゅん備びしてきてる。

　その努ど力りょくを見みてきてるから、実み咲さきのことは心しん配ぱいしてない。

　心しん配ぱいなのは、わたしのほう！

　実み咲さきに、不ふ安あんを与あたえずに、ボディガードができるか……。

　ケイの言いうとおり、実み咲さきが実み咲さきらしく選せん挙きょ活かつ動どうできるように、がんばらないと！







　放ほう課か後ご。

　授じゅ業ぎょう終しゅう了りょうのチャイムが鳴なるのと同どう時じに、わたしはダッシュ！

「アスカ、お願ねがいね！」

「オッケー！　例れいのところ、先さきに場ば所しょ取とりしてるから、機き材ざいは後あとからよろしく!!」

　めざすは、校こう門もん前まえ。

　選せん挙きょ演えん説ぜつはどこでもできるけど、校こう門もん前まえなら、これから下げ校こうする生せい徒とや、部ぶ活かつで学がっ校こうに残のこってる生せい徒とにも、全ぜん員いんに聞きこえる。

　だから、今いままでの立りっ候こう補ほ者しゃも、みんな校こう門もん前まえで演えん説ぜつをやったんだって。

　ただ、そう考かんがえるのは、きっとみんないっしょだから、クラスで一いち番ばん足あしの速はやい私わたしが、ダッシュで場ば所しょ取とりに行いくことになってたんだ。

　だけど……。

「！」

　校こう舎しゃの角かどを曲まがって、校こう門もん前まえが見みえたとたん、わたしはびっくり。

「一ひと足あしおそかった……？」

　一ひと足あしどころか、三み足あしくらい、遅おそかったみたい。

　校こう門もんに一いち番ばんちかい、花か壇だんの前まえのスペースには、中なか小こう路じ先せん輩ぱいとその手て伝つだいの人ひとたちが、とっくに演えん説ぜつの準じゅん備びを始はじめてる。

　あそこが、一いち番ばんいい場ば所しょだっていうのは、理り央お先せん輩ぱいから聞きいてたから、絶ぜっ対たい取とりたかったのに……。

　ううん、しかたがない。第だい２候こう補ほの場ば所しょを……と見み回まわすと。

「ええっ!?」

　第だい２候こう補ほだった場ば所しょも、第だい３候こう補ほも、２年ねん生せいの候こう補ほ者しゃがセッティングを始はじめてる!?

　そ、そんなあ……。

　てばやくセッティングをしている人ひとたちを見みていたら、

「ここに目めをつけたのは、１年ねん生せいにしてはさすがだけど、ちょっと遅おそかったね」

　なんて言いわれて……ぐぐぅ。

　これが２年ねん生せいと１年ねん生せいの差さ……？

　そのとき、名な前まえを記しるしたタスキを肩かたからかけた実み咲さきと、みんなが、やっと追おいついてきた。

「ごめん実み咲さき、候こう補ほだった場ば所しょ、全ぜん部ぶもう取とられてたの！　どうしよう！」

「アスカ、大だい丈じょう夫ぶだよ、あっちにしよう」

「みんな、いそいで！」

　あわててバタバタと、持もってきた機き材ざいを広ひろげる。

　50センチぐらいの台だいに、マイクと、小こ型がたのスピーカー。

　マイクやスピーカーは、前まえもって、生せい徒と会かいから貸かし出だしてもらったもの。

　慣なれない配はい線せんにもたついていた、そのとき。

『春はるが丘おか学がく園えん中ちゅう等とう部ぶのみなさん、こんにちは。生せい徒と会かい長ちょう候こう補ほの中なか小こう路じ公きみ彦ひこです！』

　滑かつ舌ぜつのいい声こえが、まわりに響ひびきわたって、思おもわずふりかえる。
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　校こう門もんの前まえの、一いち番ばんめだつ場ば所しょに立たてた台だいの上うえで胸むねを張はっている中なか小こう路じ先せん輩ぱいが、ほがらかな笑え顔がおをふりまいてマイクを持もっている。

　さっそく、歩あるいていた生せい徒とたちが、立たち止どまってる。

『さて、みなさんもご存ぞんじのように、この１年ねん、ぼくは折おり原はら会かい長ちょうのもとで、書しょ記きとして働はたらかせてもらいました。体たい育いく祭さい、先せん日じつの学がく園えん祭さいなどでは、全ぜん校こう生せい徒と一いっ致ち団だん結けつして成せい功こうをおさめることができました！』

　マイクごしに、聞ききやすい落おちついた声こえのトーン。

　ゆっくりしてるけど、ときにリズミカルになる、しゃべり方かた。

　感かんじのいい笑え顔がお。

　マイクのないほうの手てで身みぶりを加くわえているところも、演えん説ぜつのお手て本ほんみたい。

『また、盛せい夏か服ふくについての校こう則そく変へん更こうでは、学がっ校こう側がわとねばりづよく交こう渉しょうし、無ぶ事じに成せい立りつさせることができました。みなさんの応おう援えんのおかげです。本ほん当とうに感かん謝しゃしています！』

　気きがつくと、中なか小こう路じ先せん輩ぱいのまわりには、２年ねん生せいを中ちゅう心しんに、20～30人にんの大おおきな人ひとの輪わができてる！

　こんなふうに、具ぐ体たい例れいを挙あげられちゃうと、本ほん当とうは中なか小こう路じ先せん輩ぱいの成せい果かじゃなかったとしても、そんなふうに聞きこえちゃうよね！

『折おり原はら会かい長ちょうの間ま近ぢかで、このような経けい験けんをさせてもらって。ぼくの気き持もちは、固かたまっていきました。折おり原はら会かい長ちょうの理り想そうを引ひき継つぎ、さらに発はっ展てんさせていくのは、ぼくしかないと！』

　足あしを止とめて、聞きいてる生せい徒とは、すっかり心こころを奪うばわれているみたい。

　そのまわりにも、帰き宅たくしようとしてた生せい徒とが増ふえて、どんどん人ひとの輪わが大おおきくなってる！

　と、中なか小こう路じ先せん輩ぱいが声こえのトーンを変かえた。

『……正しょう直じきに言いえば、生せい徒と会かい長ちょうの責せき務むは、重おもいです。それは、折おり原はら会かい長ちょうのそばで見みていたぼくが、一いち番ばんよく知しっています。だからこそ、その責せき任にんをせおう覚かく悟ごと、経けい験けんの両りょう方ほうがともなった人にん間げんが、生せい徒と会かい長ちょうになるべきです。どんなに立りっ派ぱな理り想そうや、覚かく悟ごがあったとしても、経けい験けんのあさい者ものでは、達たっ成せいすることは難むずかしいのではないでしょうか？』

「！」

　こ、これって、実み咲さきへのあてこすり!?

　わざわざ、演えん説ぜつで言いわなくたっていいのに！

「……アスカ、気きにしないで。経けい験けん不ぶ足そくなのは、事じ実じつだしね」

　実み咲さきの声こえに、ハッとわれに返かえる。

　こちらの準じゅん備びもできていた。

　緊きん張ちょうしたように、実み咲さきがこわばった顔かおで、マイクを握にぎりしめてる。

「スピーカーの準じゅん備びもＯオーＫケー。いつでもいけるよ」

　セッティングをしてた水み夏なつが、ゴーサインを出だす。

　実み咲さきは、台だいに上のぼろうと足あしを上あげて……その足あしを下おろした。

「実み咲さき」

「実み咲さきちゃん」

　優ゆ月づきが、水み夏なつが、声こえをかけるけど、実み咲さきは動うごかない。

　その背せ中なかが、……震ふるえてる？

「実み咲さき！」

　わたしは手てを伸のばして、実み咲さきの背せ中なかのまんなかを、ポン！　とたたいた。

　そのとたん、魔ま法ほうがとけたみたいに、実み咲さきの足あしが動うごいて、とんとんとんと段だんを上あがっていった。

　すうっと、おなかにいっぱい息いきを吸すって、

「はじめまして。生せい徒と会かい長ちょう選せんに立りっ候こう補ほしました、１年ねんＡ組ぐみの、氷ひ室むろ実み咲さきです」

　声こえも震ふるえてない！

「１年ねん生せいですが、なぜわたしが生せい徒と会かい長ちょうになろうと思おもったのか、どんな春はるが丘おか学がく園えんにしたいと思おもっているのか、それをお話はなししたいと思おもいます……」

　実み咲さきが、話はなしかけるようなやさしい口く調ちょうで、言いう。

　実み咲さきは、わたし、水み夏なつ、優ゆ月づきを見みてから、１つ大おおきくうなずいた。

　水み夏なつとの練れん習しゅうの成せい果かか、中なか小こう路じ先せん輩ぱいに負まけないぐらい、実み咲さきの声こえは、ハッキリしてて、聞きき取とりやすい。

「わたしはクラス委い員いん長ちょうとして、折おり原はら会かい長ちょうの仕し事ごとを見みてきました。その仕し事ごとを見みているうちに、わたしも清きよ瀬せ会かい長ちょうから続つづく、生せい徒との自じ主しゅ性せいを守まもる、生せい徒と会かいの志こころざしをつなげていきたいと、考かんがえるようになりました……」

　下げ校こうする生せい徒とが、ちらほらと前まえを通とおっていく。

　けど、ぜんぜん足あしを止とめなかったり、止とめても、すぐに歩あるきだしてしまったりして、しっかりと立たち止どまって聴きいてくれる人ひとが、だれもいない！

　その間あいだにも、校こう門もんすぐ前まえの、中なか小こう路じ先せん輩ぱいのところには、あっという間まに30人にん以い上じょうが集あつまってるのに。

　少すこしはなれた場ば所しょから、聞きいてる人ひとも入いれたら、もっといるかも。

　これが中なか小こう路じ先せん輩ぱいとの差さ……!?

　ううん！

　実み咲さきの言こと葉ばをちゃんと聞きいてもらえたら、絶ぜっ対たいわかってもらえるはずだよ！

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、生せい徒と会かい役やく員いんで名な前まえと顔かおをよく知しられてるから、人ひとが集あつまってるんだ。

　元もと芸げい能のう人じんとか、テレビに出でていたタレントが、選せん挙きょに勝かって、政せい治じ家かになってるのと、同おなじこと。

　こっちも、人ひとを集あつめる方ほう法ほうさえあれば……。

　ただ、注ちゅう目もくを集あつめるだけなら、バク転てんするとかできるけど、選せん挙きょ演えん説ぜつだから、注ちゅう目もくされれば、いいってわけじゃないし。

　どうしたらいいんだろう？

　と、そのとき。

「やってる、やってる。どう調ちょう子しは？」

　……えっ？

　聞ききなれた声こえがして、ふりむくと、そこにいたのは。

「理り央お先せん輩ぱいっ!?」

　高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいが、どうしてここに？

　すぐ後うしろには、大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいもいる。

　な、なんで!?

　選せん挙きょ活かつ動どうが始はじまったら参さん加かしないって、理り央お先せん輩ぱい言いってましたよね……？？？

「もちろん、参さん加かしない。ただ、かわいい弟で子しの様よう子すを見みにこないとは、言いってないだろ？」

　なんて、理り央お先せん輩ぱいはウインクしてる。

　そりゃそうですけど……。

　マイクを握にぎってる実み咲さきも、おどろいた顔かおでポカーンとしてる。

「おい、あれって、伝でん説せつの生せい徒と会かい長ちょうの清きよ瀬せ理り央お先せん輩ぱいじゃないのか」

「間ま違ちがいないよ！　前まえに先せん輩ぱいに写しゃ真しん見みせてもらったことあるし」

「なあ。今いま、あの子このこと、弟で子しって言いってなかったか？」

「え、だれだれ？　なんていう子こ？」

　少すこし離はなれていた、中なか小こう路じ先せん輩ぱいの聴ちょう衆しゅうの、うしろのほうの輪わがくずれて、こっちを振ふり返かえってる。

　ざわざわと声こえが聞きこえたかと思おもったら、他ほかの候こう補ほ者しゃの演えん説ぜつを聴きいていた人ひとたちも、あっという間まに集あつまってくる。

　10人にん、20人にんと実み咲さきのまわりに、人ひと垣がきができる。

　す、すごい……。

　さっきまで、ぜんぜん人ひとが集あつまらなかったのに。

　……あっ。

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいを見みる。

　理り央お先せん輩ぱいは、いたずらっぽい、笑えみを浮うかべてる。

　わざとだ。

　理り央お先せん輩ぱいは、実み咲さきに、なかなか人ひとが集あつまらないことがわかってて、見みにきてくれたんだ。

　そうすれば、理り央お先せん輩ぱいの名な前まえに引ひき寄よせられて、人ひとが集あつまるから。

　もう一いち度ど、理り央お先せん輩ぱいを見みると、くちびるを動うごかしてる。

『あとは、あなたたち次し第だい』

　そう読よみとれた。

　はいっ！

　ありがとうございますっ！

　わたしは、小ちいさく頭あたまを下さげて、実み咲さきを見みる。

　実み咲さきも、ちょうどこっちに、視し線せんを向むけてくるところだった。

　目めがあった瞬しゅん間かん、実み咲さきも理り央お先せん輩ぱいの狙ねらいに、気きづいてることがわかった。

　わたしは、実み咲さきにうなずき返かえす。

　聴ちょう衆しゅうは集あつまった。

　ここからは、実み咲さきの演えん説ぜつ次し第だいってことになる。

　それなら、中なか小こう路じ先せん輩ぱいにだって、負まけないっ！

　そのことは、わたしが一いち番ばん、よく知しってるんだから！

「わたしは、１年ねん生せいです。この中ちゅう学がっ校こうに入はいって、まだ約やく７か月げつしかたちません。けれども、だからこそ、上じょう級きゅう生せいが慣なれてしまって、いまではすっかり問もん題だい意い識しきをなくしてしまったことにも、気きづくことができます」

　実み咲さきが、マイクをかまえて、話はなしはじめる。

　実み咲さきの言こと葉ばは、しずかだけど、不ふ思し議ぎに内ない容ようが心こころに残のこるっていうか、心こころを動うごかす力ちからがあって。

　こういうのをカリスマ性せいっていうのかな。

　実み咲さきの言こと葉ばを聴きいている人ひとたちが、小ちいさくうなずいたりしてる。

　校こう舎しゃの窓まどからは、何なん人にんか、先せん生せいたちの顔かおものぞいてる。

　担たん任にんの先せん生せいや、あっ、３階かいの窓まどには、このあいだの臨りん時じの先せん生せいが、まじめな顔かおでこっちを見みてる。

　届とどいてるんだ！

　わたしは聴ちょう衆しゅうの顔かおを見みまわして、同どう時じに、あやしい人ひとがいないかもたしかめる。

　この中なかに、実み咲さきをねらってるやつが、混まざってるかもしれないんだよね。

　そのとき、校こう門もん前まえの台だいの上うえで、演えん説ぜつを続つづけている中なか小こう路じ先せん輩ぱいと、目めがあった。

　そちらの聴ちょう衆しゅうの輪わは、始はじめよりかなり、少すくなくなっている。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいの、ガラス玉だまみたいな目めが、妙みょうに気きになった。







　　　　11　ボディガード失しっ格かく!?




「お昼ひる休やすみ中ちゅうにすみません、生せい徒と会かい長ちょう候こう補ほの、１─Ａの氷ひ室むろ実み咲さきです。少すこしお話はなしさせてもらってもいいですか？」

　実み咲さきとわたしが顔かおを出だしたのは、３年ねん生せいの教きょう室しつ。

　選せん挙きょ活かつ動どう期き間かんに入はいって、３みっ日か目め。

　実み咲さきは、昼ひる休やすみを利り用ようして、各かくクラスをまわっていた。

　投とう票ひょうしてもらうためには、知ち名めい度どを上あげるしかないんだけど……。

　よくあるのは、休やすみ時じ間かんに教きょう室しつに飛とびこんで、選せん挙きょ公こう約やくを書かいたビラを配くばったり、候こう補ほ者しゃがあいさつしたりすること。

　よく、政せい治じ家かの選せん挙きょとかでも、大おお声ごえで名な前まえを連れん呼こしながら回まわってる車くるまがあるよね。

　でも、それだと、たくさんの人ひとに、効こう率りつよく知しらせられるかもしれないけど、ほとんど、名な前まえしか言いえない。

　それじゃあ、実み咲さきのやりたいことを、伝つたえられない。

　実じっ績せきも、知ち名めい度どもない１年ねん生せいなんだから、それじゃあダメだっていうことになって。

　みんなで相そう談だんして、昼ひる休やすみに、毎まい日にち１、２クラスずつ、話はなしをさせてもらうことにした。

　全ぜんクラスは回まわれなくなるけど、中なか小こう路じ先せん輩ぱいが圧あっ倒とう的てきに有ゆう利りな２年ねん生せいのクラスを後あと回まわしにして、１年ねん生せいと３年ねん生せいにしっかりアピールしよう、っていう作さく戦せん。

　今日きょうからいよいよ、３年ねん生せいのクラス。

　ドキドキしながら、ドアを開あけて、挨あい拶さつしてみたら。

「あっ、清きよ瀬せ先せん輩ぱいの弟で子しって子こだ」

「いいよー入はいって入はいってー」

　理り央お先せん輩ぱいの弟で子しっていうウワサが、ここでも知しられてる。

　特とくに３年ねん生せいは、理り央お先せん輩ぱいが生せい徒と会かい長ちょうのころを知しってるから、興きょう味みを持もってくれてる。

　どんな子こなんだろう、話はなしを聞きいてみたいって、思おもわれてるみたい。

　肩かたからタスキをかけた実み咲さきが、教きょう壇だんに登のぼって、演えん説ぜつをする。

「今日きょうは、先せん輩ぱいたちとお話はなしできるのを、楽たのしみにしていました。わたしの公こう約やくでもありますが、同おなじ校こう舎しゃの中なかで毎まい日にちをすごしているのに、一ひと言ことも話はなす機き会かいがないのは、とてももったいないことだと思おもうからです」

　３年ねん生せいの先せん輩ぱいたちの前まえで、実み咲さきは堂どう々どうとしゃべる。

　はじめは、おしゃべりしてた先せん輩ぱいたちも、自し然ぜんに聞きき入いってる。

「はーい、質しつ問もんしていいかな」

　ひととおり、演えん説ぜつを終おえた実み咲さきの言こと葉ばがとだえたところで、後うしろのほうの席せきにいた先せん輩ぱいが、手てを上あげた。

「なんでしょう？」

　実み咲さきが、笑え顔がおでこたえる。

「生せい徒と会かい長ちょう候こう補ほとしての考かんがえを聞ききたいんだけど。最さい近きん、自じ転てん車しゃ通つう学がくしてる生せい徒とたちのマナーが悪わるいって、話わ題だいになってるよね。あれについては、どう思おもってる？」

　えっ、こんな質しつ問もんがくるなんて!?

　会かい長ちょう選せんについて、色いろ々いろ打うち合あわせしたり、話はなし相あい手てになったけど、自じ転てん車しゃマナーについてなんて、話わ題だいになったことない……。

　どう答こたえるんだろう!?

　でも、実み咲さきはうろたえなかった。

「はい、それはわたしも耳みみにしてます。わたしとしては、まず、自じ転てん車しゃ通つう学がくのみなさんのマナー向こう上じょうのための取とり組くみをしたいと思おもっています。具ぐ体たい的てきには、駐ちゅう輪りん場じょうでの貼はり紙がみや、わかりやすい解かい説せつのチラシみたいなものを配はい布ふしたいです。それだけではなく、駐ちゅう輪りんスペースのせまさの解かい消しょうにも取とり組くみたいですし、また、歩ほ道どうなどに広ひろがって、他ほかの通つう行こう者しゃや自じ転てん車しゃ通つう学がくの人ひとのジャマになってしまう人ひとにも、注ちゅう意いをしてもらえるようにしたいです」

　よどみなく答こたえる実み咲さきに、聞きいている３年ねん生せいたちが、感かん心しんしたみたいにうなずいてる。

「それぞれの立たち場ばがありますから、全ぜん面めん禁きん止しだとか、どちらか一いっ方ぽうにルールを課かすような安あん易いな手しゅ段だんではなく、みなさんにとってよいルールを作つくりたいと思おもいます」

　そのほかにも、

「購こう買ばいのお昼ひるの大だい混こん雑ざつで、男だん子しや、一いち部ぶの体たい力りょくのある生せい徒とが人にん気き商しょう品ひんを買かいしめてしまうことに不ふ満まんがある。どう考かんがえるか？」とか、

「同どう好こう会かいが自じ由ゆうに活かつ動どうするのはいいことだが、似にたような内ない容ようの同どう好こう会かいがたくさんあるのはどうなのか？」みたいな、わたしなら、とてもすぐには答こたえられないような質しつ問もんが、次つぎ々つぎと飛とんできた。

　でも、実み咲さきはすべてきちんと答こたえていった。







「すごかったね、実み咲さき！　あんなに色いろ々いろつっこまれたのに、全ぜん部ぶちゃんと切きり返かえすなんて、２年ねん生せいの候こう補ほ者しゃでも、なかなかできないんじゃない!?」

　わたしは、興こう奮ふんしながら実み咲さきを見みた。

　結けっ局きょく、この昼ひる休やすみは、あの３年ねん生せいの１クラスしか回まわれなかった。

　それでも、あのクラスの先せん輩ぱいたちは、真しん剣けんに聴きいてくれて、最さい後ごには口くち々ぐちに、

「がんばってね！　応おう援えんしてるから」

　って言いってくれたんだ。

「かなり必ひっ死しだったけど……言いいたいことは言いったって感かんじ。伝つたわったかな？」

「うん！　絶ぜっ対たい伝つたわってたよ！　きっと実み咲さきに投とう票ひょうしてくれると思おもう」

　昼ひる休やすみの時じ間かんもほとんど終おわりかけていて、生せい徒との姿すがたもかなり少すくなくなってる。

　５時じ間かん目めに遅おくれないように、わたしたちは早はや足あしで歩あるく。

「よかった。これも清きよ瀬せ先せん輩ぱいのおかげ」

　１年ねんの教きょう室しつに向むかって、階かい段だんを上のぼり始はじめたところで、下おりてくる人ひととすれ違ちがった。

　わたしは、駆かけ足あしで階かい段だんを上のぼっていきながら、後うしろからついてくる実み咲さきに、声こえをかける。

「理り央お先せん輩ぱいは、きっかけをくれただけだよ。そこからがんばってるのは、実み咲さきじゃん」

「みんなにも、そう思おもってもらえるように、がんばらないと……キャッ！」

　えっ!?

　突とつ然ぜん、実み咲さきの悲ひ鳴めいが聞きこえて、わたしはあわてて、後うしろをふり返かえった。

　──ちょっ！

　すぐ目めに入はいったのは、階かい段だんの途と中ちゅうで、状じょう態たいをそらして姿し勢せいをくずしてる、実み咲さきの姿すがた。

　手てすりをつかもうと伸のばした手てが、宙ちゅうをつかんで。

　軸じく足あしが、あるはずの段だんに着つかず、体からだが後うしろにかたむく。

　階かい段だんをふみはずした!?

　完かん全ぜんに、実み咲さきの足あしが浮ういてる。
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　まずいっ！

　このままだと、後こう頭とう部ぶから落おちる！

　わたしはとっさに、両りょう手てを伸のばして、飛とんだ。

　実み咲さきに、勢いきおいよく体たい当あたりするように、飛とびだす。

　真ま下したに落おちようとしていた実み咲さきの落らっ下か角かく度どを変かえて、両りょう手てで抱だきしめたまま、そのままくるっと体からだを回かい転てんして……

　ズダ───ン！

　くはっ！

　階かい段だんの踊おどり場ばの床ゆかに、背せ中なかをぶつけて、一いっ瞬しゅん、息いきが詰つまる。

　自じ分ぶんの体からだをクッションにして、実み咲さきをかばったから、実み咲さきの体たい重じゅうまでかかって……とっさに、声こえがでない。

「……ア、アスカ、大だい丈じょう夫ぶ!?」

　腕うでの中なかで、実み咲さきが起おきあがる。

　あ、実み咲さきは無ぶ事じみたい。

「だ、大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ……」

　わたしは顔かおをしかめつつ、体からだをおこす。

　うん、どこもケガはしてないみたい。

　ぶつけた背せ中なかが、軽かるく痛いたむけど、痛いたみはどんどん引ひいていってる。

　これぐらいなら、問もん題だいない。

「アスカ、ケガはない!?」

「うん平へい気き。わたしが丈じょう夫ぶなの、知しってるでしょ」

「でも、わたしの下した敷じきになったから、受うけ身みもとれなかったんじゃ……」

　まあね。

　だけど、落おちたっていうより、自じ分ぶんから飛とんだんだもん。

　階かい段だんをころがり落おちないように、あえて平たいらな床ゆかにむけて。

　受うけ身みはとれなくても、落おちるタイミングがわかってたから、打だ撃げきを受うける瞬しゅん間かんに体からだに力ちからを込こめてることで、受うけ身みのかわりにできる。

　筋きん肉にくを、鎧よろいのかわりにするイメージ。

　そんなことが、できるようになったのも、レッドの仕し事ごとのおかげだけど。

　それよりも……。

「実み咲さき、階かい段だんを踏ふみ外はずしたの？」

「それが……」

　実み咲さきは言いいかけて、顔かおを曇くもらせた。ぶるっと、体からだをふるわせる。

　遅おくれて、ショックがきたみたい。

　わたしは、実み咲さきの手てをギュッとにぎって、「大だい丈じょう夫ぶ」と目めで語かたりかけた。

「下おりてきた人ひとと、ぶつかって…………気きのせいかもしれないけど、不ふ自し然ぜんにぶつかってきたっていうか……突つき落おとされたような、感かんじがしたんだよね……」

　えっ！

　おもわず、あたりを見み回まわすけど、あたりにはだれもいない。

　うん、たしかにわたしも、階かい段だんを上のぼっていく途と中ちゅうで、だれかとすれ違ちがったような気きがする。

　あの人ひとに、突つき落おとされたの……？

「どんな人ひとだった？　生せい徒と？」

「……多た分ぶん。でも、よく覚おぼえてない。しゃべってたから、アスカの背せ中なかを見みてたし」

　たしかに、わたしもほとんど覚おぼえてない。

　背せが高たかかった記き憶おくはないから、生せい徒とかもしれないけど……。

　ううーっ、わたしのバカ！　バカ！　バカ！

　絶ぜっ対たいに実み咲さきから目めを離はなさないって決きめてたのに、実み咲さきより先さきに階かい段だんを上のぼるなんて……。

　ボディガード失しっ格かくだよ!!

　わたしが厳きびしい表ひょう情じょうになったからか、

「ううん！　たぶん気きのせいだよ。そんなことあるわけないもん」

「でも、ぶつかったせいで、実み咲さきが階かい段だんから落おちたのに、そのまま行いっちゃうなんて……」

「怖こわくなって逃にげちゃったのかもしれないよ。しかたないって」

　実み咲さきが、かばうように笑わらう。

　でも、その声こえがちょっとふるえてる。

　怖こわい目めにあったんだから、当あたり前まえだよね。

「ごめん、実み咲さき。守まもれなくて……！」

　おもわず、謝あやまった、そのとき。

　ふと視し線せんを感かんじて、目めを上あげると、そこにいたのは……。

　な、中なか小こう路じ先せん輩ぱい!?

　上うえの階かいの踊おどり場ばの手てすりに手てをかけて、中なか小こう路じ先せん輩ぱいがこちらを見み下おろしてる。

　なにを考かんがえているのか、まったく読よめない無む表ひょう情じょうで……。

　いったい、なんなの!?

　すれちがいざまに、実み咲さきを突つき落おとしたやつは、下したの階かいに逃にげたはずだけど……。

　──大だい事じな友ゆう人じんから目めを離はなすな。

　恭きょう也やの声こえが、耳みみによみがえった、そのとき、

　キーンコーンカーンコーン！

　５時じ間かん目めの始はじまるベルが鳴なった。

「いけない！　アスカ、早はやく行いかなきゃ！」

　あわてて立たち上あがった実み咲さきに手てを貸かしながら、もう一いち度ど視し線せんを上あげたときには。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、もうそこにはいなかった。

「アスカ、早はやく！」

　言いいながら走はしり始はじめた実み咲さきのあとを追おいかける。

　いったい、なんなんだろう？

　あの人ひとが、恭きょう也やの言いってた、実み咲さきを狙ねらう敵てきなのかな。

　でも、どうして恭きょう也やが、実み咲さきと中なか小こう路じ先せん輩ぱいのことなんかを、忠ちゅう告こくしにくるんだろう？

　考かんがえても、ぜんぜんわからない。

　それはケイの仕し事ごとだもんね！

　とにかく、わたしは実み咲さきのボディガードに徹てっすること。

　さっきは、うっかりしちゃったけど、もう、絶ぜっ対たいに、目めを離はなさないようにしないと！







　　　　12　親しん友ゆうでいたいから




「いよいよ、明日あしたで最さい後ごだね」

　実み咲さきが少すこしだけ、さびしそうに言いった。

　最さい終しゅう下げ校こう時じ刻こくが近ちかづいて、夕ゆう暮ぐれの教きょう室しつには、わたしと実み咲さき、水み夏なつと優ゆ月づきの４人にんしかいない。

　明日あしたは、11月がつ21日にち。

　選せん挙きょ戦せんの、最さい後ごの日ひ。

　そして、生せい徒と会かい長ちょう選せんの投とう票ひょう日びでもあるんだよね。

　最さい終しゅう日びの土ど曜よう日びには、全ぜん校こう生せい徒とが講こう堂どうに集あつまって、立りっ候こう補ほ者しゃの最さい後ごの演えん説ぜつと、公こう開かい討とう論ろん会かいがある。

　公こう開かい討とう論ろんっていうのは、演えん説ぜつの内ない容ようをおたがいに聴きいた上うえで、立りっ候こう補ほ者しゃがたがいに意い見けんをぶつけあう会かいなんだって。

　そのあと、全ぜん校こう生せい徒とが、生せい徒と会かい長ちょうにしたい人ひとの名な前まえを投とう票ひょうする。

　だから、このイベントの印いん象しょうで、事じ前ぜんの予よ想そうから、結けっ果かが大おおきく変かわることもあるんだって。

「毎まい日にち、走はしりまわってたけど……あっという間まだったね、１週しゅう間かんなんて」

　残のこったチラシのたばをまとめながら、実み咲さきが言いう。

　たしかに。

　ふだん通どおりに授じゅ業ぎょうもあって、あいまにチラシを配くばったり。

　昼ひる休やすみには、急いそいでごはんを食たべて、残のこりの時じ間かんは、ギリギリまで教きょう室しつ回まわりをしたり。

　放ほう課か後ごは、水み夏なつと優ゆ月づきは、部ぶ活かつのあいまを縫ぬって、せいいっぱい手て伝つだってくれた。

「あとは、明日あしたの実み咲さき次し第だいだね」

　水み夏なつが、実み咲さきを見みつめる。

「実み咲さきちゃんなら、だいじょうぶだよ」

　優ゆ月づきが、実み咲さきにうなずきかける。

「…………」

　ん？

　視し線せんを感かんじて、わたしは目め線せんを上あげる。

「……アスカ、どうかした？」

　へ？

「今いまの流ながれだと、次つぎにアスカがなにか言いうタイミングだったと思おもうんだけど」

　水み夏なつが、怪け訝げんそうな顔かおで、わたしを見みてる。

　ああ、ごめんごめん！

　すっかり、違ちがうことに気きをとられてた。

　違ちがうことっていっても、実み咲さきのことなんだけどね。

　恭きょう也やの忠ちゅう告こくから、明日あしたで１週しゅう間かん。

　階かい段だんから落おちかけたあの事じ件けん以い外がい、なにもおきてない。

　あれ以い降こうは、さらに気きをつけて目めを光ひからせていたから、わたしのボディガードがうまくいったのか、それとも……。

　そんなことを考かんがえてて、気きがつかないうちに、上うわの空そらだったみたい。

「ごめん。でも、実み咲さきのこと、今いまさら心しん配ぱいしてないよ。この１週しゅう間かん、そばで見みてて、確かく信しんしたもん。いつも通どおりの実み咲さきで大だい丈じょう夫ぶ」

　苦にが笑わらいしながら、実み咲さきに言いうと、実み咲さきもコクリとうなずいた。

「うん。清きよ瀬せ先せん輩ぱいからも、似にたようなことが、メールできてた。『人ひとの意い見けんに惑まどわされないこと。自じ分ぶんがどうして生せい徒と会かい長ちょうになりたいと思おもったか、最さい初しょの気き持もちを、忘わすれなければ大だい丈じょう夫ぶ。どんな結けっ果かになっても、選せん挙きょが終おわったあとに、笑わらって終おわれたら、勝かちだ』って」

　理り央お先せん輩ぱいらしい。

　笑わらって終おわれたら勝かち、かぁ。

　そうだよね！

　今いままで、やれることは全ぜん部ぶ、やってきたんだし。

　後こう悔かいなんて、実み咲さきも、水み夏なつも、優ゆ月づきも、ないはず。

　残のこり１日にちも、それと同おなじようにするだけ。

「よし、じゃあ帰かえろうか！　明日あしたもよろしくね、みんな」

　実み咲さきが言いって、わたしたちはうなずく。

「わたしは、まだ部ぶ活かつやってると思おもうから、顔かお出だしてくるね。アスカもいっしょに行いく？」

　水み夏なつが、わたしにきいてくる。

　演えん劇げき部ぶも、しばらく顔かおを出だしていないけど、今いまは実み咲さきを１人ひとりにできないからね。

「選せん挙きょが終おわるまでは、やめとく」

「そっか」

「水み夏なつ。幸ゆき村むら先せん輩ぱいに『今こん度ど、あらためてお礼れいに行いきます』って伝つたえておいてもらえないかな？」

「うん。伝つたえとく」

「わたしも、家か庭てい科か部ぶの片かたづけ、手て伝つだってくるね」

　優ゆ月づきも立たち上あがる。

「本ほん当とうにありがとう、水み夏なつ、優ゆ月づき」

　実み咲さきが、教きょう室しつを出でていこうとする、水み夏なつと優ゆ月づきの背せ中なかに向むけて、言いった。

　２人ふたりとも、部ぶ活かつとのかけもちしてるのに、グチの１つも言いわずに、手て伝つだってくれたんだよね。

「そういうのは、生せい徒と会かい長ちょうに当とう選せんしてから、聞きかせてよね」

「うん！　わたしもそれがいいな」

　水み夏なつと優ゆ月づきが、笑え顔がおで返かえしてくる。
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「……だね。そうする」

　水み夏なつと優ゆ月づきが、教きょう室しつを出でていって、足あし音おとが遠とおざかる。

　急きゅうに、教きょう室しつが静しずかになった気きがした。

　実み咲さきと２人ふたりっきりになるのは、めずらしくないのに、なんだかいつもと、違ちがう感かんじがする。

　ああ、そうか。

　ここのところ、２人ふたりきりでも、選せん挙きょ活かつ動どうでいそがしかったもんね。

　今いまはもう、することがない。

　そういうのって、ひさしぶりだからかも。

　窓まどの外そとを見みていた実み咲さきが、わたしをふり返かえった。

「アスカも、ありがとう。選せん挙きょ活かつ動どうの間あいだ、ずっと、わたしといっしょにいてくれたでしょ。すごく心こころ強づよかった」

　そんなの、当あたり前まえだよ。

　それに、わたしは水み夏なつや優ゆ月づきみたいに、選せん挙きょ活かつ動どうのために役やく立だつような、特とく別べつなことができるわけじゃないからね。

　いつもいっしょにいて、できることをやるのが、一いち番ばんわたしに合あってる手て伝つだい方かたかなって。

　おかげで、実み咲さきに気きづかれないように、ボディガードすることもできたしね。

「でも、肉にく体たい労ろう働どうから、地じ味みな仕し事ごとまで、なんでも率そっ先せんしてやってくれたでしょ」

　それは、できることなら、手て伝つだうのは当とう然ぜんじゃん。

「その当とう然ぜんを、さらっとやれちゃうのが、アスカのすごいところだよね」

　そうなの……かな？

　なんで、ほめられてるのか、よくわからないんだけど。

　そのとき実み咲さきが、日ひが暮くれかけた窓まどの外そとを見みながら、ぽつりと言いった。

「……本ほん当とうはさ、生せい徒と会かい長ちょう選せんには、アスカが立りっ候こう補ほしたらいいのにと、思おもってたんだよね」

　へ？……ええええっ!?

　わたし？

　っていうか、実み咲さき、そんなこと考かんがえてたの!?

　な、なんで!?

「みんな、考かんがえたと思おもうよ」

　実み咲さきが、クスリと笑わらう。

「アスカは、クラスでも一いち番ばん、行こう動どう力りょくがあって、ムードメーカーで、リーダーシップもあるでしょ。それでいて、だれに対たいしても、公こう平へいだし。もし、アスカが生せい徒と会かい長ちょうになったら、折おり原はら会かい長ちょうのときとはぜんぜんちがうけど、きっと、すごく楽たのしい学がっ校こうにしてくれるんじゃないかって。アスカを見みてると、自し然ぜんにそんなことを期き待たいしちゃうの」

　そ、そんなあ……。

　わたし、まるっきりそんなこと、考かんがえてなかったよ！

「だよね。だから、アスカに生せい徒と会かい長ちょうになるのを期き待たいするって、アスカの気き持もちを、ぜんぜん考かんがえてないってことに、気きづいたんだ」

　わたしの気き持もち？

「うん。アスカがそばにいると、ついたよっちゃうんだよね。アスカなら、やってくれそうって思おもっちゃって。実じっ際さい、お願ねがいしたら、アスカってやれちゃうしね。でも、それじゃあダメなんだって思おもったの。アスカなら、もっとうまくできるんじゃないかって思おもっても、自じ分ぶんの理り想そうは、自じ分ぶんの力ちからで実じつ現げんさせなきゃいけないんだって。……たとえ失しっ敗ぱいしても、自じ分ぶんでやってみなきゃ、だめなんだって」

　実み咲さきはそう言いうと、こちらを振ふり返かえった。

「これからも、ず～～っと、アスカと親しん友ゆうでいたいから」

　実み咲さき……。

　そんなの、わたしだって、いっしょだよ！

　わたしのほうこそ、いつも実み咲さきをたよってばっかりだから。

　勉べん強きょうもそうだし、大おおざっぱなわたしのフォロー、いつもしてくれてるのも、知しってるし。

「ふふふっ……。なんだ。わたしたち、同おなじこと考かんがえてたんだ」

　実み咲さきが吹ふきだすように笑わらって、言いった。

　わたしも、自し然ぜんと笑えみがこぼれる。

　おたがいに、相あい手てをたよってるって思おもってて、それじゃあいけないとも考かんがえてた。

　似にたものどうしって、ことなのかな？

　でも、実み咲さきががんばるのを見みてるから、わたしもがんばれるんだよね。

　わたしだって、実み咲さきの親しん友ゆうでいたいんだから。

　まずは、明日あしたの実み咲さきを、せいいっぱい、応おう援えんしなくちゃ。

　泣ないても笑わらっても、じゃなくて、絶ぜっ対たい笑わらって終おわれるために。







　　　　13　ケイのおもわく




　家いえに帰かえって、部へ屋やに入はいると、ケイがいた。

　いつも通どおり、机つくえに向むかって、すごい速はやさでパソコンのキーボードをたたいてる。

　結けっ局きょく、ケイは実み咲さきの選せん挙きょ活かつ動どうの間あいだ、ほとんど、手て伝つだってくれなかったんだよね。

　いつもなら、ムリヤリ引ひっぱってくるところなんだけど、そうしなかったのには理り由ゆうがある。

　パソコンに向むかっているのは、いつものことなんだけど、パソコンをたたいてるケイの様よう子すが、レッドの仕し事ごとの準じゅん備びをするときと、似にてたんだよね。

　なにかを考かんがえ続つづけてるときの、ケイの集しゅう中ちゅう力りょくは、ふつうじゃないから。

　わたしだけでなく、この１週しゅう間かんはクラスメイトも遠とお巻まきにしてるくらいだった。

「……明日あしたで、選せん挙きょも最さい終しゅう日びだな」

　キーボードをたたきながら、ケイが言いう。

「う、うん。明日あしたが最さい終しゅう討とう論ろん会かいと、投とう票ひょう日び」

　覚おぼえてたんだ。

　この１週しゅう間かん、一いち度ども話わ題だいにならなかったから、てっきりぜんぜん頭あたまにないんだと思おもってたけど……。

「なにか、選せん挙きょで気きになることがあるの？」

　ケイが話はなしをふってくるときは、そうとしか思おもえない。

　ふだんは、わたしから、しつこ〜く話はなしかけないと、会かい話わしてくれないし。

「ハッキリとはわからない。ただ、引ひっかかってることがある」

　引ひっかかってること？

　それって、恭きょう也やの忠ちゅう告こくのこと？

「それもある」

　それもある……って、それだけじゃないの!?

「投とう票ひょう日びは、11月がつ21日にちだ」うん。そうだけど？

　ケイがキーボードをたたく。

「偶ぐう然ぜんか、それとも……」ケイがつぶやく。なにが偶ぐう然ぜんなの？

「…………」

　どうやら、もう答こたえてくれる気きはないらしい。

　いつものことだけど、マイペースっていうか、一いっ方ぽう的てきというか……。

　まあ、いいけどさ、必ひつ要ような時ときは、話はなしてくれるんだろうし。

　でも、恭きょう也やの忠ちゅう告こくっていったいなんなんだろう。

　階かい段だん落らっ下か未み遂すい事じ件けんはあったけど、結けっ局きょく、実み咲さきは無ぶ事じだったし。

　それからは、気きをゆるめずに警けい護ごしてたから、特とくに危き険けんな目めにもあってない。

　そもそも、恭きょう也やがわざわざ顔かおを見みせてまで、警けい告こくしにくるようなことって、いったいなに？

　う〜ん……。

　ますます、わからないんですけど。

　恭きょう也やといい、ケイといい、どうしてハッキリ言いってくれないんだろう。

　もう、わたしの頭あたまの中なか、選せん挙きょのことでいっぱいなんだから、これ以い上じょう、考かんがえごとを増ふやさないでよね！







　　　　14　人じん事じを尽つくして




　とうとう、選せん挙きょ最さい終しゅう日び。

　土ど曜よう日びだけど、今日きょうは授じゅ業ぎょうはなし。

　午ご前ぜん中ちゅうに来きてるのは、選せん挙きょに関かん係けいある人ひとだけで、一いっ般ぱんの生せい徒とは、昼ひるから登とう校こうすることになっている。

　だけど、休やすむ人ひとは、理り央お先せん輩ぱいの生せい徒と会かい長ちょう選せん挙きょのときから、ほとんどいないんだって。

　でも、わかる気きがする。

　これまで、実じっ感かんしたことなかったけど、選せん挙きょってすごく大たい切せつなものなんだ。

　これから１年ねんの学がっ校こう生せい活かつが、楽たのしいものになるかどうか、かかってるんだしね！

　いままでは、生せい活かつは、親おやや先せん生せいがととのえてくれるものだったから、どうしたいかとか、あまり考かんがえたことがなかった。

　でも、中ちゅう学がくはちがう。

　自じ分ぶんの学がっ校こうをどうしてほしいか、どんな生せい活かつを送おくりたいのか、生せい徒と会かい長ちょうを選えらぶことで、自じ分ぶんの手てで決きめることができるんだ。

　生せい徒と会かい長ちょうなんて、だれがやっても同おなじだから、だれかが適てき当とうにやっといてよ……って思おもうかもしれないけど。

　本ほん当とうに理り想そうを持もった人ひとがなるか、それとも、お祭まつり騒さわぎがしたいだけだったり、時ときには権けん力りょくを握にぎりたいだけの人ひとがなるかでは、きっと、ぜんぜんちがう。

　だから、自じ分ぶんの持もってる１票ぴょうを、だれに入いれるか、真しん剣けんに考かんがえるんだよね。

　そのための、最さい後ごの機き会かいが、これからある、最さい終しゅう討とう論ろん会かい。

　これまでの選せん挙きょ活かつ動どうでは、立りっ候こう補ほ者しゃそれぞれ、別べつ々べつに、主しゅ張ちょうを聴きいてきたけど。

　今日きょうは、全ぜん員いんの演えん説ぜつをまとめて聴きける上うえに、その後あとで、公こう開かい討とう論ろん会かいがある。

「あなたはさっき、ああ言いっていたけれど、この問もん題だいについてはどうするつもりですか？」

　とか、

「あなたの公こう約やくは、本ほん当とうに実じつ現げんできると思おもっているんですか？　ムリなのでは？」

　とか、その場ばで、立りっ候こう補ほ者しゃがたがいに意い見けんをぶつけあうんだって。

　そうすることで、どの候こう補ほ者しゃが、どれくらい掘ほり下さげた考かんがえをもっているか、どれくらい真しん剣けんに問もん題だいにとりくんでいるか、それに、その人ひとの性せい格かくまで見みえてくるんだって。

　と言いっても、去きょ年ねんの討とう論ろん会かいを見みていないわたしたちは、想そう像ぞうするしかない。

　それで、力ちからを貸かしてくれたのが、やっぱり理り央お先せん輩ぱいだった。







「──じつは、この討とう論ろん会かいのせいなんだ、１年ねん生せいが『圧あっ倒とう的てきに不ふ利り』だと言いわれているのは」

　討とう論ろん会かいについて聞ききにいったとき、理り央お先せん輩ぱいはまじめな顔かおで言いった。

「ど、どうしてですか？」

「全ぜん校こう生せい徒との注ちゅう目もくを浴あびながら、２年ねん生せいを相あい手てに議ぎ論ろんするなんてことができる１年ねん生せいは、ほとんどいないさ。しかも、まだ経けい験けんしていないことを突つっ込こまれて、うろたえたところにたたみかけられたら、自じ滅めつしないでいられると思おもうかい？　聴ちょう衆しゅうは、立りっ候こう補ほ者しゃの、顔かお色いろや態たい度ども見みているんだ」

　青あおざめた実み咲さきに、理り央お先せん輩ぱいはさらに言いった。

「最さい終しゅう討とう論ろん会かい前まえの調ちょう査さでは、勝しょう利り確かく実じつと言いわれていた候こう補ほ者しゃが、他ほかの候こう補ほ者しゃから議ぎ論ろんをふっかけられてタジタジになったことで一いっ気きに形けい勢せいが不ふ利りになって、負まけてしまった例れいもある。また、低てい俗ぞくな質しつ問もんや、言いいがかりをつけるようなことをされて、カッとなったり、失しつ言げんをしたりしてもマイナスなんだ」

　そ、そんなこともあるんだ……。

「今こん回かいの選せん挙きょ戦せん、実み咲さきはおおかたの予よ想そうに反はんして、かなり善ぜん戦せんしているからね、中なか小こう路じだけでなく、他ほかの候こう補ほ者しゃも、ここで巻まき返かえしをはかるために、実み咲さきに議ぎ論ろんを集しゅう中ちゅうさせてくることは想そう像ぞうできる」

　ごくっとつばを飲のんだわたしたちに、理り央お先せん輩ぱいは、にやっとして言いった。

「勝しょう負ぶどころだよ、実み咲さき」







「いよいよだね」

　最さい終しゅう討とう論ろん会かいの会かい場じょうである体たい育いく館かんのかたすみで、わたしと実み咲さきは、リハーサルの順じゅん番ばんを待まっているところ。

　いま、体たい育いく館かんには、生せい徒と会かいのほかに、立りっ候こう補ほ者しゃと手て伝つだいの人ひとしかいない。

　本ほん番ばん前まえに、控ひかえの席せきから、演えん説ぜつをするための壇だん上じょうに移い動どうする順じゅん路ろとか、その後あと、壇だん上じょうに並ならべられたどのイスに座すわるかなど、具ぐ体たい的てきに教おしえてもらって、イメージを作つくっておくためだ。

　そのとき、

「やあ、１年ねん生せい候こう補ほくん」

　声こえがして、振ふりかえると、中なか小こう路じ先せん輩ぱいがこっちにやってくるところだった。

　後うしろに、付つき添そいらしい、女じょ子しの先せん輩ぱいがついてきてる。

「こんにちは、中なか小こう路じ先せん輩ぱい」

　と、実み咲さきが答こたえて、わたしは、ジロリと中なか小こう路じ先せん輩ぱいを見みる。

「なかなか、がんばるじゃないか。どうやら、生せい徒と会かい長ちょうにはぼくときみ、どちらかが決きまりそうだね」

　……えっ？

　めずらしく、実み咲さきを認みとめるようなこと、言いうじゃない。

　意い外がいと、いいやつなの？

「ほかにも、候こう補ほ者しゃの方かたはいます。投とう票ひょうの結けっ果かが出でるまではわかりません。それに、まだ最さい終しゅう討とう論ろん会かいもありますし」

　実み咲さきが、まっすぐに中なか小こう路じ先せん輩ぱいを見み返かえして言いう。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、やれやれという感かんじに、肩かたをすくめる。

「どの程てい度ど、自じ分ぶんに支し持じが集あつまっているかくらい、調ちょう査さするだろう。まあ、１年ねん生せい候こう補ほには難むずかしいかもしれないけどね」

　むぅ……さっき言いったの、やっぱりなし！

　本ほん当とう、イヤミなやつ！

「さて。そろそろ順じゅん番ばんかな。……ああ、そうだ。何なん度どか、危あぶない目めにあったらしいじゃないか。おたがい、ケガには気きをつけたいね」

　言いいたいことだけ言いって、中なか小こう路じ先せん輩ぱいは舞ぶ台たいのほうに、歩あるいていってしまう。

　わたしは、中なか小こう路じ先せん輩ぱいの背せ中なかを、じっとにらむ。

　……実み咲さきが危あぶない目めにあったことを、知しってた。

　スチール棚だなや、植うえ木き鉢ばちのことは、ウワサに聞きいて知しっててもおかしくないけど……。

　なんか、あやしいんだよね、中なか小こう路じ先せん輩ぱいって。







　実み咲さきの打うち合あわせが終おわると、わたしたちは、教きょう室しつにもどるために体たい育いく館かんを出でた。

　まだ、10時じ過すぎ。

　最さい終しゅう演えん説ぜつは午ご後ごの１時じから始はじまって、投とう票ひょうは３時じから。

　まだ、時じ間かんがあるんだよね。

　校こう舎しゃと体たい育いく館かんをつなぐドアに鍵かぎがかかって、まだ開あいていないから、クツにはきかえて、校こう舎しゃの外そとにまわる。

　いつもなら、にぎやかな校こう舎しゃが、この時じ間かんでも静しずかなのは、ちょっと不ふ思し議ぎな感かんじがする。

「あー、なんか午ご後ごまで、へんに時じ間かんが、あまっちゃったね」

　実み咲さきが伸のびをしながら、明あかるい声こえで言いう。

　なにか、吹ふっ切きれたような声こえが、少すこし意い外がい。

　午ご後ごの最さい終しゅう討とう論ろん会かいにむけて、緊きん張ちょう感かんが上あがってると思おもってたから。

「実み咲さき、討とう論ろん会かいの準じゅん備び万ばん全ぜんなの？」

　後うしろ姿すがたにきいてみると、振ふり返かえって笑わらった。

「うーん。万ばん全ぜんとは、言いえないけど……理り央お先せん輩ぱいにつきあってもらって、やれるだけのことは、やったと思おもうから。あとは、本ほん番ばんのなりゆきにまかせようと思おもって」

　最さい終しゅう日び前まえの３みっ日か間かん、学がっ校こうから帰かえった後あとに、実み咲さきは理り央お先せん輩ぱいの家いえに行いって、毎まい晩ばん、特とっ訓くんを受うけていたんだって。

　秀しゅう才さいの大だい貴き先せん輩ぱい、健けん人と先せん輩ぱいにもつきあってもらって、鋭するどいツッコミや、いじわるな質しつ問もんまで、色いろ々いろな議ぎ論ろんを投なげかけられて、どういうふうに答こたえるか、っていう特とっ訓くん。

　わたしはその場ばにはいなかったんだけど、かなり厳きびしい練れん習しゅうだったらしい。

　理り央お先せん輩ぱいが「実み咲さきの根こん性じょうは、アスカにも劣おとらないな」なんて、言いってたもん。
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「ううん、むしろわたしは、理り央お先せん輩ぱいの『伝でん説せつ』ぶりにびっくりしちゃった。的てき確かくに質しつ問もんをして、私わたしの考かんがえがあさいところは指し摘てきしてくれるけど、どうすべきだとか、どう考かんがえるべきだとかは、言いわないでいてくれるの。だから、理り央お先せん輩ぱいたちに向むかって話はなしをしているうちに、自じ分ぶんの意い見けんが、どんどんハッキリとしていって、自じ分ぶんのなりたい生せい徒と会かい長ちょう像ぞう、めざしたい学がっ校こうの姿すがたが、しっかりと見みえるようになったんだ。理り央お先せん輩ぱいにコーチについてもらえて、本ほん当とうにラッキーだったよ」

　そう言いった実み咲さきは、すごく落おちついて見みえた。

　なんか、この１週しゅう間かんで、実み咲さきがぐっと大人おとなっぽくなったような気きがする。

　そりゃそうだよね、１年ねん生せいにして、生せい徒と会かい長ちょうに立りっ候こう補ほして。

　良よくも悪わるくも、注ちゅう目もくされて。ウワサされて。

　しかも、怖こわいめにも、あったりして。

　それでも、がんばってきたんだもん。

「よかったね。ここのところ、いそがしかったから、最さい終しゅう演えん説ぜつまでは、２人ふたりでのんびりしてようよ。もう、やることもないんだし」

　そう言いうと、実み咲さきが目めを丸まるくしてから、笑わらった。

「そっか……そうかもね。じつは、やっぱりちょっと緊きん張ちょうしてたんだ。だけど、今いまのアスカの言こと葉ばで、ほっとしちゃった」

　うん？

　もしかしてわたし、のんきすぎた？

「ううん。そんなことないよ。アスカらしくて、いいと思おもう」

　実み咲さきは笑わらってる。

　う〜ん。

　実み咲さきはほめてるつもりなんだろうけど、素す直なおに喜よろこんでいいのかなぁ。

　わたしは、考かんがえながら上うえを向むく。

　……………………えっ!?

　目めに入はいったのは、植うえ木き鉢ばち。

　わたしは、とっさに実み咲さきに飛とびかかって、そのまま横よこにとぶ。

　パンッ！

「な、なに!?」

　実み咲さきが目めを見み開ひらく。

　わたしは、その間あいだも、校こう舎しゃを見み上あげたままでいる。

　どこ!?　いったい、どこから落おちてきてるの!?

　見み回まわすと、真ま上うえにあたる窓まどから、また１つ、植うえ木き鉢ばちがあらわれた。

　植うえ木き鉢ばちに添そえられているのは、２本ほんの腕うで。

　その手てから、パッと離はなれ──

　パンッ！

「きゃあっ！」

　２つ目めの植うえ木き鉢ばちが、地じ面めんで割われる。

　その前まえに、わたしは実み咲さきの背せ中なかを押おして走はしり出だしていた。







　　　　15　敵てきか、味み方かたか!?




　正しょう面めん玄げん関かんのくつ箱ばこの前まえで、別わかれる。

「実み咲さきは教きょう室しつにもどってて！」

「う、うん。アスカは？」

「もちろん！　犯はん人にんをつかまえるっ！」

　わたしの足あしなら、あの犯はん人にんが逃にげる前まえに、追おいつけるかもしれない！

　あの位い置ちは、３階かいの空あき教きょう室しつ。

　くつ箱ばこの脇わきから上うえに上のぼる階かい段だんを上あがれば、１分ぷんもかからない！

　バンッ！

　３階かいの空あき教きょう室しつにつくと、ドアをおもいっきり開あける。

　ときどきしか、使つかわれないらしく、教きょう室しつには机つくえとイスはならんでいるものの、ホコリっぽい匂においがこもってる。

　正しょう面めんの窓まどが１つ、開あいている。

　その開あいた窓まどから、身みを乗のり出だすように、下したを見みている男だん子し生せい徒との姿すがたがあった。

「だれっ!?」

　大おお声ごえで言いうと、窓まどの外そとを見みていた男だん子しが、ゆっくりとこちらを向むいた。

「中なか小こう路じ先せん輩ぱい！」

　さらりとした黒くろ髪かみに、整ととのった目め鼻はなだち。

　肩かたには、名な前まえの書かかれたタスキが掛かかってる。

　わたしがあらわれたのに、おどろく様よう子すもない。

　クールな表ひょう情じょうはいつもどおりだけど……もう逃にがさないんだからね！

「やっぱり、あなたが実み咲さきを狙ねらう犯はん人にんだったんですね！」

「……なにか誤ご解かいをしてるようだな。ぼくも植うえ木き鉢ばちが落おちる音おとを聞きいて、この教きょう室しつに来きたんだ。犯はん人にんは逃にげた後あとだったようだが」

　そっ、そんな言いい逃のがれ……!!

「そんなの信しんじられない！　生せい徒と会かい長ちょう選せんで、実み咲さきが邪じゃ魔まだから、狙ねらったんじゃないんですか？」

　わたしは、少すこし腰こしを落おとして、どんな動うごきにも対たい応おうできるようにかまえる。

「……聞きいてた通とおり、熱あつくなりやすいらしいな」

　ぼそっとした口く調ちょうで、中なか小こう路じ先せん輩ぱいが言いうのが聞きこえた。

　どういう意い味み!?

　なんだか今いま、話はなし方かたも少すこし違ちがったみたいな……。

「なにを言いってるの？」

　言いいながら、わたしは、中なか小こう路じ先せん輩ぱいにじりじりと近ちかづいていく。

　だけど、中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、余よ裕ゆうたっぷりに肩かたをすくめてるだけ。

　なんだか、違い和わ感かんを感かんじる。

　犯はん人にんを追おい詰つめてるはずなのに、そんな気きがまったくしない……。

　そんなことを、考かんがえていたときだった。

『きゃああああああああ！』

　とつぜん、窓まどの外そとから悲ひ鳴めいが聞きこえる。

　今いまの声こえ………………実み咲さき!?

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいを放ほうっておいて、窓まど際ぎわにかけよる。

　実み咲さきの姿すがたは見みえない。

　けど、今いまの声こえはまちがいない！

　ポケットから携けい帯たい電でん話わを取とり出だして、実み咲さきにかける。

　コール音おんが鳴なる前まえに「電でん源げんが切きられているか、電でん波ぱの届とどかないところにいる」というアナウンスが流ながれ始はじめた。

　どういうこと!?

　目めの前まえにいる、中なか小こう路じ先せん輩ぱいが犯はん人にんなんじゃないの!?

　混こん乱らんしながら、中なか小こう路じ先せん輩ぱいを見みると、彼かれはそのままの場ば所しょで、静しずかにわたしを見みつめていた。

　と、携けい帯たい電でん話わの着ちゃく信しん音おんが鳴なる。

　実み咲さき!?

　あわてて確かく認にんすると、表ひょう示じ画が面めんに「ケイ」と出でてる。

　このタイミングで、ケイから電でん話わ!?

「ケイ！」

『今いま、どこにいる？』

「どこって、３階かいの空あき教きょう室しつで、中なか小こう路じ先せん輩ぱいといっしょに……。それより実み咲さきが！」

　いつもの、冷れい静せいなケイの声こえに、ほっとしつつ答こたえる。

『わかっている。氷ひ室むろさんは誘ゆう拐かいされた』

　ゆ、誘ゆう拐かい!?

　だれに!?

　どうして！

　わたしはすぐさま、きびすを返かえして、教きょう室しつを飛とび出だそうとする。

　だけど、それより先さきに、ケイの声こえが聞きこえた。

『待まて。氷ひ室むろさんを助たすけるために、中なか小こう路じと話はなす必ひつ要ようがあるんだ』

　な、中なか小こう路じ先せん輩ぱいと？　なんなの、それ。

　やっぱり、先せん輩ぱいが犯はん人にんだってこと？

　ふりかえると、中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、余よ裕ゆうたっぷりに腕うでを組くんで、楽たのしげな表ひょう情じょうでこちらを見みている。

　さっきも感かんじたけど、なんだか変へんだ。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいが、こんな表ひょう情じょうをしてるのを、見みたことない。

　わたしは、ぐっと中なか小こう路じ先せん輩ぱいをにらみつける。

「やっぱり、中なか小こう路じ先せん輩ぱいが……!?」

『いや違ちがう。氷ひ室むろさんをさらったのは、中なか小こう路じじゃない』

　ケイが、ハッキリと言いい切きる。

「えっ、じゃあ……」

　いったい、だれが!?

『落おち着つけ、アスカ。まずは教おしえておく。その中なか小こう路じは偽にせ者ものだ』

　そっか。

　偽にせ者ものかぁ……。

「………………って！　にせものぉ!?」

　わたしはおもわず、中なか小こう路じ先せん輩ぱいを見みる。

『本ほん物ものの中なか小こう路じ先せん輩ぱいではない、という意い味みだ』
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　じゃあ、本ほん物ものの中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、どこにいるの!?

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、偽にせ者ものよばわりされても、微ほほ笑えみをうかべてる。

　どう考かんがえても、おかしい。

　でも、なんでケイがそんなこと知しってるわけ？

『中なか小こう路じのことは、生せい徒と会かい長ちょう選せんが始はじまったときから、なにかおかしいと思おもっていた。だから、証しょう拠こになるものを調しらべていたんだ。見みつけたのは、ファンタジスタと会あった日ひの夜よるだ。本ほん物ものの中なか小こう路じは、ヨーロッパの小しょう国こくにある小ちいさなホテルに長ちょう期き滞たい在ざいしている。プライベートビーチのある豪ごう華かなホテルらしい』

　ヨーロッパの小しょう国こく!?

　ただの中ちゅう学がく生せいが、なんで、そんなところにいるのよ。

『さらわれたんだ。正せい確かくに言いえば〝協きょう力りょくを要よう請せいされた〟ということかもしれない。……中なか小こう路じが泊とまるホテルを、借かりた人にん間げんの名な前まえは、織おり戸と恭きょう也やだ』

　恭きょう也や!?

　ちょ、ちょっと待まってよ！

　じゃあ、この偽にせ者ものの中なか小こう路じ先せん輩ぱいって……。

「ファンタジスタ本ほん人にんじゃない。体たい格かくが違ちがいすぎるからな」

　でも、じゃあいったい、何なに者ものなわけ？

　わたしは、そろりと中なか小こう路じ先せん輩ぱいを見みる。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、わたしの視し線せんに気きづくと、ふわりと笑わらった。

　ふつうの中ちゅう学がく生せいなら絶ぜっ対たいしないような……どこか、あの恭きょう也やに似にた、笑わらい方かた。

「……ふん。どうやら、本ほん物ものの中なか小こう路じの居い場ば所しょが、わかってしまったようだな。この短たん期き間かんで調しらべあげるとは。さすがだ」

　今いままでと違ちがう、荒あらっぽい口く調ちょうで、偽にせ中なか小こう路じ先せん輩ぱいが言いう。

「あなた何なに者もの？」

「オレは、ファンタジスタ様さまの部ぶ下かだよ」

　ぶ、部ぶ下か!?

　そんなのが、いたんだ！

　……ん？

　でも、だからって、この偽にせ中なか小こう路じが犯はん人にんじゃないって理り由ゆうにはならないよ。

　やっぱり、こいつが実み咲さきをおそった犯はん人にんなんじゃ……。

『違ちがう。最さい初しょはもちろん疑うたがったが、偽にせ中なか小こう路じの動うごきは、氷ひ室むろさんを狙ねらうものじゃなかった。むしろ、氷ひ室むろさんを狙ねらう犯はん人にんを阻そ止ししようとしているようだった』

　っていうことは、偽にせ中なか小こう路じのねらいは、実み咲さきを守まもることだったってわけ!?

「どうして、ファンタジスタの仲なか間まが、変へん装そうまでして、実み咲さきを守まもろうとするの!?　あの子こは、たんなる、ふつうの中ちゅう学がく生せいなのに！」

　わたしは、偽にせ中なか小こう路じをまっすぐに見みつめて、きく。

　だけど、偽にせ中なか小こう路じは、わたしの視し線せんを軽かるく受うけ流ながすと、言いった。

「ひとまず、場ば所しょを変かえようぜ。ここでは、誰だれに聞きかれるかわかったもんじゃない。それに、氷ひ室むろを助たすけに行いくんだろ？」

　もちろん！　助たすけに行いくに決きまってるでしょ！

「なら、案あん内ないしてやるよ。場ば所しょの見けん当とうはついてるからな」

　偽にせ中なか小こう路じは、余よ裕ゆうたっぷりに言いって、窓まど際ぎわからドアのほうへ、歩あるいていく。

　この余よ裕ゆうのあるところ、ファンタジスタによく似にてる。

　部ぶ下かっていうのは、本ほん当とうみたい。

『行いくぞ、アスカ』

　ケイの声こえがして、わたしも偽にせ中なか小こう路じのあとをついていく。

　ファンタジスタのペースに乗のせられるのは、気き分ぶんがよくないけど、実み咲さきを助たすけるためだもん。

　乗のってやろうじゃない！







　　　　16　ケイの推すい理り




　偽にせ中なか小こう路じ先せん輩ぱいに案あん内ないされたのは、学がっ校こう前まえに横よこづけされた、ワンボックスカーだった。

　すべての窓まどには、スモークガラスが貼はられていて、外そとからは見みえないようになってる。

　運うん転てん席せきには、黒くろ服ふくの男おとこがすわってる。

　あの男おとこも、ファンタジスタの部ぶ下かなんだろう。

　わたしと偽にせ中なか小こう路じ先せん輩ぱいが、後こう部ぶ座ざ席せきで、向むかいあうようにすわると、車くるまはすぐに走はしりだした。

　わたしは、通つう信しん機きだけつけて、ケイと音おん声せいをつないである。

　あと、ケイから言いわれて、ケイの声こえも、外そとに聞きこえるようにしてあった。

「まずは自じ己こ紹しょう介かいを、しておくか。オレはマサキ。さっきも言いったが、ファンタジスタ様さまの部ぶ下かだ」

　偽にせ中なか小こう路じ先せん輩ぱい──マサキが、口くちを開ひらく。

　姿すがたは中なか小こう路じ先せん輩ぱいのままだから、少すこし違い和わ感かんがあるけど、変へん装そうを解とくつもりはなさそう。

「ファンタジスタの部ぶ下かっていうことは、あなたもファンタジスタが所しょ属ぞくしてる、組そ織しきの人にん間げんってこと？」

　ファンタジスタやニックやファルコンが所しょ属ぞくしている組そ織しきが「タキオン」っていう名な前まえだっていうことは、美み華か子こさんから聞きいてる。

　マサキは首くびを横よこにふる。

「いや、ちがう。オレは組そ織しきとは、関かかわりはない。あくまで、ファンタジスタ様さまの個こ人じん的てきな部ぶ下かだ」

　関かん係けいない？

　そんなこと、信しんじられるわけ……。

『なるほど。だとすれば理り解かいできる』

　ケイが、わたしが言いい返かえすより早はやく、口くちをはさむ。

　理り解かいできるって、なにがよ？

『それは、この質しつ問もんをすればわかる。氷ひ室むろさんを狙ねらっているのは、誰だれか？　なんのためか？』

　あっ……。

　そういえば、そのことをきいてないままだった！

　でも、実み咲さきが狙ねらわれる理り由ゆうなんて……。

「さすが、鋭するどいな。ファンタジスタ様さまの言いってた通とおりか。……氷ひ室むろを狙ねらっているのは、おまえらの言いった『組そ織しき』だ」

　マサキは、さらりと答こたえる。

　タ、タキオンに、実み咲さきが!?

　なんで！

　実み咲さきは、ただの女じょ子し中ちゅう学がく生せいだよ！　狙ねらわれる理り由ゆうなんて、あるわけが……。

「組そ織しきといっても、末まっ端たんの小ちいさなところだ。そいつらが、ある取とり引ひきをするはずだった。これが、なかなか重じゅう要ような取とり引ひきらしくてな。しかし、あるミスをおかしたんだよ」

　ミスって？

『氷ひ室むろさんに、取とり引ひきの場ば所しょと時じ間かんを、聞きかれたと思ったんだろう』

「どうして、それを知しっている？」マサキがおどろいた顔かおできき返かえす。

『簡かん単たんな推すい理りだ。取とり引ひきが行おこなわれる前まえに、知しられたら困こまる情じょう報ほうとは、取とり引ひきの場ば所しょと時じ間かんしかない』

　で、でも、ちょっと待まってよ！

　なんで、実み咲さきがそんなことを、聞きくことになったわけ!?

「どうやら、窓まどを開あけたままの車しゃ内ないで、携けい帯たい電でん話わで連れん絡らくをしていたらしい。末まっ端たん組そ織しきだからな。それまで、大おおきな取とり引ひきなどしたことがないし、手て際ぎわがいいとは言いえない。そこで、そんな初しょ歩ほ的てきなミスをおかしたんだよ」

　そんなことで、実み咲さきを狙ねらったっていうの!?

　生せい徒と会かい長ちょうになるっていう夢ゆめのために、全ぜん力りょくでがんばってる実み咲さきに、あんなことを……！

　しかも、生せい徒と会かい長ちょう選せんの最さい終しゅう日び、運うん命めいの日ひに、誘ゆう拐かいするなんて！

　ひどすぎるよ!!

『氷ひ室むろさんを狙ねらっていたのは、そいつらだな？』

　ケイがきく。

「ああ。臨りん時じの先せん生せいが来きていただろ。そいつがそうだ」

　臨りん時じの先せん生せい……？　あっ！

　あの最さい初しょに植うえ木き鉢ばちが落おちてきたときに、かけつけてきた先せん生せいだ！

「ほかにも、掃そう除じ業ぎょう者しゃなど何なん人にんかいるようだが、一いち番ばん自じ由ゆうがきく立たち場ばにいたのが、そいつのようだ」

　じゃあ、実み咲さきの口くち封ふうじをしようとしてたわけ!?

『いや、違ちがうだろう』

　わたしの疑ぎ問もんを、ケイが否ひ定ていする。

『殺ころすつもりなら、学がっ校こうの先せん生せいになって、潜せん入にゅうするなんて回まわりくどいことを、する必ひつ要ようがない。狙ねらった方ほう法ほうも、命いのちを狙ねらうほどのものではなかった』

　どういうこと？

　それなら、なにをしに、学がっ校こうに潜せん入にゅうしてきたわけ？

「無ぶ事じに取とり引ひきが終おわるまで、監かん視ししておきたかったんだよ」

　監かん視し？

『つまり、こういうことだ。取とり引ひきのことを聞きかれたかどうかは、わからない。そのあやふやな状じょう態たいで、誘ゆう拐かいなどすれば、逆ぎゃくに騒さわぎとなり、取とり引ひきは失しっ敗ぱいに終おわるかもしれない。ただ、聞きかれたかどうかも、確たしかめておきたいから、警けい告こくの意い味みもふくめて、事じ故こをよそおって、氷ひ室むろさんを狙ねらった。取とり引ひきのことが記き憶おくにあれば、氷ひ室むろさんに動うごきがあるかもしれないと、考かんがえたんだろう』

「すべてお見み通とおしかよ。情じょう報ほうは、ほとんどもれていなかったはずなんだがな」

　マサキの表ひょう情じょうが、おどろきに変かわる。

『手てがかりを残のこしておいて、よく言いう。調しらべがつくと思おもったから、わざわざ姿すがたを見みせて、忠ちゅう告こくにきたんだろう』

　恭きょう也やが姿すがたを見みせたのって、そういう意い味みがあったんだ。

　ん？

　でも、ちょっと待まってよ。

　そこに、なんでファンタジスタが、かかわってくるわけ？

「単たん純じゅんなことだ。偶ぐう然ぜん、この街まちにきていたファンタジスタ様さまは、氷ひ室むろを監かん視しする話はなしを耳みみにして、気きに入いらないと感かんじたんだよ。組そ織しきのミスで、１人ひとりの女おんなの子こを危き険けんな目めにあわせるということが。やり方かたが、美うつくしくないってな」

　あー、ファンタジスタが言いいそうなことかも。

　妙みょうなところに、こだわりを持もってるもんね。

「ビリーフ（信しん念ねん）」とか言いっちゃってさ。

「とはいえ、表おもて立だってファンタジスタ様さまが、組そ織しきの邪じゃ魔まをするわけにはいかないからな。そこで、ファンタジスタ様さまの個こ人じん的てきな部ぶ下かであるオレが、送おくりこまれたというわけだ。いざとなれば、オレはファンタジスタ様さまと関かん係けいない、と言いい切きれるからな」

　でもそれって、いざとなれば、ファンタジスタから見み捨すてられるって、ことじゃないの？

「今いままで、十じゅう分ぶんな恩おんをもらってきてるし、自じ分ぶんの身みを守まもれる程てい度どには訓くん練れんを積つんでいる」

　マサキは、なんでもないことのように、答こたえる。

　ファンタジスタとマサキって、どういう関かん係けいなんだろう。

　変へん装そうのせいで、ハッキリした年ねん齢れいはわからないけれど、わたしたちと変かわらなく見みえるのに。

「本ほん当とうなら、オレが犯はん人にんの現げん場ばをおさえて、つかまえる予よ定ていだったが、それより先さきに、組そ織しきが焦じれてしまったらしいな。今日きょう行おこなわれる大だい事じな取とり引ひきが終おわるまで、たかが女じょ子し中ちゅう学がく生せい１人ひとり、どこかに閉とじこめておけばいい、と考かんがえを変かえたんだろう」

　よりによって、今日きょうみたいな大たい切せつな日ひに！

　なんで、そこで考かんがえを変かえるのよ！

『それは、アスカのせいでもある』

　へ？　わたしのせい!?

「氷ひ室むろを狙ねらっても、ことごとく、おまえに邪じゃ魔まをされた。そこで、植うえ木き鉢ばちを落おとして、わざと姿すがたを見みせて、おまえを３階かいにおびきよせた。その間あいだに、氷ひ室むろを誘ゆう拐かいするためにな」

　じゃあ、さっき植うえ木き鉢ばちが落おちてきたのは、わたしを誘さそい出だすため？

「おまえの正しょう体たいに気きづいているわけじゃないだろうが、邪じゃ魔まな存そん在ざいだとは思おもったんだろう」

　あのとき、実み咲さきを１人ひとりでおいていかなければ、よかったんだ……。

　それなのに、まんまと相あい手ての作さく戦せんにはまって、実み咲さきを危き険けんな目めにあわせちゃったなんて……！

　バカ！　わたしのバカ！！！

『後こう悔かいは、あとだ』

　ケイが、マサキに聞きこえないぐらい、小ちいさな声こえで言いう。

　わかってる。

　今いまは、実み咲さきを助たすけ出だすほうが、重じゅう要ようなんだから。

　悔くやむのは、あとでだって、できる。

　わたしはくちびるを嚙かんで、押おしだまった。

「……１つ、きいてもいいか」

　静しずかになった車しゃ内ないで、マサキがきいてくる。

　質しつ問もん？

「おまえではなく、そっちのやつにだ」

　そう言いって、マサキは耳みみを指ゆびさす。

　通つう信しん機きの先さきの、ケイのことを言いいたいんだろう。

『かまわない』

「なぜ、オレが偽にせ者ものの中なか小こう路じだと、気きづいた？　これでも変へん装そうには、自じ信しんがあるんだ。中なか小こう路じ家けの家か族ぞくにも、ばれていなかったしな」

　そうか。

　本ほん物ものの中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、ヨーロッパのプライベートビーチにいるって言いってたっけ……。

　ということは、マサキって、24時じ間かん、中なか小こう路じ先せん輩ぱいの変へん装そうをして暮くらしてたってことだよね。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいの家か族ぞくの前まえでも。

　それでもばれなかったのに、なんでケイには、わかったんだろう？

『簡かん単たんだ。変へん装そうが、完かん璧ぺきすぎたんだ』

「完かん璧ぺきすぎた？」

　マサキは首くびをかしげる。

『いつも通どおりすぎたと、言いってもいい。もしなにもない、いつもの学がっ校こう生せい活かつなら、気きづくことはなかっただろう。だが、今いまは生せい徒と会かい長ちょう選せん挙きょ中ちゅうだ。非ひ日にち常じょう的てきな出で来き事ごとに直ちょく面めんしているとき、いつも通どおりのペースを保たもてる人にん間げんは多おおくない。本ほん物ものの中なか小こう路じ先せん輩ぱいの性せい格かくなら、氷ひ室むろさんがライバルとして、あらわれたり、生せい徒と会かい長ちょう選せんが始はじまって、善ぜん戦せんしだしたりすれば、もっと取とり乱みだしていただろう。それが、軽かるい皮ひ肉にくを言いう程てい度どで、終しゅう始し、落おちついたふるまいを見みせていた。こう言いってはなんだが、中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、そこまで器うつわの大おおきい人にん間げんじゃない』

　ケイの言こと葉ばを、だまって聞きいていたマサキは、急きゅうに肩かたをふるわせた。

「あはははっ……。なるほど。そういうことか。あいつの器うつわの大おおきさまでは、計けい算さんに入いれてなかったな。今こん後ごの参さん考こうにさせてもらう」

　中なか小こう路じ先せん輩ぱい、ひどい言いわれよう……。

　でも、よく考かんがえたら、本ほん物ものの中なか小こう路じ先せん輩ぱいとは、わたし話はなしたことがないんだ。

　ずっとこの、マサキが変へん装そうしてた中なか小こう路じ先せん輩ぱいだったんだから。

　そんなことを考かんがえていたら、車くるまが止とまった。

「氷ひ室むろが監かん禁きんされている場ば所しょの近ちかくに、ついた。ここからは、歩あるいていくぞ」

　マサキはそう言いうと、車くるまのドアを開あけた。

　わたしとマサキは、車くるまの外そとに出でる。

　待まっててね、実み咲さき。

　今いま、助たすけに行いくから！







　　　　17　青あおい倉そう庫この戦たたかい




　車くるまを降おりると、目めの前まえに倉そう庫こがいくつも広ひろがっていた。

　大おおきな倉そう庫こが、ならんでいる場ば所しょらしい。

　鉄てつがむきだしのままの壁かべは、さびついている。

　あまり使つかわれていないのか、人ひと気けはない。

　悪わるいことをたくらむには、ちょうどよさそうな場ば所しょかもね。

　でも、これなら、こっちも派は手でにあばれられる。

　わたしは、物もの陰かげでレッドのユニフォームに着き替がえる。

　時じ間かんは、午ご前ぜん11時じ。

　生せい徒と会かい長ちょう選せんの最さい終しゅう演えん説ぜつが始はじまるのが午ご後ご１時じのはずだから……あと２時じ間かん。

　２時じ間かんで、なんとかカタをつけて、学がっ校こうにもどらなくちゃ！

　マヌケな悪わる者もののとばっちりで、実み咲さきの夢ゆめをぶち壊こわされるなんて、絶ぜっ対たいにゆるさないんだから！

「こちらの準じゅん備びはＯオーＫケー。それで、実み咲さきがいるのは、どこの倉そう庫こなの？」

「あの倉そう庫こだ」

　マサキが、左ひだり側がわにある、青あお色いろのペンキがぬられた、倉そう庫こを指ゆびさす。

　わたしはうなずいて、倉そう庫こに向むけて、警けい戒かいしながら向むかう。

　その後うしろを、マサキもついてくる。

「……ついてくるつもり？」

「ここまで来きて、帰かえるわけないだろ。ファンタジスタ様さまからも、同どう行こうするように、言いわれているからな」

　マサキの目めを見みる。

　ファンタジスタから、ムリヤリやらされてるわけじゃないみたい。

　それに、学がっ校こうにいたときと、身みのこなしが違ちがう。

　かなり訓くん練れんされてる、歩あるき方かただ。

　今いままでのは、中なか小こう路じ先せん輩ぱいの変へん装そうにあわせて、ふつうの中ちゅう学がく生せいっぽく歩あるいてたってわけね。

　ファンタジスタの部ぶ下かと協きょう力りょくして、ファンタジスタの所しょ属ぞくしてる組そ織しきのやつと戦たたかうって、なんだか変へんな感かんじだけど……。

『味み方かたのふりをしておいて、足あしをすくう可か能のう性せいは考かんがえなくていいだろう。ここでオレたちをワナにはめるのは、それこそファンタジスタの言いう、美び学がくに反はんする』

　たしかに。

「今いまだけ、信しん用ようしてあげる」

「そうしておけ」

　マサキは、そう言いって微笑ほほえむ。

　でも、中なか小こう路じ先せん輩ぱいの変へん装そうはしたままだから、複ふく雑ざつな気き持もちしかわかない。

　わたしは、前まえを向むいて、青あおい倉そう庫この様よう子すをうかがう。

　外そとには、20代だいのチンピラっぽい男おとこが、２人ふたり立たっていた。

　退たい屈くつそうに、あまり緊きん張ちょう感かんなく、おしゃべりをしている。

　見み張はりのわりには、気きが抜ぬけすぎなんじゃない？

　まさか、ふつうの女じょ子し中ちゅう学がく生せいをさらって、助たすけにくる人にん間げんがいるとは、思おもってないみたいね。

『倉そう庫このデータはこちらも取とれてる。右みぎ側がわ側そく面めんにまわりこめ』

　ケイの指し示じに、わたしは手て前まえの倉そう庫こで曲まがった。

　わたしのあとを、マサキも、足あし音おとを立たてずについてくる。

　側そく面めんには、隣となりの建たて物ものの壁かべが迫せまっていて、人ひとひとりしか通とおれないくらい狭せまい。

　左さ右ゆうの壁かべがそびえたって、２枚まいに挟はさまれているみたい。

『倉そう庫この壁かべの上うえのほうに、窓まどがあるはずだ』

　見み上あげてみると、かなり上うえ、４メートルぐらいの高たかさに、小ちいさな窓まどがある。

　さて、どうしようかな。

　雨あま樋どいみたいな、手てをかけるとっかかりは、特とくにないみたい。

　でも、ビルの壁かべを登のぼるのは、わたしの得とく意い技わざだからね。

　わたしは、左さ右ゆうにせまっている壁かべに両りょう手てを伸のばしてみる。

　もう少すこし近ちかかったら、両りょう手て両りょう足あしをつっぱって、登のぼっていけたんだけどね。

　まあ、しかたがない。

　４メートルくらいなら、これで行いける。

「せーの、」

　勢いきおいをつけて、片かた方ほうの壁かべに向むかってジャンプ、そのままおもいっきり蹴けりつけて、反はん対たい側がわの壁かべへジャンプ！
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　３回かい繰くり返かえして、次つぎのジャンプで手てを伸のばして、窓まどのふちをつかむ！

　ギリギリで指ゆびがかかって、そのまま、指ゆび先さきだけで懸けん垂すいするように体からだを持もち上あげる。

　空くう気きの入いれ換かえ用ようらしい小こ窓まどには、鍵かぎがかかっていなくて、わずかに開ひらいていた。

　倉そう庫この中なかをのぞきこむ。

　広ひろい倉そう庫こには、大おおきなコンテナが、積つみあがって、林はやしのようになっていた。

　人ひとの気け配はいは感かんじるけど、コンテナの向むこう側がわみたい。

『いけるな？』

　大だい丈じょう夫ぶ！

　わたしは、窓まどをそっと開あける。

　そのまま、体からだをすべりこませるように、倉そう庫こ内ないに入はいる。

　体からだを１回かい転てんさせて、音おとを立たてずに着ちゃく地ち。

　そのまま、左さ右ゆうを見みまわしたけど、気きづかれた様よう子すはない。

　窓まどを見みると、マサキも同おなじように、下おりてくるところだった。

　当とう然ぜんのように、音おとは立たてない。

　ふーん、ついてきたんだ。

　もしかしたら、わたしのと同おなじ方ほう法ほうじゃなくて、ロープとかを使つかったのかもしれないけど、すばやさを考かんがえれば、相そう当とうな実じつ力りょくだとわかる。

　今いまは味み方かただからいいけど……できれば敵てきにしたくないかも。

　や！

　そんなことより今いまは、実み咲さきを無ぶ事じに助たすけることのほうが、大だい事じ。

　集しゅう中ちゅうしなきゃ！

　あたりは、薄うす暗ぐらい。

　コンテナ２ブロック分ぶんの、向むこう側がわが明あかるいから、そこに人ひとが集あつまってるみたい。

「あそこに、ドアがあるな」

　マサキが、正しょう面めんを指ゆびさす。

　壁かべ伝づたいに歩あるいた先さきに、ドアがある。

『そのドアの先さきに、小こ部べ屋やがいくつかある。閉とじこめておくと考かんがえれば、氷ひ室むろさんはそこにいるはずだ』

　了りょう解かい。

　わたしは、ドアに向むけて、足あし音おとをたてずに進すすむ。

　人ひとの声こえが近ちかくなってきたけど、こちらに気きづく様よう子すはない。

　コンテナの端はしまでくると、わたしは明あかりのほうを、確かく認にんする。

　うまくコンテナが、ドアを隠かくしてくれてる。

　大おおきく開ひらかなければ、ばれないまま、進すすめそう。

　あくまで、今こん回かいは実み咲さきを無ぶ事じに連つれて帰かえるのが、目もく的てきだもんね。

　ムダな戦せん闘とうは、さけないと。

　ドアを４分ぶんの１ぐらい開あけると、わたしは体からだを中なかにすべりこませる。

　続つづけて、マサキが中なかに入はいってくる。

　ドアを閉しめて、ろう下かを確かく認にんする。

　心こころもとない電でん球きゅうで照てらされてる、細ほそいろう下かだ。

　ここで鉢はち合あわせしたら、隠かくれ場ば所しょもない。

『そのろう下かは一いっ本ぽん道みちだ。慎しん重ちょうに。ただし、見みつかったら一いっ気きに行いけ』

　わかった。

　マサキをふり返かえると、小ちいさくうなずいてる。

　状じょう況きょうは、理り解かいしてくれてるみたいね。

　忍しのびこむのに、２人ふたりだったことは初はじめてだけど、マサキはほとんどその存そん在ざいを感かんじさせない。

　まるでわたしの影かげぼうしみたい。

　これでもわたしは、レッドになってから、だいぶ腕うでを上あげたつもりでいたんだけど、そんなわたしにぴったりついてくるって……。

「いったい、なんなんですか、あなたたちは！」

　実み咲さきの声こえ!?

　ろう下かの先さきから聞きこえる。

「ここはどこ？　今いま、何なん時じですか!?」

　実み咲さきがさけんでる。

　わたしは、ろう下かを音おとを立たてずに、だけど、一いっ気きに進すすむ。

　視し線せんの先さきに、男おとこが２人ふたりいるのが見みえた。

　その奥おくに、実み咲さきの姿すがたがあった。

　男おとこの１人ひとりが、実み咲さきの腕うでをつかんでる。

「いくよ」

　わたしは、足あしを止とめずに、加か速そくする。

　相あい手てが２人ふたりしかいないなら、気きづかれていない今いま、一いっ気きに動うごいたほうがいい！

「なっ！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、実み咲さきの腕うでをつかんでいる男おとこの、ふところに、わたしは飛とびこむ。

　男おとこにとっては、とつぜん目めの前まえにわたしが出しゅつ現げんしたみたいに、見みえたかも。

　ガバッと身みを退ひくけど……もう、遅おそいって！

　わたしは、下したから掌しょう底てい打うちで、男おとこのあごを打うつ。

「がっ！」

　体からだが一いっ瞬しゅん浮うきあがり、男おとこはそのまま、地じ面めんに崩くずれおちる。

　次つぎ！

　わたしがふり返かえると、マサキが男おとこのみぞおちに、拳こぶしをしずめていたところだった。

　男おとこはそのまま、声こえもなく床ゆかにのびる。

　うーん、格かく闘とうも、かなりやるんだ……。

　っと、そんなことを考かんがえてる場ば合あいじゃなかった。

　実み咲さきにかけよろうとして、わたしは、思おもいだして、声こわ色いろを変かえた。

「氷ひ室むろさん、ケガはない？」

「あ……は、はい。でも、どうしてレッドがここに……？」

　実み咲さきが、おどろいた顔かおで、わたしを見みてる。

　実み咲さきとは、レッドとして、会あったことがあるんだよね。

　そのときのことを、まだ覚おぼえててくれたみたい。

「仕し事ごとの途と中ちゅうで、あなたが連つれて行いかれるのを、見みかけたの」

　わたしは、ケイに考かんがえておいてもらった、理り由ゆうを説せつ明めいする。

　あくまで、偶ぐう然ぜんってことにしておかないと、疑うたがわれちゃうしね。

　それに、ここにいるやつらが、悪わるい取とり引ひきをしようとしてるのは、事じ実じつだし。

「最さい終しゅう討とう論ろん会かいが始はじまる前まえには、必かならず帰かえしてあげるから」

「えっ、なんでそのことを……？」

　と、そのとき。

　サッと実み咲さきのうしろに回まわり込こんだ影かげ。

「えっ、マサキ？」

　と思おもった瞬しゅん間かん、マサキの手て刀がたながサッと振ふり上あげられ、

「……っ！」

　首くびすじを軽かるく叩たたいた……と思おもった瞬しゅん間かん、実み咲さきの体からだがくたりとわたしにもたれかかる。

　完かん全ぜんに意い識しきを失うしなった実み咲さきの体からだを受うけ止とめながら、

　なっ、なにをするのよっ!?

　やっぱり、これはワナだったの……!?

　おもわず身みがまえた瞬しゅん間かん、

『待まて、アスカ。それでいい』

　ちょっと、ケイ！

『ぶじ脱だっ出しゅつするまで、氷ひ室むろさんには眠ねむっていてもらったほうがいい。マサキの姿すがたを氷ひ室むろさんに見みられたら、面めん倒どうなことになる。レッドと中なか小こう路じが同どう行こうしているなんて、どう考かんがえてもおかしいだろう』

　そ、そっか。

　でも、それなら説せつ明めいしておいてよね！

『いそげ。気きづかれる前まえに脱だっ出しゅつするんだ。氷ひ室むろさんがいることを考かんがえても、入はいってきたルートを、使つかうのが一いち番ばん安あん全ぜんだ』

　わかった！

　出で口ぐちが多おおくないのが、この倉そう庫このやっかいなところ。

　ろう下かの突つき当あたりにも、窓まどはついてるけど、小ちいさい上うえに、こちらには格こう子しがついてる。

　簡かん単たんに開あけられそうにないし、開あけられたとしても、物もの音おとがしたら気きづかれちゃう。

　視し線せんで合あい図ずをして、マサキがわたしから実み咲さきの体からだを受うけとって、肩かたに担かつぎあげた。

　細ほそく見みえるのに、楽らく々らく担かついでるのは、やっぱりすごいかも。

　また、目め配くばせでうながされて、わたしがドアまで近ちかづいて、そっと開あける。

　行いきと同おなじように、体からだをすべりこませて、ドアの外そとに出でる。

　と、そのとき、背せ中なかに寒さむ気けが走はしった。

　とっさに、体からだを横よこにひねりながら、右みぎにとぶ。

　ダンッ！

　直ちょく後ごに、わたしの立たっていた場ば所しょに、見み知しらぬ男おとこが現あらわれていた。

「外はずしたか」

　男おとこが、低ひくい声こえでつぶやく。

　男おとこは分ぶ厚あつい体からだに、迷めい彩さい服ふくの上じょう下げをつけて、黒くろく日ひ焼やけしていた。

　似にた体たい格かくと服ふく装そうをした男おとこが、あと４人にん。

　それとはべつに、10人にんほど悪わるそうな顔かおをした、男おとこたちがいる。

　すっかり、ばれてたみたいね。

　それにしても、あの迷めい彩さい服ふくの男おとこ、どこかで見みたことがある雰ふん囲い気きなんだけど……。

「あれはファルコンの部ぶ下かだな。援えん軍ぐんに差さし向むけられたんだろう」

　マサキが、わたしの背せ中なかによりそうようにして、教おしえてくれる。

　ファルコン!?

　そうだ！　ファルコンに似にてるんだ。

　わたしが勝かてなかった、あいつに。

　部ぶ下かは、どの程てい度どの強つよさだろう。

「氷ひ室むろは、ドアの向むこうにおいてきた。気き絶ぜつさせた男おとこたちは、しばりあげてある。あそこが一いち番ばん、安あん全ぜんだ」

　了りょう解かい！

　とにかく、ここを切きり抜ぬけないとね！

「おい、おまえら何なに者ものだ！」

　男おとこの１人ひとりが、わたしたちに向むけて言いう。

「怪かい盗とうレッド……といえばわかるでしょ」

「レッドだと!?」

　男おとこたちの空くう気きが、ピリピリとしたものに変かわる。

　とくに、迷めい彩さい服ふくに身みを包つつんだ男おとこたちの気け配はいが、鋭するどくなる。

　こっちに集しゅう中ちゅうしてくれるのは、望のぞむところだよ。

　実み咲さきから、意い識しきをそらしておきたいし。

「背せ中なかはまかせるからね」

　わたしは、マサキに言いう。

「オレもまかせてやる」

　わたしとマサキは、背せ中なか合あわせに立たつ。
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　それを男おとこたちが、ぐるりと囲かこんでくる。

「行いくよ！」

　わたしは、目めの前まえの男おとこに、体たい勢せいを低ひくくして、間ま合あいをつめる。

　男おとこがあわてて、突つき出だしてきた拳こぶしをよけて、腕うでをとる。

　そのまま、男おとこの勢いきおいを使つかって、投なげ飛とばす。

「ぐはっ！」

　たたきつけられて、男おとこはうめき声ごえを上あげる。

　まず１人ひとり！

　わたしは、その勢いきおいに後あとずさった男おとこたちに向むけて、催さい眠みんガス入いりの玉たまを、指し弾だんで放はなつ。

　パンッ、パンッ　パンッ

　３人にんがまとめて、倒たおれる。

　これで４人にん！

「おっと！」

　左ひだり側がわから、拳こぶしが飛とんできて、わたしは前ぜん転てんしながら、かわす。

　迷めい彩さい服ふくの、ファルコンの部ぶ下かだ。

　やっぱり、動うごきが違ちがう。

　わたしは、元もとの位い置ちにもどる。

　同どう時じに、マサキももどってきた。

　また背せ中なかどうしをぴたりとあわせ、前まえに向むかう。

　元もと通どおりに見みえるけど、この一いっ瞬しゅんだけで、相あい手ての人にん数ずうはだいぶ減へってる。

　わたしは４人にん、マサキは……ウソ！　５人にん減へってる。

　想そう像ぞう以い上じょうに、やるみたいね。

　今いまは助たすかるけど、なんだか複ふく雑ざつな気き分ぶんかも。

　これで、迷めい彩さい服ふく以い外がいは、あと１人ひとり。

　その１人ひとりは、後うしろに下さがって、戦たたかう気きは完かん全ぜんに失うしなっているみたい。

　そのかわりに、５人にんの迷めい彩さい服ふくたちが、ずいっと前まえに出でてきてる。

「ここからが、本ほん番ばんってことね」

「そうだな…………よっと！」

　マサキが、飛とび込こんできた迷めい彩さい服ふくの攻こう撃げきを、両りょう手てを使つかって、受うけ流ながす。

　そのまま、ふところに踏ふみこんで、ボディに拳こぶしを放はなつ。

「ぐっ！」

　見みるからに硬かたい腹ふっ筋きんをしてるのに、迷めい彩さい服ふくは、おなかをおさえて、よろめいてる。

　今いまの威い力りょく……まさか発はっ勁けい!?

　でも、わたしが使つかうのより、タメが少すくなかった気きがする。

「発はっ勁けいの応おう用ようみたいなもんだ。おまえより、威い力りょくは落おちるが、当あてやすい」

　応おう用ようって……。

　さらりと言いってくれちゃってるけど、発はっ勁けいを覚おぼえるのだって、大たい変へんだったんだからね！

『来くるぞ！』

　ケイの言こと葉ばに、ハッとわれに返かえる。

　今いまはそんなことを、考かんがえてる場ば合あいじゃない。

　こっちには、時じ間かん制せい限げんもあるんだから。

　実み咲さきを最さい終しゅう演えん説ぜつ会かいまでに、連つれて帰かえらなくちゃいけない。

　次つぎの瞬しゅん間かん、つっこんでくる迷めい彩さい服ふくの１人ひとり相あい手てに、こちらも前ぜん進しんして間ま合あいを詰つめると、身みをかがめて足あしをはらう。

　体たい勢せいを崩くずしたところにぐっとわたしは足あしを踏ふみこんで、拳こぶしを放はなつ。

「はあっ！」

　迷めい彩さい服ふくの、おなかに当あたった拳こぶしは、その勢いきおいで、後うしろに吹ふっ飛とばす。

「……まさか、今いまのは発はっ勁けいの応おう用ようを試ためしたのか？」

　マサキが、おどろいた顔かおで、こっちに視し線せんを送おくってくる。

　そのつもりだったんだけど、タメすぎたみたい。

　まだ隙すきが大おおきいし。

　そのぶん、威い力りょくはあるんだけど。

　迷めい彩さい服ふくは、動うごけるのはあと３人にん。

　さっきより、いっそう気き迫はくが増ましてる。

「はああっ！」

　丸まる太たのような腕うでが、わたしの顔かおめがけて、飛とんでくる。

　それをかいくぐって、前まえに出でる。

「させるか！」

　横よこから、もう１人ひとりの迷めい彩さい服ふくの、蹴けりが飛とんでくる。

「くっ！」

　後うしろにおもいっきり飛とんで、なんとかかわす。

　あんなの食くらったら、一いち撃げきで動うごけなくなる。

　やっぱり、ファルコンの部ぶ下かだけある。

　戦たたかい方かたも、体からだの鍛きたえ方かたも似にてる。

　でも！

　ファルコンほどじゃない！

　もう一いち度ど、仕し掛かける。

　だけど、間ま合あいを詰つめると、発はっ勁けいを打うつ間まもなく、もう１人ひとりが邪じゃ魔まをしてくる。

　マサキのほうも、いっしょらしい。

　２対たい１じゃ、動うごき回まわるこっちばっかり、体たい力りょくを消しょう耗もうする。

　背せ中なか越ごしに、マサキも息いきが乱みだれてきたのがわかる。

　これって、まずいかも。

　なにかうまく、間ま合あいを詰つめられれば……そうだ！

「マサキ！」

　わたしは声こえをかけると同どう時じに、まっすぐ両りょう手てを伸のばして、背はい後ごに飛とんだ。

　マサキの両りょう肩かたを摑つかんで１回かい転てん、そのまま、マサキと立たち位い置ちを入いれ替かえる。

　マサキもすぐに、わたしの考かんがえを理り解かいしたらしく、迷まよいなく入いれ替かわった敵てきに接せっ近きんした。

「なっ！」

　一いっ瞬しゅんだけ、迷めい彩さい服ふくたちに隙すきができる。

　でも、それで十じゅう分ぶん。

『はあああっ！』

　わたしとマサキの発はっ勁けいが、同どう時じに２人ふたりの迷めい彩さい服ふくに、命めい中ちゅうしていた。

　後うしろにはじきとばされて、２人ふたりの迷めい彩さい服ふくは、ばったりと倒たおれる。

　あと、残のこる迷めい彩さい服ふくは、１人ひとり！

　と、足あしがもつれた。

「くっ……」

　立たて続つづけに発はっ勁けいを使つかったせいか、目めの前まえが暗くらくなって、ぐらりと体からだが揺ゆれる。

　ちょっと、こんなときに……。

　その瞬しゅん間かん、最さい後ごの迷めい彩さい服ふくの腕うでがビュッ！　と飛とんだ。

　まずいっ、よけられない！

　わたしが、拳こぶしを受うける覚かく悟ごを決きめて、ガードのために両りょう腕うでをかまえようとした、次つぎの瞬しゅん間かん──

「ぐはっ！」

　迷めい彩さい服ふくが、腕うでをおさえて、後あとずさる。

　な、なに!?

　その腕うでに、カードが突つき刺ささってる。

　あれって……。

「はっ！」

　マサキが、わたしの肩かたに手てをつくと、跳とび上あがったまま、迷めい彩さい服ふくの首くびに蹴けりをたたきこむ。

「ぐはっ……」

　後うしろにふっとんだ迷めい彩さい服ふくが、残のこっていた男おとこを巻まきぞえにして、ばったりと倒たおれた。

　とたんに、倉そう庫この中なかに、静せい寂じゃくがもどってくる。

　……これで、全ぜん員いんかな。

　あたりを警けい戒かいしたけど、もういないみたい。

　それにしても、あのカード。

　迷めい彩さい服ふくの腕うでに、刺ささっていたカードは、倒たおれた勢いきおいで、地じ面めんに転ころがっていた。
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　わたしは、それを拾ひろいあげる。

　やっぱり……。

　白しろいカードは、中ちゅう央おうにファンタジスタのマークが、刻きざまれている。

　どこかから、見みてたってわけね。

　わたしは、視し線せんを倉そう庫こ内ないにめぐらせたけど、どこにも気け配はいは感かんじられない。

「借かりができちゃったか……」

　わたしはつぶやくと、立たち上あがった。

　時じ間かんは12時じ40分ぷん。

　実み咲さきの最さい終しゅう演えん説ぜつの始はじまる時じ間かんまで、あと20分ぷん！







　　　　18　２人ふたりのヒーロー




　ワンボックスカーが、校こう門もんの前まえにすべりこんだのは、１時じちょうどだった。

　実み咲さきの演えん説ぜつの順じゅん番ばんは、３番ばん目め。

　ギリギリ、間まに合あったみたい！

「いそいで！」

　ドアが開ひらくなり、飛とび出だすように、ワンボックスカーから降おりたところで……実み咲さきが、わたしをふり返かえった。

「レッドがわたしを助たすけてくれたのは、二に度ど目めだね。……ねえ、どうして、わたしの危き険けんなときにかけつけてくれるの？」

　ぎくっ。

　ど、どうしてって……。

　実み咲さきの表ひょう情じょうは、真しん剣けんそのもの。

　そりゃあ、実み咲さきが親しん友ゆうだから……なんて答こたえられるわけないし……。

　わたしが答こたえにこまっていると、実み咲さきはふっと笑えみをうかべた。

「ごめんなさい。助たすけてもらったのに……。あなたが、どことなく、わたしの親しん友ゆうに似にてたから。危き険けんなところでも助たすけに来きちゃう、ヒーローみたいなところとか」

「そう？……そんな親しん友ゆうがいるのね。でも、その親しん友ゆうも同おなじことを、思おもってるかもしれないわよ」

　わたしは、声こわ音ねを変かえて、実み咲さきに答こたえる。

　実み咲さきにとって、わたしがヒーローなんだとしたら。

　わたしにとっても、実み咲さきはヒーローなんだよね。

「そう……なのかな？　だったら、うれしいけど」

　実み咲さきは、目めを見みひらいてから、……満まん面めんの笑えみに変かわった。

「もう、行いきなさい。みんなが待まってる」

　わたしの言こと葉ばに、実み咲さきはうなずいた。

「ありがとう、レッド」

　実み咲さきは、言いうなり背せ中なかを向むけて、体たい育いく館かんに向むかって走はしっていく。

　その後うしろ姿すがたが見みえなくなったところで、助じょ手しゅ席せきに座すわっていた、マサキが言いった。

「さて、それじゃあ、ぼくも体たい育いく館かんに行いこうかな」

　体たい育いく館かんって……。

　え、え───っ!?

　まだ偽にせ者ものを続つづけるつもりなの？

「もちろんだよ」

　口く調ちょうも、偽にせ中なか小こう路じ先せん輩ぱいにもどってる。

「なんで!?　だって、もう事じ件けんは解かい決けつしたんだから、もう中なか小こう路じ先せん輩ぱいの偽にせ者ものになって、実み咲さきの近ちかくにいる必ひつ要ようはないでしょ？　だいたい、本ほん物ものの中なか小こう路じ先せん輩ぱいは、それでいいわけ？」

　自じ分ぶんの生せい徒と会かい長ちょう選せんのはずなのに、はじめから最さい後ごまで、影かげ武む者しゃが選せん挙きょ活かつ動どうしてるなんて……おかしくない？

「バカンスを楽たのしんでいる中なか小こう路じ本ほん人にんにきいたところ、『もう、おまかせするから、好すきにやってくれていいよ』と言いっていたからね。『そんなちっぽけな学がっ校こうを支し配はいして、なんになる。ぼくにはもっとでかいステージが待まってる』とも言いっていたらしいよ。春はるが丘おか学がく園えん中ちゅう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょうになることは、すっかり、どうでもよくなっているらしい」

　……本ほん物ものの中なか小こう路じ先せん輩ぱいも、やっぱりそういう性せい格かくなわけね。

「でも、それじゃあ、マサキが代かわりに生せい徒と会かい長ちょう選せんに出でる必ひつ要ようは、ないんじゃない？　ここで棄き権けんしてくれれば、実み咲さきが……」

「それじゃあ、つまらないだろ」

　マサキの目めが、キラリと光ひかった。

「最さい後ごまで正せい々せい堂どう々どうと戦たたかったほうが、おもしろい。ぼくも、ここで投なげだすのは美び学がくに反はんするしね。それに、偽にせ者もののぼくに負まけるようでは、氷ひ室むろさんはやはり、生せい徒と会かい長ちょうの器うつわではなかった、ということでしょう」

　ううっ、言いってくれるじゃない。

　でも、たしかにそうだ。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいが、偽にせ者ものでも本ほん物ものでも、関かん係けいない。

　中なか小こう路じ先せん輩ぱいがいようと、いるまいと、実み咲さきが、みんなから選えらばれて、生せい徒と会かい長ちょうになる。

　わたしが一いち番ばん信しんじてるんだから。

　不ふ敵てきな笑わらいを残のこして、マサキが体たい育いく館かんに向むかうのを見み送おくってから、わたしも制せい服ふくに着き替がえて、体たい育いく館かんに走はしった。

　体たい育いく館かんの重おもい両りょう開びらきドアを開あけたとたん、

　パチパチパチパチパチ！

　まず、耳みみにとびこんできたのは、大おおきな拍はく手しゅの音おと。

　演えん台だいの上うえには、実み咲さきが立たっていた。

　ちょうど、実み咲さきの演えん説ぜつが終おわったところみたい。

　ホッとしたような笑え顔がおで、みんなを見みまわしてる。

　その姿すがたが、詩し織おり会かい長ちょうの姿すがたに重かさなって見みえた。

　実み咲さきの演えん説ぜつは聴きけなかったけど、この拍はく手しゅの大おおきさで、成せい功こうしたことはわかる。

　それだけで十じゅう分ぶん。

　がんばったね、実み咲さき。

　わたしは心こころの中なかで、実み咲さきに語かたりかけた。







　　　　19　エピローグ




　３月がつ。

　桜さくらが満まん開かいの中なか、卒そつ業ぎょう式しきが行おこなわれた。

　今いまは、式しきが終おわって、あちこちで卒そつ業ぎょう生せいと生せい徒とが、写しゃ真しん撮さつ影えいをしてる。

　詩し織おり会かい長ちょうと幸ゆき村むら先せん輩ぱいを探さがしたんだけど、どうやら、大おおきな人ひとだかりのまんなかにいるらしい。

　わたしと実み咲さきは、顔かおを見み合あわせる。

　これはちょっと、話はなしかけられそうにないかも。

　そのとき、

「あっ。ちょっとごめんね〜」

　人ひとの輪わの中なかから、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえがした。

　下か級きゅう生せいたちをかきわけて、詩し織おり会かい長ちょうと幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、こっちにやってくる。

　２人ふたりの姿すがたを見みたら、なんとなく、悲かなしい気き持もちになってきちゃった。

「卒そつ業ぎょうしちゃうんですね」

　わたしは、２人ふたりを見みて言いった。

　２人ふたりは卒そつ業ぎょう証しょう書しょの入はいった、筒つつを持もって、笑わらってる。

「なになに？　それは、わたしたちに留りゅう年ねんしてほしかったってこと？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、いたずらっぽく言いう。

「となりの高こう等とう部ぶにうつるだけよ。同おなじ学がっ校こうの中なかじゃない」

　詩し織おり会かい長ちょうはそう言いって、高こう等とう部ぶの校こう舎しゃに視し線せんを向むける。

　わたしたちも、自し然ぜんと高こう等とう部ぶの校こう舎しゃを見みる。

　たしかに、中ちゅう等とう部ぶから高こう等とう部ぶの校こう舎しゃはすぐそばだけど。

　近ちかいようで、けっこう遠とおいんだよね。

「そうだ！　詩し織おり会かい長ちょうの答とう辞じ、よかったです」

　わたしは、さっきの卒そつ業ぎょう式しきを思おもい出だして、言いった。

　最さい後ごまで、堂どう々どうとしてて、かっこよかったなぁ。

「伝でん説せつ」の生せい徒と会かい長ちょうは、理り央お先せん輩ぱいだけど……詩し織おり会かい長ちょうも、きっと伝でん説せつになるって気きがする。

　と、詩し織おり会かい長ちょうが、いたずらっぽく笑わらった。

「紅こう月づきさん。もう会かい長ちょうじゃないわよ。……ね、氷ひ室むろ会かい長ちょう」

　詩し織おり会かい長ちょう──じゃなくて、詩し織おり先せん輩ぱいが、実み咲さきを見みて言いった。

「まだ、その呼よばれ方かたに、なれないです」

　実み咲さきは肩かたをすくめてる。

「すぐになれるわ。生せい徒と会かいの仕し事ごとの引ひき継つぎも、あっという間まに終おわったし。心しん配ぱいはまったくしてないわ。……１つだけのぞいて」

　１つだけ？

「なにか、心しん配ぱいなことがあるんですか？」

　わたしがきく。

「ええ。とても、重じゅう要ようなこと」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、やけに深しん刻こくな顔かおをしてうなずく。

「だって……学がっ校こうで数かず々かずの問もん題だいを起おこしてくれる、紅こう月げつ飛鳥あすかっていう生せい徒とが、うちの学がっ校こうにはいるんだもの」

　そう言いって、詩し織おり先せん輩ぱいが笑わらいだす。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいも、となりで体からだを折おって爆ばく笑しょうしてる。

　もう！　詩し織おり先せん輩ぱい！

「それなら大だい丈じょう夫ぶです。アスカとの付つき合あいは、長ながいですから」

　実み咲さきが、当あたり前まえのように答こたえる。

　そこは否ひ定ていしてよ、実み咲さき……。

「なら、心しん配ぱいいらないわね」

　むぅ……。

　わたしが、ぷーっとほおをふくらましてるのを見みて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、また笑わらってる。

「涼すず香か、詩し織おり！　いっしょに写しゃ真しん撮とろう！」

　ほかの卒そつ業ぎょう生せいから、２人ふたりに声こえがかかる。

「じゃあ、ちょっと行いってくるわ」

「またね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、片かた手てを上あげてから、歩あるいていく。

　遠とおざかっていく２人ふたりの背せ中なかを見みて、わたしと実み咲さきは目め配くばせした。

　せーの、で、声こえをそろえて。

『卒そつ業ぎょう、おめでとうございます！』
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　　　あとがき




　こんにちは！　怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりこと、秋あき木ぎ真しんです。

　今こん回かいは、生せい徒と会かい長ちょう選せん。

　詩し織おり会かい長ちょうが引いん退たいして、新あたらしい会かい長ちょうに変かわります。

　新あたらしい生せい徒と会かい長ちょうが誰だれになったかは、本ほん編ぺんを読よんでのお楽たのしみです！

　そして今こん回かいで、１年ねん生せい編へんは終おわりになります。

　次つぎからは、２年ねん生せいに進しん級きゅうしたアスカたちが、きっと見みられるはず。

　だよね？

　……まさかアスカ、留りゅう年ねんしてたりしないよね？

「失しつ礼れいな！　ちゃんと進しん級きゅうしましたっ！」

　あっ、アスカ。

　よかった、ちゃんと進しん級きゅうできたんだ。

「むぅ……。ケイにも、それ言いわれたばっかりなんですけど」

　あ～、ケイなら言いいそうだ……。

　アスカ、すっごくむくれちゃったなぁ。

　なんとか、話はなしを変かえないと。

　え～と……ところで、今こん回かいで１年ねん生せい編へんも終おわりだけど、１年ねん生せいでの思おもい出でってある？

「ん？　１年ねん生せいでの思おもい出で……？　いっぱいあるよ！　学がく園えん祭さいも楽たのしかったし、夏なつ休やすみも色いろんなところ行いけたし、演えん劇げき部ぶも楽たのしかったし」

　そうだよね。

　学がく園えん祭さいでは詩し織おり会かい長ちょうがいなくなっちゃうし、夏なつ休やすみは館やかたで大たい変へんなことになるし、演えん劇げき部ぶでは水み夏なつが……って、事じ件けんばっかりだね。

「そうかも。でも、わたしとケイがレッドだから、みんなを助たすけたりできたんだよね」

　そうとも言いえるかな。

「そうだよ！　だから、わたしの一いち番ばんの思おもい出では、『怪かい盗とうレッドになったこと』かな」

　なるほど。

　たしかに、それ以い上じょうの思おもい出ではないかも。

　でも、アスカたちがレッドになったのって、１年ねん生せいになる前まえの春はる休やすみなんだけどね。

「うっ……。細こまかいことは気きにしない！」

　いや……記き録ろく係がかりの僕ぼくが、細こまかいことを気きにしないと、大たい変へんなことになると思おもうんだけど。

　じゃあ、最さい後ごに２年ねん生せいになったら、やってみたいことを聞きこうかな。

「２年ねん生せいになったら？　う～ん……。とくにないかも」

　あれ？

　意い外がいだね。たくさん出でてくるかと思おもったんだけど。

「だって、まだ２年ねん生せいになってないし。どんなことができるのか、わからないから、考かんがえようがないんだよね」

　それもそっか。

　じゃあ、最さい後ごに読どく者しゃのみんなにアスカから、どうぞ。

「２年ねん生せいになって、どんなことがあるのかわからないけど、これからもわたしや、ケイや、みんなのことを応おう援えんしてくれたら、うれしいです！　わたしも、みんなのこと、応おう援えんしてるよ！」




　それでは、また２人ふたりのつぎの活かつ躍やくでお会あいしましょう！


秋あき木ぎ　真しん
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秋木 真／作


静岡県生まれ、埼玉県育ち。AB型。友人からは二重人格とよく言われる。『ゴールライン』（岩崎書店）でデビュー。怪談やノンフィクションなどの共著もある。最近は、エアレース（飛行機レース）を観るのにはまっている。






しゅー／絵


神奈川県下在住のイラストレーター。イラストを担当した作品に「超自宅警備少女ちのり」シリーズ（ＧＡ文庫）がある。児童書では、この「怪盗レッド」シリーズが初挑戦。すごく辛いカレーが好き。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










怪かい盗とうレッド⑨




ねらわれた生せい徒と会かい長ちょう選せん☆の巻まき








作さく　秋あき木ぎ 真しん

絵え　しゅー
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